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母子生活支援施設の評価とソーシャルワークに関する研究

1 はじめに

(1) 調査の目的

本研究は、母子生活支援擁設利用者、施設職員、

地域に暮らす母子世帯という三つの側面から

見をすりあわせることにより、今後の母子生活支

援施設のあり方と施設におけるソーシャルワーク

を考察するものである。具体的には、「施設利用

者への誠査んその調査結果を受けて実施した

「母子生活支援施設の施設長と職員への調査」、ま

た「施設を退所した母子世帯J・「地域に暮らす母

子世帯」への調査を通して、施設内での要望や苦

情に対する施設側の対応・意見・意識、さらに母

子生活支援施設への評錨と期待を明らかにしてい

く。

本研究のデータの一部は、「生別母子家旗がも

っ資源の構造と自立支援に関する研究北海道に

おける母子生活支援施設と地域との比較から J 

(平成 13~同年度科学研究費補助金「萌芽的研究j

13871027)の交付を受けて実施されて

いる研究に位寵している。

(2) 4種類の調査についての概要

本研究では、以下にあげる 4つの調査データを

用いている。それぞれについて、調査概要安記し

てL吋。

1)利用者への調査

母子生活支援施設利用者への識査結果について

は、すでに報告書(北海道母子生活支援施設連合

会『母子生活支援施設を利吊している方の生活と

に関する調査報告書J2002年)にまとめで

ある。詳細はその報告書を参照のこと O

①手続きと期間

岩田美香

北海道内に葎在する全ての母子生活支援施設

(札幌8ヶ所、江別 lヶ所、留舘2ヶ所、小樽

1ヶ所、旭川12ヶ所、計12施設)の協力を得

て、入所している母親を対象に質問紙調査を実

施した。調査票は、施設を通して配布田収した

が、回収では個別の封筒に封をして留め置きす

る回収の形式をとり、回答者のプライパシーに

配慮告した。また、調査票の最後で、面接調査

にJ;e;じてくれる方に名前と連絡先を記してもら

い、後日、面接調査を実施した。

質問紙調査期間は、 2001年7月であり、面

接調査期間は、 2001年9~12 丹である。

②調査の対象

【賢問紙調査】

北海道内にある 12の母子生活支援施設に入

所している全母親を対象に 180票を配布し、

163票を回収した。回収率は90.6%である O

【面接調査】

質問紙調査で応諾してくれた母親のEわから、

本報告では、下記の r3 )施設退所の母子世帯
への調査」データと比較するため、 A市分で

のデータ(6名分)を用いて分析する。

③調査内容

調査票は、次のような項目で構成されている。

質問紙諮査について、本報告書では母子生活支

壌に関する調査結果の部分を用いる。

【質問書調査1

・母親自身と家族の様子(家族構成、健康状態、

母親の学壁、仕事の状態、世帯年収)

・子どもと子育て(子どもの様子、子育ての様

のネットワーク、子育てのJ脳みと

相談棺手、子どもへの期待)

・母子生活支援施設に入所するまでの生活(母
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子世帯となった理由と経過年数、母親の成育

過程での家族の様子)

-母子生活支援施設での生活(施設での経過年

数、施設内でのネットワーク、施設への感想

や要望、母親自身の生活のf溢みと杷談相手)

・今後の生活に向けて(退所への希望の有無、

社会的偏見、退所後の施設への要望)

【闇接調査1

-フェイスシート

-現在の生活とこれまでの生活

.今後の生活

・母子生活支援施設について

2 )施設長・施設職員への調査

①手続きと期間

北海道内に存在する全ての母子生活支援施設

計12施設の協力を得て、施設長並びに、施設

職員(主任レベル 1名・新人レベル1名)への

面接調査を実施した。原則的には、施設長・各

職員、それぞれについて個別で面接を行ったが、

一部で施設長や他の職員が同席のもとに実摘し

た施設もある。

調査期間は、 2003年3-5月である。

②調査の対象

北海道内母子生活支援踊設の施設長 12名、

および施設職員 23名。施設職員は、主任レベ

ルl名・新人レベル1名安予定していたが、

休等の理由により、その条件が揃わなかった施

設もある。また人数についても、施設長のみが

行った施設・ 3名の職員を調査した施設があり、

結果、職員の被調査者は 23名となった。

③調査内容

調査票は、次のような項呂で構成容れている

が、面接は半講造化面接としたため、調査項目

にない内容についても、被調査者が話の流れの

中で語ってくれた回答が報告書に皮映されてい

るものもある。

{施設長調査】 (資料1参照のこと)

.施設の概要

・利用者への調査を受けての感想、・改善点、変

化のない場合の理由

-縞設の今後へ向けて

[職員誠査】 (資料2参賠のこと)

.フェイスシート

・母子生活支援施設の職員となったときの感想、

大変だったとき・うれしかったとき、

として大切なこと、これまでに参加した

研修

-母子世帯への援助の実際、「自立」援助の成

功開・失敗例、指導や支援にとって必要なこ

と

-母子世帯に対する意識(生活保護受給者への

意識、「自立」概念、援助国難な課題)

-母子生活支援施設の今後(報告書の感想、施

設の今後へ向けて)

3 )施設退所の母子世帯への調査

①手続きと期間

A市の母子生活支援施設を通して、地域に

らす母子世帯を紹介してもらい、それぞれに

ついて個別に面接調査を実施した。

調査期間は、 2002年10丹である。

②調査の対象

A市において、かつて母子生活支援施設を

利用し、現在は地域に暮らしている母子世帯の

母競7名。

③調査内容

調査票は、次のような項目で構成されている

が、本報告書では母子生活支援の評簡に関する

調査結果の部分のみを用いる。

・フェイスシート

・現在の生活とこれまでの生活

.今後の生活

・母子生活支援施設について

4)保育器・幼稚園における母子世帯への調査

この調査は、当初予定されていなかったが、

r3)施設退所の母子世帯への調査」を補うべ

く実施した。すなわち、 r3 )の諮査Jをもって、
地域に暮らす母子世帯の生活と母子生活支援施設

への意見を調べる予定であったが、被調査者の紹

介ルートからしでも、施設の認知について「既に

施設を知っているjというノイイアスがかかってし
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まったため、特に施設の認知に関わって、この謁

査を設定した。

①手続きと期間

本Lr撰市内の l保育髄・ 1幼稚麗(いずれも、

近隣には母子生活支援施設が存在していない)

の協力を得て、両閣を利用している母子世帯を

対象に自出回答で答える形の賢聞紙調査を実施

した。

調査票は、施設を通して配布回収したが、回

収では{国別の封簡に封をして留め置さす回収の

形式をとり、回答者のプライパシーに配慮をし

た。

調査期間は、 2003年6月である。

②調査の対象

1保脊圏・ 1幼稚閣を利揺している母子

世帯の母親を対象に 37票を配布し、 15粟を回

収した。回収率は 40.5%である。

③調査内容

調査票は、次のような項目で構成されている

(資料3参照のこと)。

・家族構成と両親・親族との居住の近さ

.母子生活支援施設の認知と

-地域で暮らすことの困難さ

・母子世帯の「自立」

(3) 構成と用いるデータ

本稿では、前述の目的に添うように、全部で6

節構成となっている O 第2節では、前述 11)利

用者への質問紙調査j結果を用い、第 3節では

12)施設長への調査」結果を用いる。続く第 4

節では 12)施設職員への調査J結果を、また第

5節1では 14)保育関・幼稚闘における母子世

帯への誠査」結果を、第5節2では 11)利用者

への面接調査」結果と 13)施設退所の母子世帯

への調査j結果を用いた。

第 3 節~5 節については、どのデータにおいて

も震的内容を問うデータとなっており、記載に際

しては個人のプライパシーに十分に配癒した。す

なわち、回答を掲載する順番についても、施設ご

ととはせずにランダムに配霞した。従って、例え

ば、ある鷲問項自の第一番目に記載されている問

答の被調査者が、地の質問項目においても第一番

目に位置しているわけではない。また、昭人が特

定されやすい内容については、個人が特定化され

やすい部分は削除する等の工夫をした。中でも、

施設職員に対する調査では、日頃の実践の話を聞

き出しやすくするために、個別の事例をあげても

らいながら面接を進めていったが、具体的な事例

内容については、事例となる本人の承諾も得てい

ないため、報告書内では紹介していない。

2 母子生活支援施設利用者への鶏査

(W母子生活支援施設を利用している方の

生活と意識に関する調査報告書』まとめ

より)

北海道における母子生活支援施設利用者の特徴

について、彼女たちの生活基盤、子育ての状況、

社会的ネットワーク、母子生活支援施設への要望、

将来の生活への見通しを中心にまとめる。なお、

詳細については上記報告書を参照されたい。

(1) 母子世帯の生活基盤

母子生活支援施設を利用している母親たちは、

年齢で見ると 30歳代が多く、母子となった理由

では、離婚や未婚・非婚が高い。施設への入所も、

母子世帯となったばかりの頃に入所する場合が多

く、地域』性をみても、母子となった地域にある母

子生活支援施設を利用している O

学齢では高卒・中卒が多く、なかでも無職層の

低学躍が目立っている(表1)。全体のs割の母
親は勤めに出ているが、半数以上がパート就労で

あり、常勤は 3害uに留まっている(表 2)。収入

構成は、勤労収入・生活保護費・児童扶養手当が

主でであり、別れた夫からの養育費は l割程度で

ある。世帯年収でみても 200万円未満が 6割を越

え、 300万円未満でみると 9割を超えている状態

であり、生活基盤そのものが弱い(表3)。その

ためか、通臨時間や費用のために病院行きを控え

ることが「あるJと回答している母親が6割も

在している(表4)。
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表 l 現在の仕事と本入学臆のクロス表

-----¥¥¥~¥----------¥---------- 本 人 ふヲλゐユ 歴
1仁ゴ》、

中学卒業 I結校卒業 短大・専学卒 大学卒業o、上
勤めに出ている

20 78 24 l 123 

現 16.3% 63.4% 19.5% 0.8% 100.0% 

在 無職
13 14 4 32 
40.6% 43.8% 12.5% 3.1% 100.0% 

の
2 3 5 

{土 その他 40.0% 60.0% 100.0% 

N A 
2 2 

100.0% 100.0% 

i口L 百十
35 97 28 2 162 
21.6% 59.9% 17.3% 1彰2% 100.0% 

表2 利用年数と雇用形態のクロス表

-----、----------、-------¥----------
濯 用 形 態

ぷp入

常勤 嘱託 臨時 パート その{也

-1年
6 3 17 27 

手IJ 22.2% 11.1% 63.0% 3.7% 100.0% 

1~3 年
15 17 2 34 

用 44.1% 50.0% 5.9% 100.0% 

年 3 ~ 5年 4 l 12 2 19 
21.1% 5.3% 63.2% 10.5% 100.0% 

数 15 4 2 25 46 
5年~ 32.6% 8.7% 4臨3% 54.3% 100.0% 

I口〉、 計
40 4 6 71 5 126 
31.7% 3.2% 4.8% 56.3% 4.0% 100.0% 

*雇用形態の「その他jの記載内容
・派遺契約社員(3名) ・アルバイト

・!苫長と友人で、人が辞めた時だけ手伝いに行く。

表 3 現在の仕事と世帯収入のクロス表

¥¥¥¥  
世 帯 収 入

~ 百十
200万未満 200~300 万未満 300-500万未満 500~700 万未満

勤めに出ている
68 41 10 119 

現 57.1% 34.5% 8.4% 100.0% 

在 無職
22 6 29 
75.9% 20.7% 3.4% 100.0% 

の
4 4 

{ま その他 100.0% 100.0% 
事 1 1 2 N A 

50.0% 50‘0% 100.0% 

i仁Lヨ
95 48 10 154 
61.7% 31.2% 6.5% 0.6% 100.0% 

また、本来であれば頼るであろう彼女たちの殺

や親族のネットワークについても、父親の5割、

母親の 7割は道内にいるが、一方で無職層につい

て見れば、その半分は父親が死亡している(表5・

6 )。さらに離がいても、その親に十分な援助を

頼れない、すなわち彼女たちの親の生活基盤もま

た弱いという場合も少なくない。それを裏付ける

ように、彼女たちの成育過程での家族構成を見て

みると、「父」・「母」の存在が中学生で8割代に、

20歳で 6割に落ち込んでいる(表7)。それは、



母子生活支援施設の評価とソーシャルワークに関する研究

表4 現在の仕事と通院控えるのクロス表

¥¥¥~  ¥¥~¥  
通競控える

iEコ入 言十
あ る な し、

77 45 122 
勤めに出ている

63.1% 36.9% 100.0% 現
16 15 31 在 無職
51.6% 48.4% 100.0% 

の
2 3 5 

{士 その{也 40.0% 60.0% 100.0% 
1 1 N A 

100.0% 100.0% 
96 63 159 

ぷ仁コ、 言十
60.4% 39.6% 100.0% 

ムー

表5 現tEの仕事と父親住居のクロス表

¥¥¥¥¥  
父 事見 住 居

道 内 道 外 死 亡 その他

勤めに出ている
69 7 42 5 

現 56.1% 5.7% 34.1% 4.1% 

在 無職
13 2 16 l 
40.6% 6.3% 50.0% 3.1% 

の
3 

イ士 その他 60.0% 20.0% 20.0% 

N A 
1 

50.0% 50.0% 

ぷ仁X3 言十
85 11 60 6 
52.5% 6.8% 37.0% 3.7% 

*父親の住篇の「その他Jの記載内容
・離別 ・生死、行方共lこ不明。 ・老縫に入所 ・わからない

表6 現在の仕事と母親住居のクロス表

----、、、、、~¥¥¥¥  母 親 {主 居

選 内 道 外 死 亡 その他

勤めに出ている
84 8 26 4 

現 68.9% 6.6% 21.3% 3.3% 

在 無織
21 4 6 1 
65.6% 12.5% 18.8% 3.1% 

の
2 3 

仕 その他 40.0% 60.0% 

N A 2 
100.0% 

i仁3〉、 107 12 37 5 
66.5% 7.5% 23.0% 3.1% 

*母親の住爆の「その他Jの記載内容
・蒸発 ・わかりません ・離婚 ・病院入続中

45 

1仁込3、 言十

123 
100.0% 
32 

100.0% 
5 

100.0% 
2 

100.0% 
162 
100.0% 

メEコL 

122 
100.0% 
32 

100.0% 
5 

100.0% 
2 

100.0% 
161 
100.0% 

母親自身が早期に結婚して新しい家族を形成して うした彼女たちの複雑な家族環境の中で育ってき

いるためでもあるが、全体の 27%が両親の離婚 たことが、今、親として子育てをしていくことへ

を経験し、家寵内でのけんかや暴力が絶えず、経 のハンデに繋がっていると思われる。このことは、

済的関窮も存在していたという、複雑な家族講成・ 彼女たちの抱えている開題が、単に偶人的な要国

家族環境も関連しているのであろう(表 8)。そ だけで特徴づけられるものではないことを示して



46 

表 7 家族構成(複数回答) )は実数

小学校入学時 中学校入学時 20歳時
父 91.9% (147) 85.7% (138) 59.5% ( 94) 
母 92.5% (148) 88.8% (143) 67.1% (106) 
兄弟姉妹 88.8% (142) 85.1% (137) 65.2% (103) 
視父 11.9% ( 19) 6.8% ( 11) 3.8% ( 6) 
祖母 25.0% ( 40) 20.5% ( 33) 10.1% ( 16) 

おじ、おば 7.5% ( 12) 6.2% ( 10) 5.1% ( 8) 
し、とこ 6.3% ( 10) 5.6% ( 9) 4.4% ( 7) 
その他 3.8% ( 6) 6.2% ( 10) 24.7% ( 39) 
1口〉、 百十 (524) (491) (379) 

*小学校時の「その他Jの記載内容
• f専はまだ元気ですが、三歳の時捨てられました。
-複母の姉、犬三三匹 ・使用人 ・施設 ・入籍していない母代わり(他人)

*中学校時の「その他jの記載内容

・義父 ・母の恋人 ・施設にいた(2名) ・義母 ・使用人 ・入籍していない母代わり(他人)

* 20歳時の「その他Jの記載内容
・一人暮らしをしていた。(19名) ・夫(4名) ・夫と子供(7名) ・三ヶ所に分かれていた0
・夫、義濃の妹 ・地方から進学のために札幌に出てそのまま 20歳で就職したので実家には両親のみ0
・自身は重要生活 ・結婚していた ・自分の子供 ・妓

・19歳で結婚。犬、おなかに赤ちゃんが居ました。
・夫、長男、夫の肉親

表8 20歳までに経験したこと(複数毘答)

ノf一セント

母死亡 7.2% 

父死亡 13.7% 

両親離婚 26.6% 

母子寮 2.9% 

施設 4.3% 

円満家庭 25.2% 

入、遊説 18.7% 

けんか絶えず 25.9% 

暴力的 12.9% 

家を空ける 10.1% 

病気 6.5% 

経済的閤窮 31.7% 

生保 4.3% 

その他 17.3% 
メE3》、 計 -----プー~戸~ム

*rその他Jの記載項閤
.私が結婚した0

回答数

10 

19 

37 

4 

6 

35 

26 

36 

18 

14 

9 

44 

6 

24 

288 

・父が亡くなる一ヶ月位前~弟と二人暮らしをし、自炊し

た(中3の主主)
母が入院した時一ヶ月程、母の弟の家に預けられた(高2
の夏〕
弟が中学卒業後、学校(高専)の寮に入った(高2の春)
高2の秋lこ母の!日姓に改姓した。
-母が展も夜も働きに出ていた。

・四歳から小学校二年生までの潟、肉親の離婚が決まるま

で父方の親戚の家に預けられ、弟は養子に行った。

-両親がとても忙しく遊んで、もらったり、どこかに行った
ことがほとんど無し、。

・父がアルコール中毒だった0

.私が19歳で結婚した。
-母の過二日渉により、私達姉妹との関係が悪化していた0
.母親に虐待されていた。

・父がお溜を飲むと母とけんかしていた。母がよく子供に

助けを求めてきた。父は私達には手を挙げなかった。(欽

まないととても良い父でした)

・親戒の家に預けられる。精神的苦痛を受ける。
-母が交通事故で三年間ほとんど病人状態だった。〔小 1~
小3) 
父が腎が悪く三度ほど入退院をした。 (!j\1~高 2) 
父の仕事の関係で、主主まれてから中学3年まで、 365臼
父と一緒に生活した事はない。 高lよりずっと両親と一
緒に過ごすようになりました。

・父は会社を経営し、母は看護教員だった。母は仕事で忙

しかった。晩年は穏やかだったが、父は短気な人だった0

・破産笈告を両親がした。叔父が奥さんを殺していじめに
あった。 14歳の待にレイプされた。自分が四歳の演に
叔母に虐待されていた。

-父親→出稼ぎで年に 3~5 回帰宅。
.私と母がとても伶が懇かった。

・両親が離婚し、子供達は父方に引き取られ箆ぐに父が再

婚し、義母が来ました0
・仕事が主で家族愛が薄かった。気持ちはあっても本人に

伝わらない愛情。

-父がケンカの時、たまに暴力をつかった0

・実兄から暴力を受けていました。(毎日)

・祖父が亡くなった

-滋母の死
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( 2) 子育ての状況

母親たちに、一日の生活の中で、楽しい時と辛

い・おもしろくない時をたずねていくと、楽しい

時では「子どもと一緒にいる時間j・「自分自身の

時間J・「仕事をしている時jがあげられ、辛い時

では、「仕事」・「疲れている時j・「慌ただしい時J• 
「人間関係」・「子どものトラブルがある時jがあ

げられる。母親たちにとって、楽しくもあり、

くもある子育ての現状を見て行く。

まず、子どもたちの様子から見てみると、保宵

闇や学校へは8割が元気に登校しているが、無職

層では、その割合が7害IJに落ち込んでいる(表的。

い事については、経済的に習わせてない場合も

ある一方で、被数の習い事をさせている家庭もあ

り、 1ヶ月に子ども一人あたりにかけている平均

費用は7，030円である。この金額に対する母親た

ちの評価では、「できれば、もっとかけてあげた

い。Jが半数を越えており、少ない収入の中で、

どもたちへの教育にできる限りのことをしてあ

げたいという思Lいが読みとれる O 子どもに対する

期待では、「優しい子」、「健康」、「他人に迷惑を

かけないム「自分のやりたいことをJといった子

育て一殻に見られる子どもへの期待とともに「自

立jをあげていることも特徴的である。その一方

で、自分の子育てへの不安が存在しているのか、

{胞の子どもと比較してしまうことが「たまにある」

母親が4割であり、中でも無職層の母親は、比較

することが「よくあるJが25%、「たまにあるJ

が38%と、より他児との比較をする鎖向にある

(表10)。

先に、母親たちの成育過程の家族環境の複雑さ

について触れたが、彼女たちは誰から子腎てを学

んできたのだろうか。自分の子育てでためになっ

た人をたずねると、第 1位が「友人・知人J、第

2伎が「自分の母親」、第3位が「擁設の職員」

と自答しており、施設が単なる居住の場の提供だ

けではなく、母親の子育て援助を通して、子ども

最後に子どもと過ごす時間では、子どもとの話

し合いが「まあとれているjが半数を超えている

ものの、「十分にとれている」家箆は平日で17%、

休日でも 37%である。無職の母親であっても、

平日で32%、休日で43%に留まっており、時間

の有無だけではない親子関のコミュニケーション

の難しさを示している(表12・13)。夕食では、

9割近くが一緒に夕食をとっており(表14)、過

去一年間の親子での旅行についても 6割が行って

いる(表15)。この旅行に関する数値は、父母子

世帯をも含めた道内の子どもの生活調査(北海道

民生員見童委員連盟『子どもの未来を創る

調査報告書J2002年)での 76%を下回るものの、

道内の地域に住む母子世帯の調査(北海道民生員

児輩委員連盟『単親(母子・父子)家寵生活実態

調査報告書JI1994年)での 38%に比べて高く、

母親たちが、施設の援助も利用しながら、子ども

と過ごす時間を優先すべく努力している様子がう

かがえるο このことは一方で、母親が就労する際

に躍用機会の多い休日や夜間の仕事ぞ選択しない

(できない)という形で子育ての時間を確保して

おり、結果として就職の機会が狭まれてしまって

いるのである O

(3 ) 母親の社会的ネットワークと問題解決

母親たちは、親族以外では、どのように社会的

な結びつきをもち、問題解決をはかつているのだ

ろうか。

親族以外の話し相手が「たくさんいるj母親は

少ないものの、「数名いる」母親は半数近く存在

している。また無職層では、 11~ 2名いる」の

割合が高く、より小さなネットワークの中に存在

している(表16)。さらに深いつきあいとして、

「子どもの預けあい」ができるような関係で見て

いくと、「いない」が5割近くなっている(表17)。

ご近所づきあいでは、「なし」が4割、「あいさつ

程度jが3割、「立ち話をする」が2割程度であ

り、お互いの家に行き来するようなネットワーク

のための施設としての機能を担っていることがわ が地域では展開されていないし、今後の要望とし
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表 9 現在の仕事と登校状態のクロス表

登校状態~\\----------\~ 
元気に登校品政ときどき休む よく休む弘 保育濁にかよ
臨している わせていない

その他
i仁k3 

勤めに出ている
105 9 3 5 122 

現 86.1% 7.4% 2.5% 4.1% 100.0% 

在 無職
22 5 1 3 31 
71.0% 16.1% 3.2% 9.7% 100.0% 

の
3 1 l 5 

{士 その他
60.0% 20.0% 20.0% 100.0% 

N A 
l 

100.0% 100.0% 
131 14 4 l 9 159 
82.4% 8.8% 2.5% 0.6% 5.7% 100.0% 

* rその他」の書記載内容
・イヤイヤ登箇(登校)しているは名) ・病院やリハビリなどで。

・保育E誌にさEきが無いため、事務所で預かつてもらっているが、毎朝泣いて私から離れない0
・保育関に連れて行くが、行きたがらない0 ・できれば休みたいと患いながら行ってるo
・1ごの子(3歳)が人見知りが激しいため、まだ慣れなくて泣くわめく。

表 10 現在の仕事と比較のクロス表

比 較
¥¥¥¥  

よくある たまにある あまりない Tょ
l口入

勤めに出ている
6 

現 4‘9% 

在 無職
8 
25.0% 

の

f:ま その他

N A 

i仁k3 14 
8.6% 

表 11 子育てについてためになっているもの

( 3つまでの複数自答)

ノf一セント 問答数

母殺 58.9% 93 

兄弟姉妹 21.5% 34 

親戚 11.4% 18 

友人知人 60.1% 95 

保健闘 10.1% 16 

看護師 10.8% 17 

保育所の先生 15.8% 25 

施設職員 28.5% 45 

相談機関 7.0% 11 

授業 3.8% 6 

その他 16.5% 26 
メ仁弘3、 百十

-----------
386 

52 47 18 123 
42‘3% 38.2% 14.6% 100.0% 
12 5 7 32 
37.5% 15.6% 21.9% 100.0% 
3 2 5 

60.0% 40.0% 100.0% 
2 2 

100.0% 100.0% 
67 54 27 162 
41.4% 33.3% 16.7% 100.0% 

J 

J 

*rその他Jの記載内容
・エホバの託入、襲警から子育ての僚員11を教えてもらいま

しfこ0
・主人の母親 ・育児雑誌や本・テレピ(7名)
・8分の妹を育てていたこと。 ・いない(2名)
.どこかの小学校で相談員をなさっている方。

・喜mに寮の行事で番療の滋に行った時、お話して下さった
先生(男性)
-他のお母さんなど ・看護学校で学んだこと
・自分が子供の頃だったら? と考えて(自分の体験、経
験)(2名)
・かかりつけの病院の先生(2名)
・私の母は家事がダメで、祖母がほとんどしてくれたので、
誰ということはないです。
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表12 現在の仕事と王手臼話し合いのクロス 表14 現在の{士事と食事のクロス表

¥ 
平日話し合い

十分取れ まあ取れあまり取れ l仁治3、

ている ている ていない :¥ 
食事

ほとんど 週に半分 ほとん 1E入3 

毎| くらい どない

動めに 15 66 41 122 I 勤めに 106 14 2 122 I 

現 出ている 12.3% 54.1% 33.6% 100.0% 現 出ている 86.9% 11.5% 1.6% 100.0% 

在 無職
9 18 28 I 

32，1% 64.3% 3.6% 100.0% 
の

3 1 5 
仕 その{也 60.0% 20.0% 20，0% 100.0% 

在 無職
30 1 1 32 I 

の
93.8% 3.1% 3，1% 100.0% I 

仕 その他
4 5 

80，0% 20.0% 100.0% 
事
N A 1 100.0~ I 50，0% 50，0% 

事
N A 2 2 

100.0% 100.0% 

iに〉3、 27 86 44 157 I 
17.2% 54.8% 28.0% 100.0% 

i口k 
142 16 3 161 
88，2% 9.9% 1.9% 100.0% 

表13 現在の仕事と休日話し合いのクロス表 15 現在の仕事と旅行等のクロス表

¥ 
休日話し合い

十分取れ まあ取れあまり取れ 合計

ている でいる ていない ¥ 
旅行等

行った 行かなかった

動めに 43 70 合 122 勤めに 72 51 123 

現 出ている 35，2% 57.4% 7.4% 100.0% I 現 出ている 58.5% 41.5% 100.0% 

在 無職
9 11 21 

42.9% 52.4% 4.8% 100.0% 
の

3 1 4 
{士 その他 75.0% 25，0% 100.0% 

在 無職
16 16 32 
50.0% 50.0% 100.0% 

の
4 l 5 

仕 そのffu 80，0% 20，0% 100.0% 
事
N A 

2 2 
100.0% 100.0% 

事 2 100.0~ I N A 
100.0% 

メC入3 計
55 84 10 149 
36.9% 56.4% 6.7% 1100.0里丘

i口L 計
94 68 162 I 

L一 一一ー 一一一 一一一
58，0% 説、0% 100.0% 

16 現在の仕事と話し相手のクロス表

¥¥¥¥¥~  
言古 し 本目 手

メ口与、

たくさんいる 数名いる 1 ~ 2名いる L 、tJ， ~ 、

勤めに出ている
19 59 35 9 

現 15，6% 48.4% 28，7% 7.4% 100.0% 

在 無職
4 14 14 
12.5% 43，8% 43，8% 100.0% 

の
2 2 1 5 

仕 その他 40，0% 40.0% 20.0% 100.0% 

N A 
2 2 

100，0% 100.0% I 
i仁〉3、 23 77 51 10 

14.3% 47.8% 31.7% 6.2% 100，0% 

でもあがっていない。むしろ無職層の方が、より

地域での交流をもっており、今後の要望も抱いて

いる(表 18・19)。

こうした比較的小さなネットワークをもってい

る母親たちは、どこで自らの悩みや不安を相談し

ているのであろうか。子育ての悩みから見ていく

と、悩みの内容としては「しつけJ、「施設での生

活」、「学習・進路J、「保育爵・学校Jがあがって

おり、その相談相手は「家族・親族J、「友人・知

人J、「施設職員Jの/11真になっている O 一方で相談



50 

表17 現在の仕事と預けるような付き合いのクロス表

¥¥¥¥  
預けるような付き合い

i口k 言十
たくさんいる 数名いる 1~2 名いる いない

2 25 40 55 122 
勤めに出ている

1.6% 20.5% 32.8% 45.1% 100.0% 現
6 10 16 32 在 無職
18.8% 31.3% 50.0% 100.0% 

の
5 5 

f士 その他 100.0% 100.0% 
事 l 1 附~IN A 

50.0% 50.0% 
2 31 51 77 

~ 
1.2% 19.3% 31.7% 47.8% 100.0% 

表18 現在の仕事と近所との交流のクロス表

¥¥¥  
近所 と の交流

お互いの家に 会えば立ち話 あいさつをす ほとんど近所での i仁k3 

行き来する しをする る穏度 お付き合いはない

勤めに出ている
10 22 37 53 122 I 

現 8.2% 18.0% 30.3% 43.4% 100.0% 

在 無職
4 9 6 13 32 I 
12.5% 28.1% 18.8% 40.6% 100.0% 

の
2 2 5 

仕 その他 40.0% 40.0% 20.0% 100.0% 

N A 1 1 2 
50.0% 50.0% 100.0% 

i仁h3、 言十
16 32 46 67 161 
9.9% 19.9% 28.6% 41.6% 100.0% 

表19 現在の仕事と近所と交流したいかのクロス表 おり、「施設職員」は、子どもに関する悩みの時

より減少傾向にある(表 21)。やはり施設の先生

に対しては、子どものことは相談できても、自分

自身の悩みは相談しづらいのであろうか。¥ 
近所と父流したいか

恵、 つ 思わない
合計

動めに 37 84 121 

現 出ている 30.6% 69.4% 100.0% 

在 無職
17 14 31 
54.8% 45.2% 100.0% 

の
2 3 5 

f士 その他 40.0% 60.0% 100.0% 
事 1 1 N A 

100.0% 100.0% 

i広込3、 56 102 158 
35.4% 64.6% 1100タ%

棺手が「特にいなしリという母親も 6%存在して

いる(表20)。また、母親自身の悩みについてみ

れば、「仕事」や「経済的jなこと、そして fel

分の将来Jについて楢んでおり、「家族・親族」、

「職場の友人・知人」、「施設の友人」に相談して

では、より実体的な援助を必要とする場合では

どうであろうか。母親自身が病気の時に子どもの

世話を誰に頼むかについては、「親戚Jが高いも

のの「施設内友人Jや、「施設の先生j も頼りに

されているのがわかる(回答の選択肢に設けなかっ

たため自由問答から読みとった)。その一方で

「特にいないJが全体で 22%、無職層の母親では

37%も存在している(表 22)。まとまったお金が

必要になった時には、「預金をくずす」が45%、

「親戚から借りる」が 18%、「公的資金から借り

るJが13%となっている。

このように、母親たちの社会的ネットワークは、

さほど大きなものではないが、施設内や職場やプ



l¥ 家族・親族
勤めに出 42 

現 ている 34.7% 

在 無職
7 

21.9% 
の

2 
仕 その他 40.0% 
|事
N A 

メEコ入
51 
31.9% 

*fその他Jの記載内容
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表20 現在の仕事と子どもの圏りごとの相談相手のクロス表

子どもの閤りごとの相談栂手

施外設の以近
それ以

戦場の 施設内 外の友 施設の 学校の 地域の
友人 の友人 所の友 人・知 職員 先生 相談員

人 人
11 16 3 22 14 1 
9.1% 13.2% 2.5% 18.2% 11.6% 0.8% 0.8% 

4 1 5 7 2 2 
3.1% 15.6% 21.9% 6.3% 

12.5% 
20.0% 6.3% 

l 
50.0% 

11 20 4 28 22 3 3 
6.9% 12.5% 2.5% 17.5% 13.8% 1.9% 1.9% 

・保育題の先生 ・病院の先生 ・別れた夫 ・今までに図った事がない0
・遠方にいる友人 ・施設の職員

その他 その他

4 7 
3.3% 5.8% 
3 1 
9.4% 3.1% 
1 l 

20.0% 20.0% 
1 

50.0% 
8 10 
5.0% 6.3% 

・絡談しでも親身になって考えてくれないので、ほとんど相談しないことにしている(特に施設では)0
・誰にも言わない。言ったところで分からない。自分で解決する。

表21 現在の仕事と困りごとの栢談紹手のクロス表

¥ 
閤りごとの栂談相手

家族・ 職場の 施設内
施設以外 それ以外

施設の 地域の 特にい
親族 友人 の友人

の近所の の友人・
職員 相談員

その他
ない

友人 知人

勤めに出 39 9 13 4 39 6 5 7 

現 ている 32.0% 7.4% 10.7% 3.3% 32.0% 4.9% 4.1% 5.7% 

在 無職
s 3 1 7 6 2 2 
29.0% 9.7% 3.2% 22.6% 19.4% 6.5% 3.2% 6.5% 

の
3 l 

{士 その他 60.0% 20.0% 20.0% 
事
N A 1 

100.0% 

メ口L 
51 9 16 5 47 13 2 7 9 
32.1% 5.7% 10.1% 3.1% 29.6% 8.2% 1.3% 4.4% 5.7% 

*fそのit!Uの記載内容
・エホバの託人 ・病院の先生 ・前の主人
・信仰している教会の先生 ・自分で処理するは名) ・母

51 

合計

121 
100.0% 

loo-03% 2 

5 
100.0% 
2 

100.0% 
160 
100.0% 

1仁3h、

122 
100.0% 
31 

100.0% 
5 

100.0% 
1 

100.0% 
159 
100.0% 

ライベートの友人を中心にして蒋在している。反 ところで、母子生活支援施設は、入所している

対に無職麗では、地域でのネットワークを要望し 母親自身にとっては、どのように評価されている

ている。日常の問題解決では、親族を中心に、植 のであろうか。

人的ネットワークや公的ネットワークを利用して

いるが、中でも施設職員の位誼づけは重要となっ

ている。

(4) 利用者にとっての母子生活支援施設~その

評価と要望

母子生活支援施設への要望・ は、「満足J

が 27%、「一応満足だが不満ありJが 64%、「不

満足」が 9%と大部分は、一定程度満足しているO

さらに不満の内容を自由回答から読みとっていく

と、設備面では「トイレJ• I風呂」への不満が多
く、女性が生活する場として「トイレや嵐呂を倒
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表22 環夜の仕事と病気のとき等身の回りの世話のクロス表

l¥ 
病気のとき等身の回りの世話

同居の 施設内
施設以外 職場の問

ホーム
その他

特にい 合計
家族
親戚 の友人

の近所の 僚や友人
ヘルパー

の公的 その{也 なし、
友人 -知人 機関

勤めに出 7 38 20 4 26 22 118 

現 ている 5.9% 32.2% 16.9% 0.8% 3.4% 22.0% 18.6% 100.0% 

在 無織
1 9 3 1 4 11 30 

の
3.3% 30.0% 10.0% 3.3% 3.3% 13.3% 36.7% 100.0% 

仕 その他
2 2 1 5 

40.0% 40.0% 20.0% 100.0% 
等主
N A 

100.0% 100.0% 

百十
8 47 23 7 32 34 154 
5.2% 30.5% 14.9% 0.6% 0.6% 0.6% 4.5% 20.8% 22.1% 100.0% 

*rその他Jの記載内容
・よの子供に見てもらう ・別居の家旅 ・親 ・施設寮。毘屈できない娘に頼みます0
・別れた主人に四日、自分の子供を預けたことで四万円も取られました。
-施設の先生方(13名) 大きな病気をしたことがないので、わかりません0
・自分で何があっても見る。 ・今まで病気で他人に頼んだ事が無い

室化してほしい」という は、決して費沢なも

のではないであろう。さらに「居室の広さJにつ

いては、特に子どもが男見の場合に、思春期近く

なっていく息子と、一緒の部屋で護ること

えをすることへの戸惑いも感じている。

施設内の規則では、「開限Jや「居室の見回りJ、

「掃除さき番Jなどに対する見直しの意見が、「プラ

イパシーの保護jや女性のみの施設という性格か

ら生じる「利用者間のトラブノレ」とも重なって不

満としてあがっていた。また先に述べたように、

彼女たちが子育てと就職とのジレンマに立たされ

ていることの表れであろうか、就職斡旋のための

情報や手だて、それとともに就職条件に見合った

保育時閣の延長といった、彼女たちの「自立」に

向けた具体的な援助が求められている。

生活のあらゆる面で関わってくる施設職員の対

応についての不満は、対人援助を行っていく上で

の食い違いから生じている場合もあるが、このこ

とは、職員が何もしてくれないことへの不満と

うよりも、職員が、より深く関わっていく中で生

じるぶつかり合いという性格をもっている。母親

たちに描設の存在意義をたずねてみても、「助かっ

ている」、「もっと増やしてほしいJ、「母子の応援

施設J、「生活基盤J、「自立への一時入所J、「自分

にカツを入れてくれるところ」という形で、施設

の存在意義を積極的に評価しており、求められて

いるのは母子生活支援施設での、より「震の高い」

援助なのである。母親たちから見ると、施設に対

して「助かるjと感じると同時に、親から言われ

る ような、一種の「口うるささJをも感じ

取っているのであろう O

( 5 ) 将来の生活へ向けて

最後に、母報たちは自分と子どもの将来の生活

をどのように考えているのだろうか。施設の退所

については、「竿くしたいが見通しがたたない」

が35%、「子どもの節目に併せて具体的に考えた

い」が 32%であり、退所の意志はあるが生活の

基盤もできておらず、実際へと麗関しないのが現

状である O

では、今後の結婚観についてはどうであろうか。

半数が「結婚はあまりしたくないjと答えている

一方で、「結婚はしたくないがパートナーはほし

いjが3割を超えている(表 23)0r結婚」は、
子どものことを考えての困難さを思い、また、も

う縛られたくないという患いからの鴎鰭があるが、

「パートナーJは、特に子どもが自立していった

後の自分一人の生活を考えると、話し棺手がほし
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表23 現在の仕事と結婚のクロス表

結 婚

ぜひ結婚したい できれば結婚結婚はしなくても 結婚はあまり
したい パートナーがほしい したくない

4 12 41 60 
3.4% 10.3% 35.0% 51.3% 
2 4 11 15 
6.3% 12.5% 34.4% 46.9% 
1 1 3 

20.0% 20.0% 60.0% 

100.0% 
7 16 53 79 
4.5% 10.3% 34.2% 51.0% 
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i仁kコ

117 
100.0% 
32 

100.0% 
5 

100.0% 
1 

100.0% 
155 
100.0% 

いと回答している。 表24 現在の仕事と母子への偏見のクロス表

将来、施設を退所した後にも施設から提供して

ほしいサービスとしては、「子どものケアJ• r子
どもの行事への参加」といった子どもに関する要

と同時に、母親自身の「相談Jや様々な「情報

提供Jをしてほしいという声も出ている。その背

は、離婚件数が増加し、テレビドラマでもシ

ングルマザーが取り上げられるようになってきて

いるにも関わらず、母子世帯であることに対しで

も、母子生活支援施設に入所していることに対し

でも半数の母親が社会的な偏見を感じざるを得な

いという現実が存荘しているのであろう(表24・

25)。

だからこそ、母親たちも、施設の存在意義を積

極的に評価し、退所後も継続して擁設への援助を

しているO 母子生活支援擁設は、成育過聴に

おいても、そして現在においても生活基盤が弱い

母子世帯にとっての、いわば「実家Jのような機

能を果たしている。なかでも、様々な項目におい

て圏難さを示していた無職麗の母親たちにとって

は、なおさらであろう。そうした機能を、個々の

母親が生まれ育った家族のもつ資源の強さに頼る

のではなく、「社会的Jに提供していくことの重

要性は、今後、さらに高まるであろう。その擦、

施設内での母子世帯への退所援助をどうするのか

といった問題関心に留まらず、地域に暮らす母子

世帯の生活問題をも視野に入れた、母子世帯への

と「子育てjを具体的にどのように保障・

|¥ 
編 見

あ る な L 、 言十

勤めに 61 60 121 

現 出ている 50.4% 49.6% 100.0% 

在 無職
16 16 32 
50.0% 50.0% 100.0% 

の
3 2 5 

仕 その他 60.0% 40.0% 100.0% 
事
N A 

l 1 
100.0% 100.0% 

1仁3h、 5十
80 79 159 
50.3% 49.7% 100.0% 

*欄外記入事項

・「あんたのとこは、かたわだものねJと父の81こ言われ
たことあり。

表25 現在の仕事と入所への偏見のクロス表

l¥ 
編 見

あ る な し、
合計

勤めに 54 66 120 

現 出ている 45.0% 55.0% 100.0% 

在 無職
19 13 32 
59.4% 40.6% 100.0% 

の
3 2 5 

仕 その他 60.0% 40.0% 100.0% 
事
N A 

l 1 
100.0% 100.0% 

i仁L3 言十
76 82 158 
48.1% 51.9% 100.0% 

*欄外記入毒事演

. r親が精神輿常などで強制約に入所させられているとこ
ろj等間違った認識はあるようです。
・偏見とは言えないかもしれないが、「あわれみjに近い
もの。「そんなに生活が火変なの?Jという感じ。
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援助していくのかが重要となる。それこそが、

門機関・専門職としての母子生活支援施設と、そ

こでの職員に求められるものであろう。

( 6 ) 自由問答

1)現在の母子生活支護施設への不満

・個室に住まわせてもらっているが、トイレ・お

風呂が共同で嫌だ。求職中だが私だけが無職で

いるとやはり、周りの目が気になり部麗から出

ることが苦痛になる。公衆電話だと電話もかけ

づらいし、仕事が決まらないと余計に孤立して

しまいそうだ。挨拶をしない人もいるので、み

んなの私の対する印象が悪いようで、とても住

みづらし、。

・門眼がある。嵐呂に入ろうと思ったら、開いて

ない時がある。廊下にいると部屋の声が聞こえ

る。

・細かい規員りがあり、束縛されているような感じ

が少しあります。

・住んでいる人で仲良くなりたような人はいない0

.トイレが共i可

.うまく書けません0

・引っ越さなければならないため。留守の時に家

に入られることがある。(うわさ)

. rきたない』職員の対応が臼によってまちまち
である O

・お風呂が一つしかないので、日によって()頓番

制)何時間も待たなければいけなく、子供が入

れない(寝てしまう)時がある。

・不満を言っても何も変わらないので、いい所だ

けを見ています。感謝ができないことは不幸で

すヨ。ただ部屋代、子供の直径~を見てくれてい

ます。いいです0

・母子のみのため、考えがかたよっている人がい

るO その人の言葉が時には気にかかることがあ

るO

-小学生以上の子には良いと思うが、子供が小さ

い上保育閣にも入れていないと結局、仕事以外

では一切預かってもらえず、面接や役所にも

れて行かされ、やっと事務所で預かつてもらう

事に慣れてきても、私の休みが続くとまた離れ

なくなってしまうため、休みの日でもう少し時

と場合によって預かつて欲しL、。

-人間関係(3名)

-門眼がある。

・どんなに頑張っても荷じ施設内に非常識だった

り、非難されている人がいれば「あの母子寮の

人ねJと一緒にされる事。イメージが良くない。

学校のお手伝いをしたり、役員をしたり、ご近

所とお話したり、良いイメージを持ってもらえ

る様に努力はしているつもりだけど……。個人

の力ではムリ

・門限が10時なので、会社のつきあいなどで関

る事がある。子供がいるので守らなければ仕方

ないと思うのですが……。

-来訪者などのチェックがあるので、呼びづらい0

・部屋は満足。信頼できる先生が簡ない。役所的

というか事務的というか、決められている事と

か時間でやっているみたいだけど、もう少し融

通利かせて欲しいと思うことがある。

・門眼10時で玄関に鍵がかかること。自由に出

入りできないのは、恥ずかしいと思う。防犯カ

メラも付いているし、各部屋に鍵も付いている

のに。

-訪問者に名前や訪問時間を響かせる事。何のた

めかわからなL、。在寮中は常に監撹されている

感じです。

・親子の行事は無くていい。踊設内に親しくして

いる人が簡ないととても苦痛な時間です。せっ

かくの休日もゆっくりできなL、。参加しないと

いけないような自で見られる。

-自治会、行事などが煩わしく感じる o 10時い

う門限もわずらわしい0

・気にしなければいいのですが、寮内の住民に対

する不満。私自身、できる限りの穿力をして頭

強っているつもりなのですが、陰で悪く言われ

たり、寮の先生に悪く言っている話を耳にする

と嫌になる。

・門限など時間の拘束があるため例えば、たまに

友人が遊びに来ても時間が来てしまうと、帰っ
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てもらわなければならないこと。職員の人数の

開題等があって仕方ないとも思いますが、保育

閣と同じ 7時に職員がいなくなることO

・毎日ではないが、たまに外出しでも門躍がある

ためやむなく外泊しなくてはならない。年間行

事に参加しないと何か言われるような気がして

ゅううつO

・なんとなく 0

・先生達もやはり仕事という感じがして、義務的

な気がします。見童室の使用は母親が一緒でな

くても、子供だけの使用でも良いと思う。部窪

の片づけなどやはり子供が居るとできなし

たくさんあります。長く住んでいる人達が主に

なってしまっているようです。

・入所産後は子供が小さかっ もあり、仕事で

不在の時も親と同居している感覚で、安心してい

られた。成長するにつれ子供自身も、他の子と

の関わりの中で摩擦がうまれ、親の知らない所

で他の親との摩擦もうまれ……。仕事で殆ど情

報が聞こえてこない状態で結果として、惑い結

果になっていた事があった。擁設の中で起きた

ことも、親同士で……と結論を委ねられたこと

もあったが、自治会で解決すべき事ではないの

かなと感じたこともあった。依存心を持ちすぎ

てしまうのだが、一定の基準が対象によってき

つくなったり、緩くなったりするO

.子供が成長すると生活スペースの狭さが不満0

・職員の無神経な言動により、傷付くことがある。

(それはお母さんの仕事でしょ? 等)

-母の教育方針と異なる時、理解が得られず「み

な、一緒」を求められる。

.00を「してあげているjという姿勢、発言に

疑問を感じることがある。

-事前告知なしに、必然、性のない職員の自

入りがある。(子供から開いて知っている)寮

であっても「一世帯の家」であるとの説明を繰

り返すも理解得られず。

・やはり子供が高学年になってくると、先生連と

あまりうまくいかなくなってくるし、今の先生

方は小学生や中・高(校生)レベルの仕事がで

きていないと思います。幼児にはとても良いの

ですが・ o

・いろいろな人が住んでいるから好き嫌いという

のが出てくるのは解りますが、挨拶しでも知ら

ないふりをされた事が伺度かあり、嫌な気分で

います。

・最初の頃は感じなかったが、福祉法人だという

ことをここにいる職員の方の認識が少し甘い気

がする。接遇の仕方についても「差別ではなく

区間Jという様な表現をされるが、精神的にス

トレスが起きそうになる事が若干ある。私自身

も福祉法人で働いているが、常に相手の身にな

るという事を強く指導されているので、何かこ

この職員の方には簸問が残る。

・施設の職員が私や子供を精神的に追いつめるo

f世話してやってる」という高圧的態度であるO

『支援Jというより好奇心で見られ、探られた

り、秘密が他の世帯に漏れていたりする。(職

員が一部の母親と癒着していてそこから秘密が

漏れているようだ)

-門限時間がある。勝手に家に入られる O 職員が

口うるさい0

・一人一人の子供の成長はそれぞれ違うのに、み

んなをひとまとめにするところ。

・部屋にいつでも入ってくる。寮生の(一部)中

の方と事務員とが仲が員く、寮生の秘密までが

漏れている。何故かその方に関くと、役所の方

っていたとのこと。職員に何度も言われた

こと(髪を切ること)に対して、子供が夜中に

泣き出す。ハサミを持って事務員が追いかけて

来ると……。半日だけ働いていると、一日鋤く

新聞広告を渡される。仕事で急患が来て帰りが

遅くなると、毎日毎日、子供が学校から帰るな

り、「お母さんは、今日は休みか? 何時に嬬っ

てくるか?J子供も分からず困っていると 3人

の事務員に国まれて、「どうなの」と寄ってい

る持に帰ったことがある。私も夜、自覚める

が伺度もある。事務員が入ってきたような感じ

がして…

・トイレとお嵐呂室内に無いこと。
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-部毘が狭すぎることO

・やはり共開生活の中で、シャワーや洗濯機、ト

イレの使い方等で、使いたい時に使えないとか

冬期間のシャワー使用は寒いこと。

・擁設の不便さ(小さい子に不能な点も多い…

お風呂やトイレ等)窓が関かない(網戸がつい

たまま)ちょっとした点で口うるさいことがあ

る。決まりと言いつつ、平等ではなく、気づい

た時だけ。

・シャワーやトイレが共同。臆下の声が響いてう

るさい。職員がうるさいと感じる事がある(時々)。

病気(風邪などが)蔓延しやすい。子供がうつ

りやすい。

-子供が年頃なので(男の子)部屋が狭いのが不

満です。

・共同で使用する物があるのだが、きれいに使用

しなし、。個人的にそういうのは不満です(掃験

などもしていない人が数名いる)。

・干渉され過ぎるのが不満です。

・一応、、間体生活なので色々な規則があるため、

精神的にゆっくり休む時間が無い。

-観察されている様な気分になる時もあるO

も遣う 0

・職員も協力してくれるというが、いざという時、

ってる事と違うような感じがする O

-生活費は助かるのですが、精神的に自由が無い。

(監視されている様)

・夜のイベントや友人の家からの帰宅時間が阜く

ないと鍵が関められる o (開けてもらうのに、

頼まなきゃいけない)

・友人が泊まりに来たら、先生方に報告しないと

いけなL、0

・元々いる子供連がいじわるするので図る。

・職員の対);i)の悪い時がある(その子のその時の

状況を見て、的確な判断をしいで欲しい)。

-門限があるので、用事があってもどうしても

10特に帰れないときは、施設の人に頼んで開

けてもらわないと中に入れないのです。でも、

迷惑かけると思うと、会社の忘年会とかも断る

ことになります。

-トイレの水の流れが悪いのと、盟度が高くて服

や食器などが臭くなるし、カビてくるのがちょっ

と。後、子供達が多い家庭で六畳ニ間は狭いと

思うが、世話になってて家賃もかからないのに

ぜいたくでしょうか?

・みんなで決まりがあるにも、きちんとしてくれ

ない部分(清捕について)があると、きちんと

している自分がパカみたいに思えてくる持があ

るO 部麗が狭い。(仕方がないと盟、っているが)

・子供が早くここを出たがっている

・ガス(フ。ロパン 5kg入)がガス台の下に収納

されており、使い切ると(交換する前に)

自に注文しなくてはいけない。普通の集合住宅

のようにメーターで集金にして欲しい。

簡なので、もうちょっと広いといいと思う。石

油ポリタンクかできればホースで供給して欲し

し、。

-なんて書いていいいかわからなし、。でも多少の

自由な時闘があってもいいと思う O

と第四の土曜日は強制的に寮外活動で朝か

ら子供が借り出されて(?)しまうので、少し

休ませてあげたい。参加を選択できるようにし

て欲しし、夏休みも毎日出掛けさせられるので、

もう少し解放して頂ければと思う。

・幼児は臼曜・祝日仕事があっても日中見てもら

えなし、。他の子は見てもらっているのにわが家

は祖母や友人に頼んでとても気がひける。

・先生達はすごく満足だけど、施設のお母さん達

が未だに苦手。それとその人達から嫌われてい

る。(一部を除いて)

・門隈があったりするし、職員に二子渉されている

から。回りのお母さん違がうるさいおばさんが

多L、から。融通が利かないから。

・退寮したいが、退寮したとしても子供の病気の

時、自分の仕事の勤務時間(早出・擢直・休日

出動)に子供を見てもらう人が居ない。所もな

し、。

-寮の近所の人の態度。ありもしないウワサ・ウ

ソを言われたり、精神的にまいっている。

からなのか、外顔判断なのかあいさつを元気に
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しても、冷たい。小学以下の遊べる行動範屈が

なく、今まで自由にしてきたが、近所の自がき

ついため、全く自由に遊ばせる事ができなくな

り、ストレスにもなる0

.入所する時は色々私達がプラスになる様な事を

っていましたが、実際は違います。子供達が

病気になってもわりと見てもらえず、どうして

も仕事を休まなくてはならなL、
-門眼が早すぎるO ちなみに現在は22時です。

-職業訓練を受けられる。具体的に職を斡旋して

くれる等、母子家農が資格をとれるように。ど

んな仕事に向くか(時間、休日等の詣で)など

の将来的な基礎を持てるようなサーどスが欲し

L 、。

-伺かといじいめられる。人の悪口 う人が多

L 、。

ぐ自分の子と比べる O

・プライパシーも無く色々酷かれるし、行事にも

出なくちゃいけない事など、規則jがうるさい。

に追われる。(家族だけで出掛けたい場合

もある)当番がいろいろとある。

-入所当時、一文無しの中で寮外活動の持ち物

(リュック等)を揃えるのに大変。

・子供を人前に出したく無いのに、行事毎の強制

参加etc...。

・職員を信用できなし、。(信頼できなくなる事が

たびたびある)

・子供に対して、しつけその他で厳しすぎる。し

つけは親の仕事と思っているし。

・病気を患っており、対人恐怖症であるので常に

他人と接し、時には口やかましく言われるのだ

が、精神的に限界である。不眠症もあり、全く

眠れない日もあるO ただ、子にとっては良好で

あるO

-自分の所得だけで生活しているのに、子供の習

い事について思うようにできない。

・門限が10時であること。お嵐自の時間が決まっ

ており、入れないことがあるO お国呂とトイレ

の揮除当番は構わないけれど、する時間が決まっ

ているため、時間に縛られる事。気難しそうな

人の多いこと O

-入所者同士のつきあい方で部麗に遊びに来るの

は良いが、来る日が多く帰るのも遅く疲れてし

まう O 自分の時間が無い。

・部崖が狭い。(3名)

・全ての事にうるさい。

-入所者向士の干渉が酷すぎる。職員が子供に手

をあげる。母子ホームというよりも、団体に子

供を人質に取られている気がする。母親は仕事

をしなければならないので、学校が休みの尽に

は保育を好まなければならない。子供連は運動

会の次の日にも山登りさせられて、疲れ切って

いる。

-ここの母子繋は前から子供達も母親達も皆公平

ではなくて、私は此処に住んで長くなりますが、

相談しでもたいした答えはなく、それからです。

相談しなくなったのは。とにかく寮長は別とし

て、女の先生達はその時、その時の気分で大変

です。

・施設では猫や犬等は鯖つてはいけないのに、調っ

ている人がいて、 20匹以上いて猫がどこでも

ウンコをしていくため、汚らしい。そして私の

子供が瀦アレルギーなので¥とても迷惑してい

る。蹄設は何もしてくれない。

・同じ母子としてみんなで仲は良いのだが、外に

出た時の人間関係。未だに中の人全部仲良いわ

けではないし、自分の行動で子供に影響がない

かJ心配0

・家が六畳一関で狭い。せめて二部麗は欲しい0

・一時的な保護施設なのにもかかわらず、いつま

でも自立しようとせず、何年もいる人が威張っ

ている事と、施設の人がその人達を優先させて

しまう事が不満です。

・お風呂が無いこと。(2名)

・子供が小さい時は私が仕事をしているため、病

気の時など先生連にお世話になり、大変助かっ

ています。ただ、女・子供世帯だけにやっかみ

や口出しが多く、人間関係が仲良くとはいきま

せんο

-子供がニ入居て、六畳一間では狭すぎるので、
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せめてニ間ぐらい欲しい。子供にとっては異年

齢の子供と遊ぶ機会が多いので、社会勉強の一

歩になると思う。

-子どもの精神の病気で、それ以上に周りに気を

遣いたくないです。ストレスと私の精神的ケア

はどうしてくれるのって言う思いです。部屋を

揚りて煩わしさから解放されたい。

・居間が狭く、寝室と居間が別でない。行事が多

く振り回される事が多く、自由にならないこと

も多い。プライパシーが無し、。職員が居間、

紙、電話をチェックする。

• 100%満足なんてこの世にない。

-仕事している関、子供を見ていてくれて、私自

身の子育ての中で関連っている部分のアドバイ

スや相談にのってくれるし、家賃も無しであり

がたいが、不平等なのがいまいち、納得できな

い。向じ事をしても注意されまくる人間と伺一

つ言われもせず、それどころか大事にされているO

・立ち入り過ぎな事がある。寮の行事が多すぎる0

・入所した時、草々聞かれた事は仕方ないが、そ

れから何事にもプライパシーなどあまりなく、

相談事くらいでいいいと思っても、何でも聞き

たがる人もいるので、その人の生活も考えて欲

しい。

-重要で行事が多く ffiります。

-門限もあり、職員が干渉しすぎてうるさい時が

あります。

-行事などが多い。相談ゃぐちを聞いて欲しいけ

れど、いつも同じ人達が出入りしているから。

公平じゃない。

・トイレが共同なので、子供が未だ後追いするの

で大変不使。お風呂が無いので不便だし、子供

が風邪引きやすいので、仕事も休みがちになる

事が多い。一日中監視されている様でストレス

がたまる。

・お風呂が無い。子供が生理になった時とかに、

銭湯は可哀想。特に暑い日は……。

・帰りが遅かったりと時間がまちまちなので、門

限内に帰らないとお風呂になかなか行けない。

2)施設への要望や意見

・特になし。(8名)

・夜7時以降と日祝日は子供を預けられないので、

働く仕事が照られると思う O

・ハローワークみたいな仕事先の紹介とおかあれ

ばいいと思う。タバコ、ジュースの自販機があ

ると便利かな。

• 24時間体制で警備してもらえたら、とても安

心できます。

・門限をもう少し延ばして欲しい。お嵐呂の水代

を現金以外にして欲しい。トイレはやはり

の中にあった方が良い。

・もっと働きやすい環境にして欲しし、。夜なども

子供をみてほしい。(ベビーシッターのサービ

スなど)

・内装して欲しい。

-民間団体の外部の(ヘルパ一、 サービス

を利用させてもらいたい。

・自分が病気で具合の悪い時、子供の世話をして

欲しい。(母子寡婦福祉連合会でやっている、

生活扶助のサービスを受けたいと思い、寮に申

し出たが拒杏された。寮の方針らしい?)

.入院した時にホームへjレパーさんを寮内に入れ

て欲しいです。長期入院の時でも、短期入院に

して子供と一緒に暮らせたらと患います。お正

月に職員の人が l人でも居てくれたら又、短期

間にしてくれたらと思います。(私はお正月休

みが手ぎりませんO 仕事です。)

・24時間体制であったら良いと思う。年中無休

であって欲しい。

・小さい子供がいる家庭にとっても施設に入って

いる意味のある手助けをして欲しい。

・聞い物の行き帰り等に送ったり、;mえに来てく

れる車などがあると大変便利なのですが…...。

荷物が多いと子供四人も連れて帰って来るのは

すごい大変で、賢い物に行くのがイヤになりそ

うで……。毎日子供を預けて行くのも悪い気が

して・.....0

・設備面で改善して欲しい。流し台。電灯の明る

さアップなど。あれ貿ってこれ買えばとよく職
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に言われるが、震えるくらいなら入寮してい

ない。費えるくらいの人は費えないレベルの人

と替えてやるべきではないか。本質的に非常に

闘っている人のための施設ではないのか0

・私翻人としては PM6:30に帰ってきて PM7:

00 にタ金、その後お嵐日で子供が寝るまでに

1時時ちょっとしか自分の時間(子供の時間)

が無いので、放課後学習が終わったら自宅に入っ

てもいいようになったらいいと患う O 子供だっ

て「今臼これやりたい」とか計画や予定を尊重

してあげてもいいと思う。時間が足りないと、

伺をやっても雑なクセがついて商っている Q

「だって時間無いんだもんjが口癖。

い訳0

・最近無職になったけど、{患の人から無職だと毎

朝AM9時に先生が来て「今日の予定は ?Jっ

て樹いて行くと開いていたけれど、自分から仕

事辞めたわけじゃないし、そういう事されると

「早く仕事決めろjって言われてるみたいですっ

ごいイヤです。言えばそういう決まりになって

いるって言うから……、何ヶ月も仕事探してな

いならともかく、こっちの身になってもう少し

考えて欲しい。決まりは解るけど、融通も利か

せてほしし、。精神的にまいっているのに、追い

込まれてしまう。

・臼・視日も子供を預けられる体制をとって欲し

い。(職麓によっては、休めない場合があるか

ら。就職する場合も躍られた所でしか働けない

から(時間、休日など))

・仕事の紹介。母子支援施設入所に係る徴収金額

を減額又は無くして欲しし、。ここに入所する時

「ほとんどかかりませんj という説明を受けて

「ほとんどかからないjという金額はいくらな

のでしょうか。

-子供にもっと習い事をやらせてあげたくても、

経済的な覇で難しいです。伺かボランティアの

人など、そういう方がもしいらっしゃればピア

ノや英語、書道などやらせてあげたいです。あ

と寮には男性の先生も必要だと思います。寮長

先生はあまり子供とふれあう時閣をとってない

ように感じます。学童さんの男の子がもっと気

軽に栢談出来るような男性の先生がいると将来

的にも良いように感じます。

・管理人(?)のおじさんが友人等が遊びに来る

擦、自動車を駐車場に入れる時、必ずと言って

いい程、悲鳴っているようです。最近では事前

に言っておいたりもするのですが、いきなり怒

鳴るのはちょっと回ります。

・仕事の紹介などしたら如何でしょうか?

-保育閣が延長保育7時。それ以上残業する時に

保育してもらえれば……。毎日でなくとも。門

限が週末もっと遅くして欲しい。

・テレどのアンテナが患いので直してほしし、。

・日・祝日も少数で良いから先生が賠てくれると

良いと思います。冬期にグランドでスキーやそ

り遊びなどできるように除雪などができると良

いと患います。冬期間の翠い物や通院などで短

時間のみの保育をして頂けると助かります。

-親の残業時における幼児の保育を充実させて欲

しし、0

・子供が病気の時(発熱、けいれん、事故含む)

の対誌を職員が学ぶ場を作って欲しい。

-母子家庭に関わる専門職として自覚を持って欲

しし、。(相談しでも「闘ったねえJで、終わるこ

とが多い。)

・やはり女性の先生方が多いので、男の先生方が

何人か居てくれれば、子供連も変わってくると

思います。小・中・高校生に対する先生方の教

育が必要だと，習います。

・もっと他の家族との交流の場を設けて欲しいo

f患の母子寮はどうか解りませんが現在いる寮に

対しては満足しています。ただ、いらしゃる先

生によって悪い事をしても怒らないで、口先だ

けで叱ることに対しては、子供にとって良くな

い事のような気がするので、自分の子のように

接して欲しいと思います。

・本来「自立するjというのはお母さんの方で、

子供連はある程度、学童や病児保育をしてI買い

て充実しているのですが、母親がイザ仕事を探

すとか転職をするとかでは、全く自立するよう
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に職設が役立っていないと思いますG もっと施

設で専門的分野の勉強ができるとか、毎日毎日

仕事と子供の世話で 1日が終わってしまう生活

から、次の意欲を持てる様な、気持ちの切り替

えができる様な施設へと変えていって欲しい0

・施設の職員が国定されている気がするので、何

かなれ合いになっている気がする O これ以上の

サービスを特に希望はしない。

-学童の学習面、心理揺をきちんと見れる専門家

が必要だと思います。現在、学習面でも、間違っ

た事を覚えてきたり、心理的にも追いつめられ

てる様子があります。職員自身が学叢(特に

学年になると)を見ないため、習い事など積極

的に勧めて学習室から追い出そうとしており、

私の子供もそのために、習い事を始めました

(当時は経済的に苦しかったのですが、全く考

えてくれませんでした)。

・まず、車を持っていても駐車できるようにして

いってもらいたい。主事があることで本当に色々

と助かる部分がたくさんあります。時間的にも、

気持ち的にも。(2名)

・戸締まり当番を無くし、円融も辞めて欲しし、。

許可無く留守宅には入らないで欲しい。職員か

ら寮内の人間に傭人的な清報を流さないで欲し

い。本当に閤っている時は、規則ウンヌンなし

に助けて欲しし、。

・子供用の自怯車小躍はあるけれど、報の物は外

くしかないため、痛みやすい。親子共々

ける、屋根付きスペースがあるとグッド。

・郵便が事務所から各家庭に配布されるので、各

個人別ポストの様な物があってもいいのではな

いか。(プライパシー揺に於いても)

-髄人の情報は入所する時に穏さず、書いているの

で、他に漏れることの無いようにして欲しし、0

.親の居ないときに子供をいじめないで欲しし、

親には虐待だと言うが、この頃はこのアンケー

トのためか、親の前ではとても良い事務員して

ます。子供はもうみんな話します。

-子供を育てて、元気の明るい事務員にして欲し

し、。

-施設の内に介護保険使いますか? たとえ病気

でトイレ行く事が不能と不便など。施設と介護

保険と連絡計画。

・きちんとした入浴施設。

-親が恵、抜きできるような託児サーどス(貿い物、

サーク jレ活動等)

-子の延長保育(保育鴎でまかないきれない時)

・シャワ一、トイレの使用時間や設備。お風呂を

付けて欲しい。

-土曜日と日曜日は職員が少ないので、子供を預

けるのは気が引けるo (鶴気の時など)もう少

し対処を考えて欲しい。

・居、いつかない0

・いつもよくして環いています。要望としては、

門限の午後 10時より前にドアがロックさせる

ので、閤る時があります0

.仕事などの情報や資格など、についての情報があ

るといいです。

・玄関の閉まってしまうの、 l時間遅ければ……。

もう少し違う気もする。出掛けていても何か…・・0

.各部屋の部麗廻りを止めて欲しい。

・建物の修理にあまりお金をかけて欲しくなし、。

子{供はどんなボロでも自由でありたい。

・危険と言うことで、子供の成長を抑えないで欲

しし、0

・スポーツ用具やオモチャなど時間がきたり、日

曜日には鍵をかけて使えないが、何が主な自的

か判らない。

・年2回の健診がありますが、形だけの様に思う。

.門限を少し遅らせて欲しい。

・部箆の中に設置されている物、例えば湯沸かし

器や家の場合は壁ですが、言っても直ぐには臨

してもらえません。壁がかびだらけでした。そ

の頃子供は気管支炎になったりして、入退院を

繰り返していて、「かびの躍を何とかして欲し

いjと言ったのですが、なかなか誼してもらえ

ませんでした。ょうやくしてもらったのは、一

年近くなってからです。寮の子はぜんそくの子

が多いです。アレルギーから来ているのです。

混気が多いので私の家は捺湿器や空気清浄機を
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使用しています。そのせいかどうかは判りませ

んが、それからは小児ぜんそくの縫いはありま

したが、なりませんでした。

-建物が古いので中だけでもきれいにして欲しい。

小さい子供が居れば、汚い所で生活すると端患

やアトピーにもなるし問題が出てくると思う O

でも、世話になっててそん うのはいけ

ない事なのでしょうか?

.よくわからない0

・緑の電話ボックスO 住宅事情とし二関でもいい

が、もう少し広いといい。混気がとれないので

因る。

-学校が休みの臼の寮外活動は選択制にして欲し

い。あまり「全員参加」だと軍隊みたいで…・

(参加の確認や費用の関係など煩雑になってし

まうと思うのですが……)。子供もよく「疲れ

た」と言っています。逆にもう少し勉強面に力

を入れて欲しL、。「学習室Jとは名ばかりで子

供連はゲームばかりしています。(文句が多く

てすみません)

-子供のお下がりや不用品等を掲示板か侍か

いて皆で回し合ったりして協力し合えばいい0

・心から悩んでいても、相談に行きづらい。もっ

と気軽に職員と話せる雰由気を作って欲しし、。

でも、過去に本当に図っていた時、勤けて頂い

て感謝もいっぱいあります。

・お風呂やトイレを付けて欲しい(部屋に)。部

屋を広くして欲しい。共同に使う物があると、

ケンカが絶えないと思う O そういう事に疲れた0

・告白が利かないから、一日も早く出たいと思う

だけ。アパートを借りるとお金がかかるからこ

こにいるだけなのに、あれこれ干渉しないで欲

しい。

-子供述の行事を少し減らして欲しい(春休み、

夏休み、冬休みなど学童さんたち)。

-経済的、時期的に資格を持ちスッテップアップ

する事は、施設内だけでなく外の母子家庭の方

も難しいと思います。私自身どこで話を開ける

のか、他の仕事をしながらどこかに通うという

のが大変難しいので、ニ週間や三三週間という

期間でも講師を招いて勉強ができたらと思いま

す。

・親が仕事でどうしても休めない時やどうしても

抜けられない時に子供が風邪や病気になった時

はきちんと子供を病院に連れて行って欲しい!

・夏休み、冬休みの寮外活動を減らして欲しい。

(学校での寝題もできないし、自自がなさ過ぎ

る!1)

・これ以上の要望も も無し、。

-行事にばかりこだわらず運営を。安心して家族

が生活できるように支援して欲しい。運営も大

けれど、生活支援も大事にして欲しい。

・幼児の日、祝保育サービ、ス。

・行事の強制参加の廃止。

・規摸を広げて欲しい。又、嵐呂・トイレなどの

共用をやめ各部屋に付けて欲しい。

・もっと気軽に子供を預けたし、。門眼が 10時な

ので、仕事をして遅くなると 5時まで車で寝る

ことがあるので、 12時くらいだと助かります。

朝、シャワーが入れたらもっと良い。

・現在は特にありませんO とても感謝している 0

・部屋には台所は付いていますが、六畳一間なの

でせめて二部麗あれば良いと思います。

-夏休み、冬休み、春休みでの子供の学習室活動

(外に遊びに行く)が毎日なので、これではこ

こにいる時はいいいけれど、ここから出た時は、

寵守番もできないと思う O 朝早くから夕方まで

遊び歩くのは、どうかと思う。理由は施設内だ

と人数が多しうるさいと言う先生もいるらし

いが、私はそんなに子供の数は多くないと思う O

それなりの広さも有り、外からも受け入れて子

供を預かっているではないか。

-子供たちをもっと楽にして欲しい。学習室活動

など元の通りにして下さい。後ろ髪号iかれて仕

事に行く、母親の気持ちを解って下さい。

-今一番困っている事は猫のことです。施設では

動物は館つてはいけないのですが、一世帯が猫

を飼っています。それが今は増えて 30匹近く

もいます。それで寮に言うと、猫を翻っている

家は居ないと暖昧な返事です。家を空けている
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と入ってくる。フンやおしっこをしていく O い

くら苦J摘を言っても、一向にらちがあきませんO

ここの施設は保育所と一緒なので、砂場の中に

フンやおしっこをしたり、そうしてその事に対

して寮では対処できないのか不思議です。私だ

けではなく、皆因っています。寮でどうにもし

てくれない場合は、そうしたらいいのでしょう

か?I今は動物愛護の事もなるので」と言って

いるのが寮の答えです。まだまだ増え続けてい

ます。私も子供達も猫アレルギーで¥くしやみ

の連続おまけに臭し、。施設はこのまま放ってお

くつもりなのでしょうか?

・施設の先生方は、住んでいる人達に対して平等

でいて欲しいと，思います。

-床を畳のままでも、何年かは替えて欲しL、。お

風呂の設備(毎B入れる様になるといい。自分

の部屋にl立付けれないのか?)日曜Bでも子供

を預かつてくれるとか、子供に熱があっても仕

事の閤だけ見てもらえるとか。心療内科的知識

のある人が欲しいのと、カピがひどくても真剣

に開いてくれない。(健康に不安)

・親や子供が一人片方など入院による持、もう一

人の子供の世話ができない時。治まりでの施設

の預かりなどを頼みたい。

・プライパシーを守れるようにして欲しい。

・施設の職員を夜も置いて欲しい(夜の見回りを

きっくして欲しい)。

・外に働きに出られないので、施設の雑用で仕事

になるような事があれば使って欲しし、。(安く

ても自分でお金を稼ぎたいです)

・ドメスティックバイオレンスに当てはまる場合

の利用に限るとか、施設の中で規則を守れるな

ど、中での空気を苦しす場合は退所してもらうな

どして欲しい0

・自室にお風呂があればいいと思う。部躍の数を

多くして欲しい。

・施設の人達を自分の事と受け止められる、強く

擾しい人間性に満ち満ちた完全主義の人を職員

にして欲しい。上辺だけの人聞は失格です。

-大人の母親が住んでいるのだから、門li良は必要

ない。居住している者を差別無く扱って欲しい。

施設という酷を出しすぎる。自立して出ていく

ために、一般の家庭の子と同じように普通に扱っ

て欲しい(鍵を子どもが持つ。買い物に子ども

が行く etc)0 それから母子家庭なのだから、

男性職員も霞いて男の人にも子育てに参加した

り、意見を開いてカタワにならないようにして

もらいたい。

・日曜日や休日に代替ではなく、通常の職員にし

てくれたら、日・祝日出動の所で働けるのでそ

ういう事を要望します。それともし、自分が呉

合が悪くて子供の面倒、食事の支度や家事をし

てくれると助かる。それと病気になって入院し

なくてはならなくなった場合、ここでは子供の

面倒そ見てくれないので、自分の輯に見てもら

うしかないけど、私の親も見てくれなくなった

ら、子供は孤児院に行かなければならないので¥

その辺を改善して欲しい。

• 2室は欲しいと思います。

・建物の改装ばかりで、なかなか建て替えの話が

進んでいない。今時、一部屋子供二人で過ごす

のは、大きくなるに連れ年頃もあるので、小さ

くてももうひとつあればいい。

・お嵐呂付けて欲しし、。建て替えて欲しい。

・施設の老朽化がひどいので、平く立て替えをし

て欲しL、。

-偲室だったらいいと思います。ワンルームでも

トイレ、お風呂があったらいい。子供が小さい

と共同トイレ、お風呂は本当に大変です。

・就職の斡旋。職業訓練(資格取得に繋がる)

-監視されて安心な面とプライパシーが無い様な

感じがします。それもストレスとなり悩みにな

ります。トイレ・お風呂を付けて欲しいのと、

居ない時に部屋へ入るのはとても苦痛です。辞

めて欲しいです。入っても分からない様にして

欲しいです。

・お嵐呂が欲しい。(2名)

・あっても早急に取り合ってくれる訳でもなL、
期待しない。
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3 )母子生活支援施設の意味づけ、施設全体につ

いての感想・意見

・自立できるまでの仮住まい。だけど両親がいな

いに等しい私にとっては、第二のふる盟的なも

のになったらいいなあと思う O 札i幌市内に 6ヶ

所しか施設がないのは少ない。そのうち 2ヶ所

は夫の暴力から逃げてきた人しか受け入れても

らえないと聞いたが、改善してほしい。ほとん

どの人が母子寮に入りたくないらしく、トイレ・

嵐呂の共同、吉い建物、間取りが狭い等がある

と思lう。

・なくてはならないものだと実感しています。本

当に罰っていた時に入って、今は仕事もして頑

張っていますが、今度はお給料が少なくて出て

いけるだけのお金が全く無くて、貯金も無いの

で、今はそっちの面でJ悩んでいます。

-自立する場所。子供や母親が開じような人と

したり、遊んだりできて良かったです。寮の行

事には本当に嬉しく患います。

・母子家族をいろいろな面から支援、協力してく

れる場であると思っています。

・自分の生活の基盤を作る所。寮ではなくアパー

トの謙な所で、ずっと居られるなら良いと思う。

リクレーションとかもあって子供は楽しいし、

夏休み等は仕事なので何もしてあげられない母

にとっては、助かる 0

・将来のために貯金を少しでも多くしたくて、入

所しました0

・とても助かる場。

・私にとっては自立するまでの一時的な入所と常

に思っています。不便もあるが、上を見ればき

りがないし、何よりも今、雨・風をしのげる場

所を借りて生活(極端ですけど)いられる事に

感謝しています。又、回りが母子家庭ばかりな

ので助かっています。民間のアパートだと{患の

家族連れを自にするというのが、子供の心にど

う映るか分からないので、。

・又、仕事から帰ってきて拍の入居している方に

干渉されるのは面艇と思う時もあるけれど、開

き直っています。入居している人には体が悪い

という理由で仕事もせず、他人の悪口ばかり邑っ

ている人たちもいます。そういう人間にはなら

ないと思います。いい人生勉強になります。

・とりあえず住む所がないので住んでいる。入所

当初、保育の事を尋ねたらうっとおしがられ、

部屋に来てヒステリックにあれしないと、これ

しないと寮に居られなくなると言われ、認役所

のケースワーカーに言いに行ったら態度が 180

度回転し、今に至っている 0

・市営住宅に入居が決まるまでのつなぎですが、

本当に劫かっている事が沢山ありまして、あり

がたく思っています。

・母子にはなくてはならない所だと思います。特

に子供が小さい人には絶対に必要な所だとおも

います。

・寝に帰る所です。お金を貯めるところです。

-闘っている時、親切に入居させてくれたシェル

ター。短期ではなく長期でも良い踊設であり感

謝している。現在この様な施設の入居を待って

いる人が多くなっている状態である事に背そ背

ける事はできない。自分岳身その一員である

は事実であるO 時代の流れと共に、より

実した施設であって欲しいと思う。伺故ならば

女一人の頑張りにも限界があるから。

・他の施設に入っている人に前に話を聞いて入寮

したものの、そことは全然違いこれなら市営や

一般の住宅に入った方がよっぽど良かった。

・家族の生活する場を与えてくれる所。

・私達親子は住む所さえ無かったので、大変助か

りました。子供が母子支援施設の生活に馴染め

ない持は留りました。

-母子が安心して暮らして行けるように助けてく

れるところO

・本当に蹴っている人が自立できるまでの関手助

けしてもらい、寮を出ても普通の生活ができる

ようになる所だと患っていましたが、差があま

りにも違う人などが居て、納得し、かないことが

多々ある。

・家賃がかからない点が大きな支援だ。府践にか

かりたい時のための科目毎のリストを作成した
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ものがあるといL、。所在地、診嬢時間はもとよ

り、評判などもあればいし、。寮内に在籍してい

た人達のいろいろな困った場面について、どの

ように解決したか当人の対処法や擁設職員の対

処法など、入寮してくる人に参考になりそうな

事例をまとめたものが有ると良いのでは。

・管理人のおじさんの意味がよく分からなし、。今

まで鍵当番があって各自やっていたけど、その

方がずっと意義があったと思う。つきあいや仕

事の都合でどうしても内限の午後 10時まで戻

れない場合も「午後9時には寝るから遅くなる

の電話は8時までにしてくれJとか露骨にイヤ

な顔する人もいるO 鍵さき番の頃は、鍵と一緒に

自由1臨みたいのがあって、子育てで悩んでいる

こととか入所したばかりで不安な人、お下がり

の話とか入れ替わりがあっても、どんな人がい

るのか分かったり、雪かきしなくていいのは楽

になったけど、今は管理人ていうよりも、監視

役って感じでイヤO 先生とは何度も話したけど、

何も変わらないのでもう言わない。

・こういう施設があるのは、すっごい助かります。

収入の少ない人は、子供の小さい人にとっては、

ほんとに助かります。前は日・祝日も先生居た

ので、また居て欲しい。管理人いるようになっ

たけど、向しに来ているの?って感じ。新聞や

TV見に来ている気がする。用が足りなし、。人

の出入りの特だけジロジロ見て、別に警かなく

てもいいのに出入りの時間だ 、ている感じ

の悪い管理人がいるって聞いた。

-母子家庭を助ける。一日も早く描設から出て、

生活できるように応援すること。

・幼い子供を一人で育てていかなければならなく

なった時の助けになる唯一の場所です。そして

その場所でこれからの将来を考え一人で子供と

一緒に自立していくための道を探して、その道

が関かれれば後は困っている人に部麗を譲って

あげなければならなL、。そんな貴重な場所だと

思います。

-子供と二人で生活していれば、たぶんもっと淋

しい思いをしているだろうなと考えると、経済

面以外に精神的にも随分と助けられていると

います。ただやはり、普通に暮らしている人達

とは少し変わった環境にいるのも事実なので、

子供が大きくなった時にどういう反応をするか

な……と考えたりもします。

・施設の充実の他に、地域の人たちとの交流や他

の同じような施設の人達との意見交換の場を設

けたりと、社会の関わりをもっと持てるような

場所であって欲しいと想います。

-他の小さな市町村では、この様な施設が無くて

朝夜働いている人もいる O もっとこの様な施設

を増やして欲しい。

・安心して住める所。とても助かる(子供の事、

金銭的な事)

-自立するためのつなぎ。

・一日も早く自立し、安定した生活をおくれるB

までの生活の場所だと思います。私は貯金を目

標にしています。地のお母さん達が伺を考え何

の目的と目標をもってここにいるのか知りたい

気もします。サポートしてくれる方がいるとこ

ろ0

・子供が小さい時から入所しているが、振り返っ

てみると、ここは子供が小さいうち仕事をして

いる母親のために、急、な病気等の時のために安

心して対処してくれる所だと思う O 小学校高学

年以上になれば、子供自身自立していくのだか

ら、入所していても摩擦が生じやすいと思う 0

.家費分だけ生活費が足りない母子家庭のサボー

ト施設であって欲しいと思う O

・子供の急病時、病児保育があることで、急、な欠

勤をすることもなく助けられているO 子供の帰

宅時、人がいる事で子供にとっても、安心感が

持てている。私が環在住んでいる寮は、立地・

設備等整っているが、そうでないところもあり、

施設の数の増加や設備面での見直しがあると良

い。一方で利用する側の私達も「自立までの利

用」である事を忘れず、目標を持って生活しな

ければと思う O 数多くの困窮している世帯があ

ることを心に留めていかなければとも患う O

(自立しているのにいつまでもいるのはおかし
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いと思うのです)

・やはり一人での生活を支えるにはお金が足りな

い事なので、施設では家賃が少しで済むので助

かっています。

-母子の自立支援のための施設だと思います。民

間のアパートを惜りて生活するよりは安く助かつ

ておりますが、経済面ばかりではなく精神的に

も支えが欲しいと思うことがあり、気軽に相談

できるといいと患います。現在は、職員にとて

も相談できるような状況ではなく、かえって追

いつめられる場合も多く、精神的支援は得られ

てないと思います。

・脚という感じでどうしても特別なものに思えて

いまうし、内容もすごく縛られている様に感じ

ます。子供も、母親も 0

・風呂なし、トイレ・洗濯機共同使用の擁設は考

えられない。職員の人数は沢山いるのに、子供

達を見ていない事が多い。プライパシー保護が

なってない。

・親子が自立していくための基盤を築く場所で、

親がしてあげたくてもできない事など、代わっ

て施設側で対応、してもらえる点は感謝にたえな

L 、。

-人の心も措みにじる、それで笑っている。支援

は名ばかり O 相談すれば、何か事件、事が起き

なければ腰が動かず、外見だけは美しく金かけ、

それでほめられ満足している O 自分にも子供が

できたらそんな声を掛けるだろうか?

-子供のこと見てくれて、仕事していけることO

闘ったこと相談できること O 自立支援と母親と

子供の心、力強くなること 0

・生活に不安がある時に、最抵限の生活ができる

保険のような所。でも、大変助かりましたし、

感謝しています。

とのスタートの基盤作り O 生活(経済的、

神的)基盤作り。

-今入所している所しか知らないけれど、いろい

ろ話を聞いてもらえるので、精神的には楽になっ

ていると思う。同じ境遇の人が他にもいる、自

分一人じゃないと思えるので頑張る気になれる

し、梗利。

-自分の所だけが母子家庭じゃないんだよという

挙が子供に解ってもらえる。そして母子家庭が

いかに多し、かそして父親がしゅ〉にダメか。

・この様な施設がある事を知らず入所しましたが、

私にとって今はとても安心できる場所でありま

すから、先の不満の項目で答えた事以外は助かっ

ている に多いので¥このまま自立できる

迄はここで生活をと考えています。

・施設で生活しているから、ニ人で暮らしている

けどそうでなければ、経済的に大変なので有難

いです。

-仕事をする時にサポートさいてくれる所。(子

供の事で)

・自立するまでの「伎の住まい」であり、子供が

ある稼度大きくなるまで、いろいろな面でサポー

トしてくれる所だと患います。世間からはかな

り差別的な目で見られているようですが、いろ

いろな人が入居していて、自分たちはその中で

も幸せだと思います。

・この施設に入所しですごく良かったです。

-私は自由が手IJかないような感じ? よく施設を

出てみると、みんな気楽だと言う。やっぱり

視、束縛されているとかそういう感じあると思

う。どこか遊びに行くにしても、何か良く思わ

れないんじゃないか? とか私は思う。しょう

がない事だけど、見てもらっている時、冷蔵庫

とか下着の入ってるタンスとか見られたら、私

はあまり見られたくない場所。

・親が仕事に出ている問、子供を見てくれる所0

・建物や仕事が主でなく、子供の成長を主に考え

て欲しい。子供は環境によって大きく左右され

るO 闘が豊かになれば、施設は必要無くなると

思う。子供は親や近くの人に愛があれば、オモ

チャや菓子l主要らないものです。 し、っぱL、

の生活がいいです。精神的なものや社会的なも

のが良くなければ健鹿になれない。私はこんな

施設に入所できて、感謝で生活したいと思って

います。子供もそうであって欲しい。社会のせ

いにしたくはありませんが、今の時期いろんな
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ものが変わりつつあるので、良い方に発麗して

欲しいと思っています。

-母・子が安心して暮らせる所。

-私自身あって良かった。こんな施設がなかった

ら……。もっともっと友人や閤りの人達にも迷

惑を掛けていた。この職員の人たちが色々と

供の事など見てくれて……。母子家庭では必ず

誰かの手を借りないと……大変な事を住んでい

る所で見てくれるのは嬉しい。仕事にも子供が

小さくても行けるし。まだまだ色々な所にでき

るといい。私もここに入るまで大変でした。ま

だ沢山の人達が色々な事で入所できないで、住

むところに閤っているかもしれないし、ホント

沢山できるとL、い。そして職員の人たちも

に親身になって考えてくれる援しい人、子供が

スキでしっかりしてくれていたらいいです。

・母子のための施設ですよね。経済的に摺ってい

るので、今の仕事の他に 2~3 時間バイトをし

たくても、文句を言われます。安全な場所で母

子のためというか助けになってくれるのが、施

設じゃないですか。遊び歩いているわけではな

いのに、バイトくれいと思うのですが……。

・安心して外に仕事に行けるようサポートしてく

れる所。

・勉強、しつけ等、一緒に子供を育ててくれる所。

長女が小4の時、施設内で向学年の男の子にい

じめられていた。在意はしていたらしいが、相

互の親の自に入らなかったため、ひどい状態で

それを知った時、すぐ学校の先生へ連絡し結局

学校の先生が学級会を開いていじめを解決して

くれた。親に遠麿して注意できなかったのかも

しれないが、先生から開く内容はひどいもので、

もともと暗い性格の子がますます暗くなった0

.今年の夏は次女が昼に職員と一緒にカップラー

メンを食べている時、お湯を足にこぼし、大や

けどを負った(監督不行届だと思う)。でも

「大変だったのね」 はあっても、きちん

と謝ってもらってない。

-子供を病院へ連れて行ってくれたりするので、

助かります。 10時過ぎに戸締まりさ話番があり

1 ヶ月 2~1 回と臨下当番があり、臨下は一週

間しないと寮長から言われたりします。 PMI0

時の見回りは重荷です、朝 5時起きなので、

PMI0時前には寝たいので、次の朝がつらくて

ついイライラしたりします。掃除も夜遅くなる

時が一週間も続く挙があると、家の中の家事が

手一杯で、掃除を一週間してから土・日にする

ことがありますが、これも郵便受けに「廊下掃

除お願いします」の手紙が入っています。夜7

時過ぎに帰ってから 9時迄の開にすることは山

ほどあり、大変です。そういう配癒を少しして

欲しいです。

・気軽には来られる所ではありませんが、やっぱ

り学校に行っている子供が居れば、世間的にも

気になりますし、イジメも出て来るのではない

かと考えて、可哀想かなって居、います。

-自分が入所する時「母子生活支援施設jとはい

ずれ一人立ちしてここから出るまでの応援施設

であると言われました。それまでの期間、ここ

を出て行く特のために、仕事で都合が付かない

時の子供を見てくれたりしてくれるのかと患い

ましたが、相談しましたら、それはできません

と言われました。ある程度先に解っていればの

話ですが、結構冷たくあしらわれたのをどうし

ても忘れるこ挙ができません。もっと住んでい

る人の仕事の環境とかを話を聞いて理解した上

で、どの様な支援ができるのかを職員の方やお

母さん方と棺談しあって欲しい。

-子供が高校へ入るまであと少しだけ、電気代と

水道だけなので、もう少し我J醒して暮らしたい

です。

・やすらぎ、母子にとって落ち着ける場所。不安

を取り除いてくれる場所。子供とのゆとりをも

てる場所。

・私達にとって安らぎの場所であるはずが、そう

じゃない時があるO 寮母の方々が私達の安全を

考えてと言うのは判るが、多少の自由を感じる

こともできないのかと思う時がある。この施設

に入っていることで普通の一般家庭と違うんだ

と言われることがとても気にかかる O 腹立つな
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あ~と思う事もある。毎日ではないでも自分で

わかっている事を言われるとは仕方ないのかも

しれないけど、嫌だな~とも思う。私にとって

ここはとりあえず安心して寝られる場所です0

.もっと早くにこういった施設を知りたかったで

す。いろいろと要望はあるものの、日々はあり

がたく住まわせていただいています。仕事中で

私が居ない時も大人の目があり安心だし、挨拶

などの礼犠詣でも子供にとっていい訓練になっ

ています。ありがたいと思っています。

・私にとって母子生活支援施設とは、命の思人で

す。親子3人路頭に迷う所でしたし、どうなっ

ていたか分かりません。長年暮らすと思も忘れ

不満も出てきますが、原点に喪るとやっぱり感

謝なんですよね。

-昔と違って今の母子家躍はすごい車、まれている

と思う。

・年3回あるプール行事の全員参加を強制するの

はやめて欲しし、

-仕事上、泊まり・ -休日出勤があり、子供

が小さいため、病気もしがちでその度に者てい

ただいて本当に有難いと患っていますが、

当番等はっきり寄ってかんべんして欲しいと思

う持がよくある。母子支援でも寮の職員には、

実擦には相談(子供のこと、自分のこと色々)

することは無いです。子供を見てもらっている

という事で、少しでも迷惑かけないようにと思

うのが本音です。気が休まるということは無い

です。当番も仕事で疲れて今日はやりたくない

と思っていても、外安アパートで暮らしていれ

ばそのまましないで寝てしまえますが、ここで

は当番は絶対です。行事もそうです。休日ゆっ

くり子供と過ごしたいと思っています。どんな

もそうですが、この人はいいがこの人はダ

メ、こっちには笑顔であっちは寒いとか、感f賓

とか気分で接して欲しくない。みんな一緒に接

して欲しし、。子供には特にそう思う。一人一人

理由も状況も違うので、一人一人サービスは違

うのは当たり前ですが、言い方とかは大事だと

思う。

-行事が多すぎて仕事での疲れがせっかくの休日

にとれないこと。

-母子家躍の家族にはとても良い施設だと思いま

す。ただ、私の入所している施設は先生方が良

くない。特に寮長先生の考えが……? 自分勝

手だと患います。できれば他の施設へ入所した

いと思います。

・パソコンを使うようになんでも分かるような資

料があれば、いいですよね。安定した人・しな

い人、どんな工夫で生活、子供との事を育て上

げたのか。例えばどんな仕事で一臼の生活のリ

ズムとかが、子供とのコミュニケーションがと

れるのか。パソコンで情報をとりあえればいい

かな。

・お母さんに代わって、いろいろと行事がありま

すが、全ての子供が楽しいと感じられる事があ

るのかな? と思う。普段の生活では助かって

いる事もありますが、先生方の自己満足で終わっ

てないでしょうか? 本当に腹を割って話す事

なんでできませんO 自分の親にも話せな ~ìゃにつ

であるのに、仰をどう相談に乗ってもらうので

しょう。

・寮長先生にはとても良くしてもらっています。

両親と離れているので母親みたいな人です。

-子供を見てもらって安心して働ける場所に、有

難いと思っている。

-安心して生活ができる。安心して仕事ができる0

.子供を預け安心して仕事に出れる。

-施設外で生きていくための待機所として考えて

いる O 職場や近所の人に F母子ホームなんかに

住んでいるくせに、何ができるって !Jなど馬

鹿にされます。私自身の失敗ではなく母子ホー

ムにいると言うことだけが重要らしい!

懸命やっていても気がくじけそうになることも

あります。

-母子世帯になり 6年近くなりますが、この様な

施設を紹介して環いた市役所の方にとっても感

謝しております。あの時に紹介して頂かなけれ

ば、この様な施設の事すら知らずにいたと思い

ます。入所当時は、子どももまだ 1歳半という
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年齢だったし、私も精神的に不安定な時でした。

これからどうしたらいいのか分からないまま入

所しました。それでも毘りの人達と話をしたり、

職員の方々から励まし等で、随分劫けられまし

た。現在子どもも伸び伸びと明るく育ち、今年

小学校に入学しました。施設に居たからこそ今、

現在の私遠があるのではと患います。私にとっ

て母子支援施設という所は、とつでもありがた

く助けられた場所だと思っています。悶じ状況

の家庭向士という事もあって、結構施設の人達

とも好き勝手というか、言いたい事も言える様

になりました。本当に感謝しています。

-自分が就業中、子供が一人で留守番という事が

ないので、安心して仕事ができるので、親にとっ

ても子にとっても安心できる所。

・入っている母子寮は先生達もとても感じが良く、

安心しました。時間や当番etc."…制限がある

縛られている様で自由が利かないことが不

満です。人間関係は別に気になりませんが、口

うるさい人が多い様で、気を付けないと(子供

のために)良くなし、かなと少し気を遣っていま

す。子供が小さく、騒いだりすると苦情がある

ため、子供が好きなようにさせてあげられない

ことが可哀想だと思っています。

・こういう擁設があって本当に助かっています。

他の古い入所者は事務所に対してどうしてあん

なにわがままなのかなと思う。助けてもらって

いるのに。

-母子共に安心して日常生活を送ることができる

場所。

・年齢から言って施設内に働く職場があり近く、

ありがたいと感謝しています。

に子供の面倒を見てくれるのは、大変助

かります0

・現在住んでいる施設にいる事で、親は仕事に行

くので子供が学校から帰って来ても、施設には

先生がいるので子供を鍵っ子にしなくて済む事

と多少勉強も見てくれるので、とても安心して

仕事へ行くことができます。

・安心して仕事ができ、とても感謝しています。

-アパートなどを措りて暮らすには大変で、一時

的にいろんな意見で自立ができるまで助けてく

れるところだと思っています。

-私は前夫から子供達を連れて逃げてきました。

私の様な人達にとっては、とってもよい所だと

思います。

-特にはありませんが、もう少し家の中とかを{吏

い易いようにして欲しい。

-夜にもきちんと見て欲しい。侭かあったら自分

違で身を守るのは不安。そして子供のしつけ。

物の大切さとか施設内の清掃。ここみたいに別々

で自由なのはとてもいいと思う。ただ、保育閣

と繋がっているのでタバコを吸う人を注意して

欲しし、。施設の大切さを子供に理解させたいし、

いずれは部麗数を増やして子供述が夜外に出な

くてもいいように。入り口が一つであまりうる

さくされるより、別々の鶴室ですごくいいけれ

ど、六畳一間はやはり狭すぎる。工事する度に

ぐぎなど子供の足にささると困るので、施設の

遊びの整備、いずれはきちんとした建物の本当

債で利用できる、花壇など余裕なくても安らぎ

が欲しいので、植える所があってもいいと思い

ます。

-子供が学校の菱休み中でも、色々と行事をたて

てくれて出掛けてくれるので、親は仕事号をして

いても安心である。通常の日でも学校から帰つ

でも、親が帰って来るまで預かつてもらえるの

で、心配なく働ける。

-母と子が安全に過ごせる所であって欲しい。

-母子にとって一番安心できる場所であり、情性

に流されやすい生活の節目に活を入れてくれる

所。

-施設はこれからも先、結婚して失致した時必要

な家だと思います。女一人、強い人も居ますが

大半は弱く又、その中からいろんな事に探まれ

て強くなってし、く所だと思います。

-心の底から相手を思いやれる人間が居ないので

しょうか?

・ここへ来ていつも時間に追われている。門限、

母の会、避難訓練、夏祭りの準備、クリスマス
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会の準備、特に門限十時は、仕事を終え、嬉宅

すると七時。その後夕食、そしてお風呂へ行く o

Fあ、十時ぎりぎり』とゆっくり入浴する関も

なく、ストレスがたまる O 門限を考え直して欲

しし、0

・良いことも 2、3あるけど、ほとんどは不満だ

らけでこの枠には書ききれないけど、

一簡で際問嵐ピュービューで、冬は灯油代がか

かって床はゆがんでいて、トイレもシャワーも

洗議場も共同で、水道は水しか出なくて、冬は

つらいしい、早く建て直して欲しい。

・なくてはならない場所。安心して生活できる場

所。

-子供を守る所。

-母子二人で安心して生活できる環境。 して

も安心して預けられる所。

・他の施設の状況は解りませんが、今のところ安

心して暮らせるところだと思います。でも、他

の施設に暮らしている人がどういうふう思いで

らしているか簡いてみたいなあと思います0

・プライパシーを与えて欲しい事。 トイレでウン

コもゆっくりできないので、変なストレスがj留

まります。

・今はとても幸せです。でも局りの目、母子家庭

の子供は心が病んでいると決め付ける人がとて

も多いです。それが少し気になるけど、ここは

とてもいい所です。

料理寮後の母子生活支援施設への要望

-保育園又は学校帰宅後、白分の仕事が終わるま

での時間、子供を韻けられたらと思う。やはり

退察してからも母子なので、子供だけでも寮の

・キャンプなど連れて行ってくれたら嬉し

い。 主主なども無いので、連れて行ったりするの

が難しい。

-特にない。(15名)

-病児保育、一時預かり

・たまーに子供達が遊び、に行った時に話相手になっ

てくれたり、手紙や電話でやりとりしてくれた

りしてくれれば、それで瀧足です。

-仕事をしているため、まとまった休みはとりづ

らく、キャンプ・スキー遠足等子供だけで行く

行事に参加させてもらえればいいなと思います0

.仕事関係

・退寮してからも子供を学童保育で預かつて欲し

L 、。

-結婚となると自分一人の問題ではなくなるので、

なかなか難しいと思う。でも、支えてくれる人

が居たらいいと思う。

・寮に居ても手伝いなんかないのに、退寮して持

か手伝ってくれると言うんだろう。して下さる

事を教えてください。

-病気の時。自立できない時。具体的生活できな

し、持。

・保育を誰にも頼めない時(急を要する時)に対

応、してもらえたらと思います。

・子の学習詣や精神的サポート。

・子供の体が弱いのでそういう時は、また少し力

を借りればなあと患う。

・退寮は子供一人でも罷守番ができるようになっ

たらと患っています。でも、子供ですからでき

なくなる時もあるはず。そのとき一時的にでも

預けることができたら……と思います。

-現在の収入のままだと、ヲ!っ越せない。いつま

でたっても余裕ができず不安。日々の生活で終

わってしまう O

-今は思いつかない。(3名)

・夏休み、冬休みの行事を一緒に参加させて欲し

いのと、退寮しでも休みの時はみんなと一緒に

遊ばせて欲しし、

• l長寮したときの子供の年齢がまだ小さい場合は、

ある一定の時間まで見てもらえるなら見て欲し

し、。

-生活していくための手助けをして欲しい。

・ここを退寮しでも郷里の母子ホームにとりあえ

ず入りたいと希望しています。

・もし子供が小学生のうちだったら、

か病気で休む持、仕事は休まれないないので韻

かつてくれるような手助けが欲しい。

-絶対ない。
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-手伝って欲しい事はありませんが、退寮後も自

由に気兼ねなく遊びに行けるようだと良いと思

つO

-退寮する頃には生活も安定し、不安の無い状態

で出たいと思っているので、特別ないです0

・子ども遠のための相談電話を設けて欲しい。又、

子どもを育て上げる上で、色々な資料など、を送っ

て欲しい。

・今は大変助かっています。子供も小さいので、

しばらくは退所後のことは考えていません。

・ここに居たという事全てを消したい。

-今の施設ではありません。

-出た時によき相談相手の無い時には、やはり心

の支えとしてお願いできたらと思います。住む

ところが変わっても、心と子供の友人が残って

いる訳ですから。後、経済的に無理になった時

又、戻ることは可能なのか

-子供の毒事で相談したい事が出たときに、いつで

も相談できれば……と思う。 (5名)

・仕事やその他どうしても困った事情がある時、

子供を預かつて欲しし、。相談にのって欲しい0

・ありません。学校の担任の先生と療養センター

精神小児科の先生と娘と協力し、話合えるので

手伝って欲しくはありません。

-生きているか死んでいるか時々気にして欲しい0

・子供の事とか、自分の事とか、私の母の事とか

で自分では解決できない事や判断つかない特に

相談にのって欲しい。 (2名)

-母子生活支援のみの保育園があれば、親友達も

できて棺談できるし、偏見も少なくなるので¥

ストレスにならないと思います。管理人さんは

良い人なので、退寮してからも精神的なケアが

あったら良いと思います。

3 施設畏への調査

(1) 利用者調査報告書についての感想・意見

第2章で述べられた施設利用者(母親)の調査

報告書の感想を施設長へたずねたところ、以下の

ような囲答が述べられた。

-どんな社会集聞に対して調査したとしても、生

活の不満は生じるものだ、と考えているのでこの

調査が特別残念な結果であったとは強くは思わ

ない。

-利用者の不満、要望などが分かり、支援のあり

方の参考になった。

-自分遠の施設だけでなく、どこでも共通の事情

があり、安心した反面、施設のあり方も考醸し

なければならないことが認識させられた。

・利用者の日頃言わない意見がわかって、参考に

なりました。利用者の要望にはできるだけ早く

回答するようにしています。

-施設への不満及び、施設への要望や意見が設備の

菌、処遇の面で今後考えたい。改善の資料とし

fこし、0

・色々な資格を持った方が多いのに就職先が盟、う

ようになっていないため、就労支援への希望が

多いが施設としては一番臨難な任務であるO

・入所者はいろいろな悩みを持っているが、それ

に対して施設としてきちんと応えられるべく頑

張らなければと思う O 先ず、悩みを率霞に

る雰間気づくりを考えなければならないと思う。

・利用者の様々な声を聞くことができ、驚くと同

時に考えさせられるところもあった。施設側と

利用者との考え方の距離をなくす為に、もっと

コミュニケーションを取っていかなければなら

ないと思いました。

-入所者の率誼な意見と謙虚に受けたい。

・施設そのものに対しては長期的な取り組みが必

要だが、サービス(支援援助)簡に関しては、

再構築する必要があるかな…?! と感じた。

のサービスの向上を意識しなければと思う

が、意識の食い違い、ボタンの掛け違いも多い

のではと思う。

・お母さんたちの本昔を知り得たと患いますが、

職員と入所者の距離を改めて実感しました。こ

れを今後にどう活かしていけば調査に協力した

人達に応えることになるのか、又、今とこれか

らの利用者に喜んでもらえるのか、難しい寵題

を出されたと患いました。
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-サービスの詣で先生方の対応がまちまちであれ

ば、それは良くない。

・個別対応で、本来やらないサービスをする時に

はきちんと説明した上で行うべき。

-建物の老朽化は確かにひどい。

・どこでも同じような苦情がある(集団生活上の

問題?)。

-苦情が患ったほどなかった。もっと色々なこと

がでると患っていた。

・お母さん違にしてみれば、そういう気持ちにな

るんだろうなと思います。施設に入る前にオリ

エンテーションで色々お話ししてあるはずなの

に、長年いると忘れるんだろうなと思います0

・一般のマンションにいるわけではないので皆さ

んと一緒に足並みそろえて暮らしていこうとい

う気持ちをもって生活して欲しいと思います0

・施設内の人間関係は、仲良くならなくても良い

と思う O ケンカしないでくれれば。

. E3祝日の保育体制は課題である。

・ここの施設では、ホント縮かいこと(立地条件

とか職員の対応とか)、何でも言ってくるO 母

親が何でも言うことで、私たちが聞いてやるこ

とで満足する、不満が治まる。何でも聞く、で

きないものはごめんなさL、。そうやって今に至

る。自分がここに来たとさとはかなり違う O

どもを怒鳴る声も無くなった。

-母子生活支援施設にきて、自分が当然と患って

やってきたこと(あいさつはこちらから行う等)

を、お母さん達にとても受け入れられてびっく

りした。保育という違う熔から移ってきてよかっ

たと思った。

・設備面に関しては、ここの利用者からはあきら

めているのか、伺も言われていない。 DVを抱

えていたり、その他の事情もあって警備の面で

は利用者さんと平行線になることもある。自分

自身(施設長)は建物の課題として、人として

あるべき最低限の気持ちょい生活ができるよう

になればいいと考えている。築年数が吉いこの

擁設は、公立である以上、私達が勝手にどうこ

うできるものではない。しかし、建てかえを働

きかけていこうと思っているO 緊急でも最低2

ケースは預かれるようにしたいし、職員の人数

はあと一人でも二人でも欲しい0

・「子どもの摘設としての基準」にするか、「母親

の立場としての基準jにするかが、母子生活支

援施設の難しいところ。公立であればいつも開

じところで繰り返すしかない課題がでてくるし、

民間であれば利用者のニーズにあわせてどんど

んサーどスを増やしていかなせればならない0

・土地の囲み方、円のあり方等、色々配癒したい

けど、そこまでしたらリゾートホテルになって

しまう O そこまでは施設もできないけど近づけ

たいなとは思っている0

・職員の数、少ないんだなあ。職員の質自体は悪

くないと思うけど、仕事の密度やストレスのた

まり異合が高くて、場合によっては表面に出て

きてしまったりしているのかも。現状は仕方な

いと思う。予想していた通りの皮応(お母さん

達の)。

-守秘義務:守つてはいるが、会議の中では出さ

ざるを得ないー

・男性職員は、女性のような気配りが足りてない

かもしれない。若いって事もあって経験でカバー

できなし、子ども達にとっては良いと思う。た

だし、子どもが病気になったときは子どもにとっ

ては男性より女性のほうが安心する。その辺が

少し心配だが、男性職員で悪かったとは思わな

L 、。

. iプライパシ-Jが多く使われすぎている。向か

注意するとすぐに「プライパシーJと言われる。

入所時は入れてありがたいと思っているが、慣

れてくると施設への不満がでてくる。不満があ

るなら、アパートに出て行ってもらうしかない0

・人間だから、自分の都合の良いように解釈され

るのかな? この人にとっては良いことでも他

の人にとっては不満足。全員満足は、ありえな

いかな0

・最大限やっているが、あまりにもここは生活が

見えすぎて……。

・嵐呂の要求は当然だと思うが、夜遅くて風呂に
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行けないというのは最初に決まりを渡しである

ので、それを納得して入ってきているはずであ

る。

-門限についても悶様。子どもの保育簡が終わる

までには帰ってくるように言つであるO 決まり

でもあり、本人も承知のよで入所しているはず0

・本人が決まりを守らず、不満を言っているだけ

だと思う。

・自にするとそうでもないのになあ。言う人

うのだなあ O 一方的な調査なので……。

・対応の難しさ 0

・母親の意見のとおりだと思う 0

・「こんな感じかなム普段か 、fこし、こと比百つ

ているのでO

-自治会で来年疫の計画(行事など)を立てるO

苦情、要望は出てこない。第三者だと出てくる

のかな。

・就職していない時に職員が(就職を促すことが)

うるさいという意見:どう対応したらいし、か課

題。就職していない人にも訪問する O このよう

な意見を述べる人は働く語、志の無い人(この意

った人が誰か分かっている)。現在は全

員働いている。

・一件ずつになっている分ストレスが少ないのか

もしれない。門限とか、あってないようなもの。

不審者が来たらこっちに通報してもらえればい

L 、。普通のアパート生活よりも防備はかたい。

くいる方が威張っているとかはない。ここで

は母の会で要望を伝達しているが、日が浅い方

は、場慣れしていないせいかあまり

かもしれないし、長い方は言いたし

ないの

て

いるのかもしれない。古し

は一般社会と問じ。

いやすいとか

(2) 報告書を受けて(施設での取り組み)

また、施設の母親たちの不満や要望を受けて、

施設で取り組んだことは以下の通りである。一方、

取り組まない(取り組めなL、)場合についての理

由があれば、それも記してもらった。

1)施設整備に関して

く関関しづらかった鉄枠窓をアルミ製に替え

fこ。

・建物の構造を変えるのは無理だが快適に過ごせ

るよう、トイレをウォシュレット化し、浴槽も

改修した。

-建物が司王のものなので改睦は大変ですが、でき

る範閤のことはやってきました。これからもで

きる改修は取り組んで、利用者の快適さの向上

を鴎りたいと思っています。

・応急、的なものを取り組んでいるが、室の拡張、

浴室の各室設置等までは、手がまわりかねる 0

・報告書の結果を受けて……のことではなく、入

所者からの申し出があれば、そのつど、対応、

対処している。

・施設内、清掃強化。 R透明増設。

・託児所の保育環境を良くするために増築工事を

すすめているO この部屋を利用して料理教室等

も開くことができるように考えている。

-緊急入所者が増加額向にあり、それに伴った施

設整備が求められ、狭い部麗ではあるが、利用

者が気持ち良く、安心して生活できるよう

整備、日用品などの整備を行っている O

・自分もそう思うが、工事そのものが予算がらみ0

・ぉ風呂、湯沸し磯については要望を出している

が、予算上無理だと言われている。

1つ潰して、シャワーをつけた。

・壁のこと:業者の関係もあるのですぐ直してあ

げられないこともありますが、ちゃんと産して

います。

・居室を広げることも大幅な改築が必要で予算の

関係で無理。

・1蕗について:禁止しているのにいつの間にか鏑っ

ていたc7匹くらしつ。時期が来るとたくさん

集まってくる。猫虐待で逮捕される時代なあげ

くに、捕まえることすら至難の業。現在は全く

痕跡無し。猫のにおいが消えなくて、だいぶ予

算を入れてにおい消しをした。
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2)施設内での規制等について

-例えば、門担時間の変更はしていませんが、個々

の事簡に応じて柔軟な対応はしています。

・従来あるもので対応する O 規則、規則でガンジ

ガラメは如何がなものか、生活をしているので

弾力的な蕗も必要だと思う O

・現在のところは改正する予定はないです。

-共同生活上、規制は必要。自治会等で協議し改

している O

-門担はそのままだが、仕事の内容に町、じ暗々に

対応している(残業等の例対芯)。

・安全重視という意味で、門限は設けており、事'J

にも承認を得ている O 自体生活なので、約

として利用者との話し合いで決めている O

・現規制より生活向上が望まれる新規則があれば

変更するが今のところ見いだせていない。

. r~眼に関しては、内線をなくす事は無理。子ど
もの生活を考えたら門限を午後日時とかは……。

原則は午後10時で、それ以降になる場合は娼々

で対応する形が良いと思う。連絡してくれれば

対応するし、実際、今もこのようにしている

(お祭りの日は門限を午後 11時にしたりもして

いる)。

-門隈については、自分に子どもがいるというこ

とをお母さん達にわかってもらいたいと思いま

す。どうしてもの時は、施設内の友達に頼んで

あけてもらったり、施設長

している。

して開けたり

・どのような用事であれ、門限は rzz: 30J。
どもの寝る時間を考えると、 ZZ: 30に婦って

きて 23: 00に寝た方が、子どもの生活スタイ

ノレとしていい0

・門限(夜 10時)→なくすことは無理。必要時

(母親の残業等)は対応する。

. r守根について:ここは、 j足童福祉擁設であり、
「健全な子どもを育てていくJということは譲

れない。(不登校になった子で、定時制高校に

通うことになった子に対して、本人は部活をや

りたいと言ってきたが、部活をやれば帰りが

12時頃になるからと 10時には帰っておいでと

いうことを話した。母親に関しては、水商売は

勧めていない。子どもと話す時間が無くなる。

母子で入る意味がない。土日も保育をやってい

るのだから、デパートとかでも掛けるし、お7l<

にならなくてもやっていける。)

・門眼をなくすことはできない。変更はせずに個

別対応で。

・門眼については、安全上の問題から改善は難し

い。女性である事や来訪者の確認、警備員の勤

務体制など問題がある O 施設なので一定の管理

は必要である。働いている母親のことを考えて、

開問時閣を PMll: OO""'-'A立5: 00にしょうか

と考えている。

-部麗への入室→安全面のチェックのためという

ことで了解してもらった。

・プライパシーの問題→大切だが、援助していく

よで介入せざるをえない場合がある O その時は

母親とよく話し合うO 言昔話は取り次ぐだけ。

紙の中身のチェックはない。

・部麗の入室はストーブの元栓確認のみ。

. r勝手に部屋に入られる」ということについて
→子どもを韻けていくのに搬を罷いてL、かない

「あなたが悪い !Jと言ってしまえばおしまい

だけど、こちらとしては、ちゃんと職場に電話

を入れて、部屋に入っていいか確認をとってい

る0

・トイレ・嵐呂の揮除当番の時間が決められてい

て時間がしばられる。→掃除の時間は、トイレ

が午後5時から午後9時のあいだ、風呂は午後

9持から午後 10時のあいだで時間に余裕ある

と思うし、掃除ができないときはお母さん達同

士で調整もしている。

・お麗呂の時間が決まっており入れないことがあ

る。→嵐呂に入れる時間は午後9時までだし、

生理の人で申し出があれば午後 10時から午後

11時までシャワーに入れるようにしている。

・朝、シャワーが入れたらもっとよL、。→気持ち

は分かるけどやってあげられない。遊んでいて

朝帰りは認められないということを話すと、本

人もわかってくれた。
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・休みの前の白だけ休ませて欲しい(部穫で飲み

会させて欲しい)→「うるさくなったらダメだ

よ!Jと念を押しながらも、了解している。他

の入所者から、 rooさんうるさい!Jといわ
れたら、職員は「廊下まで間こえてきたんだわ一、

次から欽み会できなくなるよ。j と00さんに

伝える。誰々から苦槽がきたとかは言わず、職

員が患者になるO

-児童室の子どもの利用は、母親が夜宅していて

も可能になっている O

3)就労支譲について

・病克の保育や通院付添、休日、早朝、夜間等、

就労の状態に合わせた保育の実施、求人矯報の

提供、職安等への同行など、書類提出の代行等0

.DV等で外へ働きに出るのが閤難な場合の保育

菌(併設)、母子ホームでの就労支援(入所者

処遇の活用による)。

・ハローワーク等の情報を必要な者に伝達。

・求職中、または、転職を考えている入所者とは、

そのケースの生活等を考薗しながら、よりよい

方向に向かう操、その母親と話し合いを持って

いる O

(例)r企業の求人情報jの提供。何が理由で転
職したいのか、現在の不安等を聞き取る。

.面接地への送り

・ハローワーク等への付き添い。求人広告の提供。

職場との連絡調整。

-新聞を取っていない人に対しでは、新開にある

求人広告の切り抜きを渡している。手づるを使っ

て就職をさせた(1例あり〉。

・毎日のハローワークからの求人情報・アルバイ

ト靖報。

・利用者に合った仕事の紹介、職安への同行、

親の就労に合わせて支援。

・求人誌、ハローワークの求人情報の掲示、ハロー

ワークへの同行支援、休職中の補完保育支援、

パソコン導入で資料提供、パソコン練習など、に0

.就労情報を掲示する頻度を高めた。

・失業者が出たら、アルバイト雑誌の購入を検討

している 0

・お母さん達が相談に来られた場合は、ハローワー

ク等を償って情報を提供しています。こちらか

ら話を持ち出すことはありません。「働け!J 

と言われるのが嫌な方もいるので。

・今までに仕事の紹介をしても、利用者に受入れ

られた事はない。自分で探すしかない。ハロー

ワークの求人票を掲示するぐらいしかできなL、
就職のコネもない。もっと麗用を確保できれば

いいと思うが。入所者は(コネなど)もっと深

い(就職に護結する?)紹介を求めていると患

つ。

-全ての母親が仕事の紹介に対して、反応すると

は限らない。(紹介しでも、その援助にのって

こない人もいる)→ハローワークに職員が

緒に行こうjと誘ったら、母親に拒否された。

職員はハローワークにJ情報収集に通っている。

4)子育て支擾について

・報告書を受けて、特に変えたという内容はない0

・利用者の就労状況により、休日、病児、夜間保

、通院援助等を臼常的に狩っている。育見指

(特に乳児の育児全般の指導〉も行う。大学

専門学校生のボランティアによる学留指導、

保育支援など行う。

・保育サービスを就労者のみや、就労時のみでな

く、錨々の母の状況に合わせて、きめ細かく対

応している(母の病気の時の保育や、食事の捷

供等)。

-入所者対応であるが、女性職員2名をもって、

生活関連を含め、育児を支援している。

・早朝保育・夜間保育をする事により、入所者の

転職の幅は広がった。が、幼児に動揺が見られ

る場合は諸々の事情交換を母とする。

-母が病気持の保宵等。

・朝の早い出勤時には、一時的に子どもを事務所

で韻かり、保育所へ連れて行くようにしている。

日中においては、交替で入院時の付き添いも行っ

ている(近い病院への入院に限り)。学校参観

日には、少年指導員が必ず参加することとして
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いる。マラソンは応援、文化祭、行事にも必ず

行くことにしている O

-母親の子どもに対する将来の期待が大きいので、

相談相手になり、助言等で安心感を与える。

病児保育、補完保育、ナイトケア、

早朝保育、朝・タ金の提供、通院支壌等。

-子ども会がIJ、学生までであるのは、中学生以上

になると参加しなくなるので準会員にしている

ためO

・行事に関しては、施設自身も矛盾を感じている。

母親は束縛を感じているor強制ですか?Jと
関かれる。ここが、児童謡祉擁設であることを

わかって入っているからには、利用者にも理解

して欲しい。行事に関しでは、そこまで、これ

を機に考えなきゃならないことかなと思う。こ

ちらの方針としては児童福祉施設なのでできる

だけ行事に参加して欲しい。行事lこ参加できな

いとなれば、施設は警備をかけるので、その母

子は家に残ることはできない。その時間はどこ

かに出てもらう形になる。

・行事が多い→子どもたちで行う行事は変更せず。

母親参加の行事は大きなものだけにし、母親の

日常生活支援に力を入れることにした。

・寮外活動(学童保育)、施設行事が疲れるとい

う調査結果について→子どもの健全育成にとっ

て、寮外活動はいいことだということははずせ

ない。でも強制と取られるようなことはしない

ようにしているO ただし「これからは、選択は

自由なので、どうぞ!Jとはまだ言ってない。

寮外活動に関しては、「外部の人を受け入れて、

内部を自由に!Jという路線に変えようと思っ

ている。しかし、その一方で、内心、施設内の

人達のことをどう考えていけばいいのだろうと

考えているのも事実であるO 本当は必要だと思(

われる人に「いらない!Jと言われると・・

(利用者の中には本当はいたくないけど仕方な

いからと言う方もいる)。

は子ども達にとって必要だということを提

示している。

5)特に利用者への靖神的サポートに関して

・心理療法士を配置し、活用0

・施設長及び主任母子指導員をもって頻繁に相談

に応じ、いわゆるガス抜きを行う。病的部分に

ついては、それなりに相談窓口の紹介等を行っ

ている 0

・精神カウンセラーは在職させてないが、職種を

関わず、入所者が話しやすい職員にいろいろと

話すことにより、気分が晴れたりしている。ま

た、帰宅後、条件(子、母、事務所)が合えば、

一服したりコーヒーを飲んだりしながら職場の

愚痴を話していく。常に視診を重視している 0

・心理蝶法士、導入していません0

.心理療法士の配置により職員と連携しながら母

親、子ども調方への精神的サポートをすすめて

おり、一部には効果も表れている O

・良き理解者として入所者とのふれ合いを大切に

する。

-心理担当職員を配霞している O

-心理担当職員を薄日罷し、 DV被害者だけでなく

カウンセリングを希望する母子に関わってもらっ

ている。

・利用者と話しやすい表情・口調等で接するよう、

よりー麗努めるようにした。

6)対人援助に関する職員への教湾など

-北海道社協、全国社協等の研修参加。他にも法

人内研修をはじめとして、随時、必要と思われ

る研修への参加、資料の配布、関覧0

・問題発生の都度、事後に反省を含め、実施して

いる。

-関連する研修参加。

・職員会議の中で、支援に向けての言葉の表現の

あり方等について、議論しながらすすめている O

-処遇日誌の記入において、自分がどう援助した

かを明縫に記入するべく取り組んでいる。

-各協議会等での会議に参加させ、勉強させるO

-研修会への参加(法人内、道社協、全社協関係)0

・援助技指向上、関係制度理解など知識向上など

を目的に学習会を、又、精神保健衛生士に加わっ
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てもらい、精神・心理面の学習を行っている 0

.母子生活支援施設は一つ一つは小さな行為であ

るが将来の社会に対して大きな意義を持つこと

を、より深く痩命感として持つようにした。

• 4月から、入所者への対応、の改善をはかり、

葉遣いなど職員閣でチェックしていこうと話合っ

ているO →ロールプレイの必要性。

・以前より倍々との話し合いも増え、納得のいく

ようになった。ここの職員の悪いところもちゃ

んと聞いて対応している。

・職員への「雷いづらさ」について→言いづらい

ということは、母子指導員も反省しなくてはな

らないと思う。しかし、母親達が、指導員に

いやすいということだけで、簡単に評髄できる

ものではない0

・こちらのいい方次第で母親の擦りは静まる。

7)その他の取り組み

-地域での子育て支援として、トワイライトステ

イ事業を実施。

・退所者が利用しやすい環境を整備。

・部置の清掃が出来ない家躍に対し、職員が伺回

かにEまって清掃に入り、その後、毎日観察しな

がら子ども連にも清掃させるようにしている 0

・地域への取り紐みとしてトワイライトステイ

業、今年度中にサテライト事業も

・職員による 24時間体制、出入り口、非常口へ

の防犯ブザーの設置で安全管理を行っている0

・土臼の対応については、土曜はオープン、日曜

は休みとなっている。組合との合意事項で、遊

休は 2日連続でとることになっている為、土曜、

月曜は職員が半分になる。

• 24時間体制への要望は、職員体制の問題で無

理。

・警備員に対する不満については、解躍する事は

可愛そうでできない。保育室ができたら、

体制になるので、その時に警備員も一新しよう

と患っている。学生バイトと職員のペアで宿直

体制を組もうと患っている。

・将来的に男性を考えている。実習生が男性だっ

たとき、子どもの反応が良い。

・日・祝日の勤務体制→午前中:前日の泊まりの

職員、代替職員(パート) 2名O

夜:泊まりの職員1名。その他学生ボランティ

アが入る。

( 3) 母子生活支援施設の今後

1)施設内の利用者へ向けて

-必要なことでも資金等の関係もあり、新た

業を開始することが、おっくうになりますが、

要望のあることは、やってみて実績をつくるこ

とが次へのステップとなると思うので、できな

い条件を考えると実擁することがなかなかでき

ないので、必要だから実施するという考え方で

行っています(その上で、困難さは解決してい

く)。

-色々な意見、 について、対応等については

各々心掛けている。

・予算の伴うものは財政上、当面閤難である 0

・住窟設定に保証人がいない件。母親入院(1週

間以上になると)時、乳児の預け所がなL、。人

的支援に当たるとき、現在の職員配置では支援

にも限りがある O

ぎる援助であるがために、依頼心が大き

くなり自立心から遠ざかる世帯を生じないよう

にしなければならないと思う O

・擁設建物の改善(大きさと内容)、 24時間対応、

トワイライトステイ及びショートステイも対応

できるようになればと考えている。

-入所者の安全管理や、関係機関との連接を密に

し、職員関の報(情報)・連(連絡)・相(相談)を

更に充実させ、よりよい援助を...・ a・と思ってい

ます。ケースによって、援助内容が異なります

ので円、つ、どの時、どんな援助が必要なのか?J

を見極め、早期自立につながる支援、援助を…...

と思っています。

・母親の仕事のことを考えると、 24時間保育が

どうしても必要条件と考えられるので、そのこ

とへの取り組みが課題である O

・民間の施設では、かなり母子一緒の行事などの
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サーピスを行っているが、公立ではできない。

役所は飲食にお金を出さない。(今まで、施設

の行事費用は寄付でまかなっていたが、今年か

らそれが難しそう。)

・施設では行事に力を注ぎすぎ、職員は母親の指

もっと力を、注ぐべき。施設が金物(ケーキ

など)の提供をするのはどうか。母親との対話

で、母親が子どもに用意するように促すべきで

はないか。

-母親に施設入所の意味を間い、ルールを守れな

いようなら、出て行ってもらっても良いと考え

ている(公立施設の強み)。母親がルールを守

らない場合は、直接施設長ではなく、先生方か

ら 2~3 って、ダメなら施設長へが望まし

し、。

-生保を受けている母親の方が生活指導を必要と

している O 働いている母親は生活もきちんとし

ている。そういう母親の方がきちんと主張する

ので、職員との摩擦は多いが、頑張っているの

で、できるところは融通をきかせても良いと思

つO

-就労支援。ハローワークへの問行はしているが、

もっと職員が頻繁に顔を出すことにより、就職

の紹介や教育訓練の機会が得やすくなると思う 0

・保育の充実(地域の母親への保育支援にも力を

入れたい)。入手が足りなし、。もっと多ければ

母親の要求に答え、様々なサービス麗開が可能0

・心理嬢法士を常時入れ、相談の個室がもてるよ

うにしたい。現在は精神保健福祉士(以前は病

院のワーカー)が 1~2 回/週、 3 時間来てお

り、半数以上の母親に関わっている。

・常にここはj議所状対なので、新しく入りたいと

いう方がなかなか入れない。今居る高校生を持

つ世帯に、そろそろ手も掛からなくなったし選

所も考えてみてはと提案もしているが、「出て

行け!っていうの?!Jと言われてみたりで、な

かなか腰をあげてくれない。

・できれば、もうちょっと使いやすい施設にした

い(お金がかかるから今は鵠賭しているが)。

例えば、廊下が狭いので、ドアをスライド式に

する等0

・ハード詣の充実(土地、保育関、緊急保護体勢)0

.個人の選択の自由……子どもに教育熱心な方が

増えてきている O 母親は「子どもに勉強を教え

てくれJという。施設側は、母親に、自分の子

どもにあったことを考えるようにアドバイスす

る。母子生活支援施設の子はやっぱり少し学習

蕗がついていけない。特に算数と国語。個別に

勉強につくのは難しいのでO ボランティアで補

し、fこL、。

-将来的には全部麗2聞にしたL、。援はある程度

ってるし、トイレも水洗にした。家事やダニ

の原閣になる畳は逐次フローリングに替えてい

るO 後2部屋だけ畳。

• 1ヶ月おきに「母の会」ということで、話し合

いをしている。第三者機関の利用も考えている

(まだそこまで大きな問題は記きていないが)0

・狭いという部分では、全面的に改築の構想は持っ

ている。どのへやも 2閤にしたい。しかし今は

辛抱して欲しい。

・各部麗のお風呂については、伺が何でも入れた

いが、まず部麗を大きくしてから。

-自立支援擁設として、 f自立Jr支援Jをどのよ
うに考えていくか0

.児童施設→母親のできない部分の補完をできる

かぎりやっていく。

・ここの母親の一部は、地域の母親達とのギャッ

プがある。自立をしていくとき、母親が、どう

力をつけていくか。

・やればやるほど根の部分がわからなくなる。前

は大変なケースにふりまわされ、今は日々の母

子を支えていくことへの疑問を指さ・・

どもも成長して欲しい。

-夜間はモニターを切る(夜6時~朝8時)。土

日祭日は職員もいないので、拐犯のためにビデ

オカメラを設置して欲しい。今の状態では入所

者が何時でかけて、帰ってきたのかのチェック

ができず、管理ができない0

・子どもが大きく(中・高校生)なると部屋が狭

い。子どものストレスがたまりやすくなる O
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どものスペースの確保が必要。

・自分としては、色々やりたい。ハード面はお金

の問題。職員の泊まり込みが理想。(将来構想

としては、保育器と一緒に!一階が保育園で二

階が母子生活支援施設、上はホー/レとして地域

に開設。)

・スペースの問題の改善

-特に退所者へのプログラムはない。退所後に来

所すれば対応する。

・施設機能強化推進事業の中で、退所者との交流

に対して予算がつく。母または子どもに来所し

てもらって、または講師によって講譲を実施す

る。先輩の母親や子どもの話(母への盟、いなど)

を聴く事で入所中の母親が勉強になるという。

今日立して看護師になった母親の話に触発され

て、 2人の母親が現在勉強中であるO

・てγどもの通院のサポート。

・夜勤のあるお母さんが働けるように、 24時間

体制に!

・建て直し0

・分圏型母子生活支援施設 (5~ 6世帯)→自立

間近な母子(経済的、精神的に安定している方)

を入れる。

2)施設の外へ向けて

.DV等による緊急、一時保護では、安全確保が大

事ですが、地域への専門性の提供ということに

なると、関かれた施設を求められるという点0

.母子生活支援センターの役目は終わったのでは

ないか。保育習が 24時間体制で病見等にも対

応できれば、生活保護を受給し、市営住宅など

に住むことによって、母子生活支援センターに

入所しなくてもやって行けると思う。(母子生

活支援センターが必要とされていた墳と、時代

背景が違う。生保とのボーダーラインで生活し

ている人たちにすれば、ここに入所し、生保を

受けている人たちは信じられないと思う。ここ

の母親は甘えすぎ。)

-母子生活支援センターは DV対応の施設など

に衣替えすべき。

-施設の建替え(公設民営は難しいと市か

れている為、民設民営になるのでは)。

-地域の人が使えるサービスの拡張(トワイライ

ト、ショートステイなど)。

-父子家庭への援助(入所は無理だが保育支援は

可能になる)。

・女性センター的機能(役割)を持たせたい。

・できれば他の施設みたいに、地域で働いている

お母さんの子も夜こちらで預かつて、夕食も出

してやれればいいと患ってはいるが、いつでき

ることやら……。

・センタ一方式も良いと患っているんですが、な

んせ年なもので……。

-今やり始めた事業の拡大!

.こにども達を受け入れながらお母さん連との相談

にのっていく。

-子どもの保育を通して虐待に対応!ここを退所

した方にもお便りをだしたり、クリスマス会に

呼んだりしている。

・退所後の支援:退所後も相談にくる(子どもの

結婚の報告にくることもあり、それがとてもう

れしい)。保育も受け付けている(日曜日が休

みでない場合が多くなってきているのでその対

応が必要になっている)。今後力を入れていき

fこし、。

-卒閤者からの相談も受けている O

-地域への展開……現行のノウハウで。外部に働

きかけ、外の評価を受けることで、内の評価も

変わるかも(察外行事等の意味を気づかせる)。

・卒業したお母さんを含め、ショートステイ、ト

ワイライトステイをできる状況を作りたい(人、

物、金がそろえば)。

-民間の方が警備員を罷くなど、管理体制がしや

すいと思う。

-保育園も民問委託へ。

-地域では児童会館があるし、体育館の併設も無

いので地域開放は難しL、
・児童会館でやっているような学童保脊をやって

いきたい。現在、市でやっているのは午後4時

まで。夜7持くらいまでやりたL、
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-地域との交流→町内会Jこ加入。運動会、キャン

プ。

-地域の子ども 。

-退所後のアフターケアも対応したい。一泊温泉

旅行も。

3)母子生活支援施設全般について

-母子生活支援描設は子育てのところ。必要な人

すべて(収入の如何にかかわらず)が利用でき

る保育サービスを考えていければと思う O みん

な利用できる場所が必要である。

-母子生活支援擁設は、 1にも 2にも支援にサー

ピスだと言われてきたけど、私達は入所者のほ

うも、もう少し、自分に甘えないでシャキッと

して子どもを青てていって欲しいなと思う。

-母子生活支援施設自体が減っている。充実した

施設作りが必要と思っている。

(4) 施設畏からみた母子世帯の F自立」

施設長が、母子世帯の自立をどのようにとらえ

ているのかについての田答である O ただし、この

費問は、調査を進めていく上で調査項目に加わっ

たため、全ての施設長が問答しているわけではな

し、。

1)母子世帯の自立とは?

-本当の意味での自立は、母親は就労、子どもは

家で待っていられるようになること。

・ー舗や二個でなし、から答えにくいけど、まず金

銭的に生活できる範間の状況になることと、た

とえ母子世帯であっても親子で生きていける決

心ができれば、そうすればどんな状況でも鋤い

て生きていける。

・親がきちんと勤めてはじめて自立といえる。親

がふわふわしていると子どもも落ち着かなくな

るO

しいながらも母子で生保を受給せずに頑張っ

ている状態。

・精神的自立:女としての弱さ(穫しさから来る)

を兼ね構えてくる母親が一人二役をするのは大

変だなと思う o (経済的自立も大事だが……)

2 )母子生活支援施設と自立:母子生活支援施設

にいての自立はありえるか?

・有りうる。安心して母子生活支援臨設に生活で

きることが大切。

・ありえると思います!

・その入、その人によって違うが、職員の手助け

なしで生活できるようになったら自立。

・ここにいても自立している人は自立している。

はその家族だけでするものではない。社

会全体が担わなきゃいけない場合もある。子ど

もが自立するまでここにいていいケースだつで

ある。

• 3 ~ 4年入所している人がいるが、居心地が良

いから出て行かない。

・一定の自立に見える O 子どもが幼いときは入寮

している必要(保育の問題など〕もあると思う。

子どもが幼い人を入寮させていこうと思う。中

学生になったら(退所しでも)いいかと思った

カ:i....一。職員の対re;;も中学生などは勉強の指導

も含めて難しい。

3 )生活保護の受給と自立:生活保護を受給しな

がらの自立はあるえるか?

-今はわからない。(ここの市の生活保護の与え

方がおかしい。今は援療保護の単給などはなく、

全給しかない。)

・ないと思います0

・半自立ならありえる。(子どもが大きくなった

ケースで、生保で家賃分を補助することでより

自立の道へ近づく。)

・一時的なもの。努力して切る方向へ。

(5) その他

・ここの市は専門職配置になっていない。福祉の

専門職がもっといて欲しい(現荘の生活保護の

ワーカーは熱心で、資格を取るために勉強して

いる)。

・以前と比べて、「母子」に対する理解が広がっ
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てきた。単身の母親も受けてくれるようになっ

fこO

・小さいことでも後のばしにしないでその日に解

決して、気持ちよく寝ょう! 後四しにして大

事になることもある。←今できることをはっき

りさせておくことの大切さO

もめ事は職員に任せて!入居者同士で

ぶつかると大喧嘩になるので。

-子育て支援の酷からの予算は保清所の方にいっ

てしまい、母子生活支援施設にはほとんどなL、0

.施設長は職員と利用者との間のトラフツレに一つ

一つ対処している。

-子どもがいるとはいえ、女性でありたい気持ち

はわかります。でも自分に子どもがいるという

ことをしっかりわかっていてもらいたい!

・母子世帯というハンデは未だにある。私は許せ

t，n、0
・生保は本当に必要な人にちゃんと臨かず、違う

人にいっている。母親(妊娠中)、子ども 3人。

食べものが何にもない状態で夜働きに出ている。

施設長のところに「明日が米たら私いないかもj

という電話が来る。自分は、急いで自転車でか

けつける。芋などを持って「失礼だけどこれた

ベてね 1Jと渡してきた。どうして保護を受け

ないのかと開くと、役所にひどい扱いを受けた

からと言う。そこで、自分が一緒に役所へ行く

ことに。投所の前に着いても、彼女は最初は入

れなかった(よっぽどひどい扱いを受けたので

あろう〉。役所の人との話あいでは、自分が熱

弁をくりひろげ、生保をもらえることに成功。

いつまでも保護にぶら下がっているわけじゃな

いんだから、なんでもう少しもらいやすくでき

ないんだろう!! 最近は、いかにも立派な女性

役人をだしてきて、「私も母子でね、Jと語りだ

し、要するに保護をもらわなくても頑張ってい

けると言う方向にもっていかれる O とてもじゃ

ないけど借りられる雰囲気ではなし、。やはり、

なかには施設長がせっかく生保を借りてきても

まんまとにげてしまう人もいるO でも、そうじゃ

ない人には、{昔金までして、生計を成り立たせ

ろというより、生保で手伝ってもらったうえで、

自立させていったほうがいいと思う O

-施設長の悩み:I満足してもらえないし、感謝

してもらえなしリ。時代が違ってきている O 特

に若い職員には大変な仕事だと多う O 独身で子

どももいなく

大変なことです。

っていっても本当に

自にやる職員だからよけ

いに苦しいだろうと思う o I若い」ってだけで

も大変なのにそこを熱意でやっている若い職員

の姿勢安「えらいな !Jと思う。「何で私がそ

こまで?Jと泣いてしまいそうなこともちゃん

と対応していっている。仕事に前向きで感心す

る0

・難しいケースの時:親のニーズで行くか(母子

どものニーズで行くか(少年指導

が難しし、。ケース会議っていう形でなくて

も打ち合わせは毎日する。ケース会議は、原間

的iこ用務員さんも入れた全員で行う(用務員さ

んは、この施設の中で、一番長い時間ここにい

る。いろんなことに出くわしたり、見たりして

いる)。それぞれの職員がそれぞれの人生の背

ものをしゃべるから、自分にないもの

い合うことで埋めていく必要がある。気付いた

ことは、日誌に書くなり話すなりしている。

-生保をうけているお母さんへ、「お金の(吏い道

の優先順位→まず子どもにお金を使って欲しい。」

.こういう擁設でなくてもサービスセンターみた

いなものがあれば、これほど不満はでてこない

のかなって思う時もある。でもセンタ一方式に

すると、お母さんと子どもの関係を見ていく人

がいなくなる。虐待でないにしろ、何らかの問

題がその家族に生じていたとしても気づける人

がいなし、。外で暮らすとなれば、どこまで権限

を持って介入していけるかが問題になる O

・難しいケースの場合、こっちの気力が続かなく

なる O

・休B、夜間保育等、一見誰でもできる仕事なん

だけれど、これは、対象者理解があってやる仕

事で、そこに専門職(文句雷われて仕返しする

というレベルではないことをちゃんとわかって
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いでする仕事)として働いている意味がある。

管理人入れたからと言って 24時間体制と

えない。

-何かあれば母親同士で団結してくれる:子ども

4人を抱えているお母さんが、公衆電話を使用

していて、子どもが野放し状態に。近所のお母

さん達3人があやしていてくれた。

-各施設とも「侍とかしてあげたい !Jと言う気

持ちでやっていると思う。都道府県がおさえて

いるより実際はもっと親切な対応をしていると

うO 昔にくらべ、善人的な対応をしていると

うO ケースだけでなく、ある程疫踏み込んだ

援助をして、自立を助けていこうと思う。

・お母さん遠の「あって欲しいニーズJをつかみ、

している O 昔の母子寮のイメージはかなり

改良されてきていると思うが、積極的にこの施

設をアピールしづらい点が、かつてのB陰の施

設のイメージを引きずっている。

-世間一般での生活保護受給者の生活水準は、中

の上。タクシー運転手より生活保護受給者の方

が収入は良い。生活保護受給者の生活が良く

えることもあるので、きちんと家計簿を提出し

てもらうなどの指導が必要だと思う。生活保護

受給者は働く意欲が無いのではないかと感じる O

-生保の打ち切りを促してL、く。指導はきついの

かもしれなL、。生活はできるが、退所持に生活

保護を受給していたくないと母親は思っている。

退所してから生活保護を受給している人はいな

し、。

-かつて、寮長柏談日を設けていたが、来ないの

で中止。「相談日Jとすると来ない。普段の生

活の中から悩みは出てくる。解決できなくても

精神的に安定を。

・ケース会議については、自分は好まなし、。「指

導jで導いていって良いのか。

4 施設職員への調査

(1) 被調査者の概要

①性別

被調査者23名中、女性が22名であり、男性が

1名であった。

③年齢

被調査者23名中、無回答の 2名を除いた 21名

の年齢は、 21 歳~59 歳に渡っており、平均年齢

は34.7歳である。

③この施設での経験年数

被調査者の現在の施設での経験年数は、 l年目

~25 年に渡っており、平均経験年数は 8.6 年で

ある(現在の施設における臨時職員の年数もカウ

ントしている)。

内訳は、 1年が3名、 2・3年が各2名、 4

が3名、 5・6年が各2名、 7・8・9・15・19・

21年が各l名、 23年が2名、 25年が1名である。

④それまでの簡単な職麓

・なし(7名)

(1保育園とか、施設とかにこだわりはなく、と

にかく子どもと関われれば設かったので、学校

を通してここの募集を受けた。)

・貯金時の臨時職員(1年 11ヶ月←臨時職員の

ため 2年までしかいれない)。教員採用試験に

落ちて、知人の紹介で貯金時へ。その後、少年

していることを知り応募。お母さ

ん達の心配をカバーしている (26歳くらい、

教員免許有り)とのことで採用される。その後、

母子指導員が辞めたので母子指導員へ。

・コンビニ、食品会社、トラックの荷物積み卸し

.自動車販売所勤務7年→退職後、主婦→知人の

紹介で現施設に就職

-保育器で 5

・保育器+母子訓練センター十知的障害者施設十

(母生活支援センターのことは仕事を始

めてから知った。自分から希望して、

支援擁設にきた。)

-学校→養護老人施設

・就職の時は福祉施設を希望したが、援用先が遠

方の施設であったために断念。保育所に 1年間

勤務。その後、現職場に鱗接している保育所の

きがあって、 l年勤務。腰痛のために、母子

生活支援施設に異動、現在に至る 0

・保育土(こことは違う法人の保育関で 3年間働
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いていた)

・ここが初めての職場。 20歳でここに勤める 0

・保育問の保母 00年間)

・短大の幼児科卒業後、母子生活支援施設と同じ

系列の保育所に臨時職員として 1年勤務。その

後、正職として母子生活支援施設の職員になっ

て、現在に至る。保育麗の勤務が第 l志望だっ

た(友人が実習にいっていたため、母子施設の

名だけは知っていた)。

・保育盟3年十老人ホーム 12年÷保育麗8年十

児童棺談所十一時保護所8年。児椙への異動時

に初めて、「夜勤があるがどうかJと打診があっ

た。母子生活支援へは、自分から第 2希望にあ

げて異動してきた。→職場に母子生活支援セン

ターから異動してきた人がいて話しを聞き、そ

れまでの経験を生かせる場所ではと考え、

生活支援センターを希望した。

・現在の職場に勤める前は、保育士で仲良し子ど

も館に一年ほど勤務。その後、他の母子生活支

援施設に少し勤務し、現在の職場に移った。

-新卒。保育士。最近、鹿休に入った職員の代わ

りに少年指導員になった。

・保育士になりたくて大学を探し、短大に入学。

たまたま、 00ホームに実習に行ったことで、

この仕事を知る。現在の法人から求人が来て、

母子ホームもあったので、採用試験会受けてこ

こに就職。

・保育園 (f也の法人)を結婚退職。ここは遠縁。

その前は、母子生活支援施設については知らな

かった。

⑤学歴

・保育専門学校卒(保育土)

・短大(幼児教育科・社会福祉コース)卒

(この大学で、保育士・幼稚園教諭・社会福祉

主事認定を取ることができる。)

-大卒(英文科)

・工業大学(工学部)

(工学系に興味が持でなくなり、子どもが好き

なことを再確認して通信講鹿で保育士をとる勉

強を始めるが試験には落ちてしまう O ここのパー

トを見て、資格無くても良いとのことで、勉強

になると思って入った。)

・専門学校3年間(保育士、幼稚顕教論)

(学校に求人が来ていたので、先生にアドバイ

スを受けてここへ来る。以前は「母子生活支援

施設」については、授業で触れた活字程度で、

わからなかった。)

-専門学校卒(事務系)

(特に資格は蕪い)

・?(無回答)

・短期大学・幼児教育卒(保育士、幼稚調教諭)

(学校に求人一保育所も求人あった。それまで、

矢口らなかった。)

・短期大学・保腎科卒(保育士)

・専門学校卒(保育士、幼教)求職は 新闇広告

で、「経験5年以上J母子生活支援施設とは知

らずに来た。

-専門学校3年間(保育士、幼稚麗教諭)

(ギリギりまで決まらず、専門学校の先生から

聞いてここへ来た。母子寮に対しては、

開いた事があるという程度だった。)

・短大卒(保育科)

.同じ地域の短大

(実家は00市。母親の体調が悪くなったため、

00市に帰ってきた。母親がxx保育園で鋤い

ていた関係でここを知り、ここで働くことに。

母子生活支援施設が何なのかはほとんどわから

ない状態で入ってきた。)

-専門学校(保育系)

(保育士、幼稚園教諭2種免が取れる。専門学

校で母子ホームを知る。実習は児叢養護施設に

行った。)

・保育専門学校卒(保育士、社会福祉主事)

・保育士専門学校卒。

・短大の幼児科卒0

・専門学校(3年間)。同時に、通信教育で大学

を受けるo (資格:保宵士、幼稚調教諭)

・大学附隣保育専門学校(資格:保育士)

-市内の保脊系短大卒業。学校の就職課の紹介で、

母子支援施設の内容をよく知らずに就職した。
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-専門学校卒業(保育士・社会福祉主事認容・へ

jレパ-1級が取れる。)

・短期大学卒(保育士)就職相談室に求人票があっ

て、ここがいいかな……とO につい

ては、授業でもさらっとやった稜度。

(2) 施設職員となって

1)はじめてこの仕事に就いたときの感想

-母親は離婚だけでなく、様々な問題を抱えてい

るのだと思った0

・考えていたより大変な業務だと患った。

・様々な人(暴力関やサラ金から逃げてきた母親、

若年者など)がいて、その人達と一緒に動き、

気を配る仕事だと感じた。

・施設自体も知らず、また初体験で、戸惑う O 自

分の家も母子世帯のようなもので(父が行期で

丹に 1回帰宅)、自分の母親が必死で働く姿を

自の当たりにしてきた。母子生活支援施設の母

親達は多くが生活保護を受給しており、のんび

りしていて、自分の母親とのギャップを感じ、

戸惑った。

-母子生活支援施設の様子が分からず、保育所で

の母親とのかかわりと違って身近すぎて怖いと

思った。先行きが不安だった。

-保育器と違う点は、親との関わり O

-はじめは、興味本位だった。母子世帯と関わっ

たことがないので、利用者について具体的にわ

からなかった0

・安易に主考えていたが、勤めてみて難しい面がた

くさんあると感じた。

・勤務する前は母子生活支援施設についてほとん

ど知らなかった。(テレビドラマで見たことは

あったが、 00市にあることは知らなかった)0
・わからない状態。働いてから学んだ0

・面接の持、子どもたちは活発と酷いていたが、

すごく活発だった。

.こにどもたちとやってし、かなければならないこと

に、不安を感じる 0

・古い寮だった。見た自コンクリむき出し。雨漏

り。職員少なし、。でも色々やっていた。

-親との関孫難しい。母親から苦情。錨人の家ま

で、説明しでもちょっとしたことで電話があっ

た(以前は職員の電話番号を貼り出していた)0

・昔の母親は収入少ないが、前向きだった0

.最初は学童の面倒を見ればいいのかと思ってい

たが、お母さんとコミュニケーションを図らな

いと仕事にならないと思い、早く信頼関係を作

ろうと努力した。むこう(お母さん)から話し

かけてくることはないので子どものことを通し

てこちらから話しかけるよう努めた。

・どんなことをするのか最初わからなかったので、

色々なことをするんだなと思った。

(少年指導員の仕事について:特に主任がいる

わけではない。先輩が教えてくれるO お母さん

達と面接をすることはなL、。合ったときに子ど

ものことを話すくらいで、地は母子指導員が話

す。)

・「母子生活支援施設j という言葉は知っていた

が、「保育園より下のランクJという認識であっ

た。母子生活支援施設に行くのは自分の成績が

悪いからだと思っていた。このまま辞めるか、

母子生活支援施設に行くかの選択で、もう少し

働きたいという思いで母子生活支援施設に仔く

決心をした。ここへ来て、びっくりした。家援

内の乱雑なところを見てしまって、すごい所に

きたと思った。保育関では子どもの送り迎えを

し、時期内での保育をすることが自分の仕事だっ

たがここは、母子生活支援施設での生活のなか

に入つての仕事で、ずごくしんどい仕事だと感

じた。最初の仕事は、流しに詰まった納豆や米

等のゴミを取る仕事だった。辞めたいとも患っ

たが、 3ヶ月頑張ってみようととりあえず続け

た。理事長からは、とりあえず1年やって、 1

年間行事を全てこなせば考え方が変わるかもし

れないと言われた。それから、とにかく意地で

頑張った。「先生、途中で辞めたんだj っ

われたくなかったから。

・以前に、ここの実習をしていて、すごくいい施

設だとおもって受けたので、採用してもらって

嬉しかった。
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-前の母子生活支援施設に勤めていた時はやりが

いがなかった。人間関係が特殊で、いろいろあっ

て、移ることが嫌だった。移ってみると、やり

がいがあった。施設によって雰閤気が違うと思っ

た。何故、施設によって(同じ母子生活支援施

設でも)やりがいの温度が違うのかと思った0

・母親達の環境は今と違っていた。今は落ち

ている。以前は、子どもの事を考えないチンピ

ラみたいな母親たちがいてびっくりした。

しかった。自分の知らない世界での仕事で興

味があった。

・こういう施設があること自体知らなかったし、

母子世帯ばっかりいてびっくりした。当時のほ

うが大変だったということはなL、。人生の縮図:

社会で起きることが先にここで起きるって感じ0

・母子生活支援織設のイメージはあった。最初半

年はパートだったので子どもと関わることが多

く、母子生活支援施設という意識はしていなかっ

た。正職員になってから意識し始めた。

・全てに対してわけがわからず、戸惑った0

・特に何も思わなかった:母子生活支援施設につ

いて、名前は知っていたが内容についてはまっ

たく知らなかった(役所の中でもここの施設に

ついて知らない人は多い)。

・わからなし、。

・最初、法人全体の採用試験を受け、保脊士にな

ろうとしたが、その中に母子ホームがあること

を知り、そこなら空きがあるということで、自

分も母子世帯ということもあって、ここへ来た。

職員の一人としてお母さん達をサポートしてい

こうと思った。

2 )この仕事で大変だと感じたとき・こと

-子どもへの対応や、母親との会話、声かけなど、

自分が仕事を出来ているのか不安。まだ、っか

んでいない。子どもの年齢が様々で、対応が片

ってしまうこともある O

-親が近くにいるので子どもを思いっきり叱れな

L 、。

、方一つで、母親のとり方が違うので大変。

-母親が、ストレートに取ってくれない。こちら

の意国(お母さん達への想い)が伝わらない。

受け取り方の違い。

-人間が相手の仕事なので、難しし、。特に個人の

プライパシーの問題(どこまで立ち入って仕事

治まできるのか)0

・母親たちと話す時。自分から こない

、の問題)0

・相談されて返答に国る。

・最初の頃 22・23歳の頃に母親から iC先生は)

若いから、わかんないんだよねJといわれて悔

しかった。今は、施設の決まりを母親がやぷる

時に、話をする仕方、どうやってもっていくか。

話の仕方は、うまくいけば、よかったと思うO

どもといるせいか、やめたいと思ったことは

ない(臼々いろいろあるが……)。

-親との関わりで、あわないと難しい(最初良く

ても)。

-共同生活なので、もめ事が出てくる。それ一つ

一つに職員が対応していくこと。

・大きい(年長の)子どもへの対応。子どもの日

やクリスマスの臼なども、小さい子たちのよう

に乗ってこない。朝に「いってらっしゃいJ、

夜は「おかえりJくらし、

・コミュニケーションのはかり方が難しい 苦手

な人を作らない様に、誰とでも話せるように。

意識して。

-各家庭で支援の仕方が違ったり、子どもに対す

る考え方の違いから来るトラフソレ。入居者同士

の解決の仕方が難しい(子ども同士のトラブゾレ

は解決できる)。自分は、結婚していないし、

どももいないから、どこまで口出していいか

が難しし、。

・いろんな状況の人が入所してくる。その人(逃

げてきた人)宛に電話が来ると対処に鴎る(ま

だ、慣れていないため)。

ども逮と話をしていく中で、自分が伝えたい

ことが伝わらないとき、一人の人間としてっき

合う上で大変だなあと思うし、それは職員との

閥、職員同士においても ることだと患う。
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仕事が忙しい時は大変だなあと思う。

-人間相手なので、誤解されたり、思ったように

伝わらない(それぞれの人生があるから)のが

難しい。

-最初の頃、母親と前夫が子どもの取り合いをす

るのを見て、どう対臨したらいいのか大変だと

思った。

・信頼関係が揺らいだ時(色々やっても母親が引

いてしまう時、気まずくなった持など)。

・母子の姿は人それぞれ違うので、それに応じて

気を配らなければならないと思う。

-新人の頃、入居者の方が古く、色々な事を知っ

ているので、信頼関係を作るまでに時間がかかっ

7こO

-自分の考え方と母子生活支援施設に来る方々と

の意識の違い。自分の考えを押し付けることは

できなL、。例えば、食生活については、調理を

する匂いが全くせず、買ってきていたり、カッ

プラーメンなどが多い。

っていて、母親との関わりは時々ある。

母親から i(先生は)生んで育てたことないの

に」と言われるとつらい。一番落ち込んだのは、

自分は子どものことを考えて帰宅の遅い母親に

もっと早く帰るようにアドバイスしたが、その

母親なりに仕事を終えて精一杯早く帰宅してい

たことを知らずに指摘し、母親の精神的な負担

を増やしてしまったことだった。母親は他の職

に相談していた。もっと母親の状況を記握す

べきだったと思う。

った当初は、子どもの暴言lこ驚き、対

応 した。今は、子どもに対して一つひと

つ声がけしている O

-年上のお母さんが多い(自分より年下はいない)

ので、子どものことを話すときに難しい。

-信頼関係を継続していくことの難しさを感じた

持。

-自分が落ち込むとき。入所者と価値観が違う

(年が離れている等で)ことで、なかなかわかっ

てもらえずからまわりしてしまう O そんなとき、

辞めようかと思う。
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-自分のやり方がまずかったと思うが、分かつて

もらえないときは、伝えることの難しさを感じ

る0

・夜間(夜 6: 00""'"朝 8: 00)は職員がいないの

で、その関は何が起こるか分からない。

・人間関係。職員同士や母親との関係。母親は自

分よりも人生経験が豊かで、新卒の自分が接す

る事の大変さ。辞めたくなるのも人間関係の間

した時である 0

・こちらが入居者のことを患ってかけた言葉に対

して「干渉しないで !Jといわれると、こちら

の想いが伝わっていないんだなと感じる O ふと

した持(常時ではない)、何気ないやりとりで

難しさを感じる O

• f可かあった時には携帯で主任へ連絡が入ること
になっているが、すぐに対応できない(対応が

難しい)。

-特に緊急、入所 (DV関係など)の人が入った時

は気を使うO そうした場合は携帯の番号を教え、

相手の番号も聞いておく。

どもたちは男の先生を求めてくる O 自分でな

ければ……と思;ぅ 0

・低学年はOK。高学年は手に負えない。

・精神痕患を抱えた入所者の対応に翻っているO

現在は、人格障害の入所者に振り閉されているO

精神科の医師と連絡をとることが難しい。臨師

やPSWからの連絡はないが、連絡をもらえる

と楽になると思う。(以前、あるクリニックに

2名の入所者が通院していたので、生保のワー

カーと病院へ説明に出向いたが、病院スタッフ

はとても高姿勢だった。生保のワーカーとの関

係は、最初は施設職員が母子の状況を説明し、

ワーカーへアドバイス(就労の促し方など)す

るなど、理解されるまでは大変だった。現在は

担当者が変わっても施設との良好な関係が引き

継がれていき、フットワークが軽く、協力的)

・女性だ、けの職場ということ。

関して:野外活動から帰ると子ども達は

母親に「っかれた，.....， ! Jとそこだけを報告する。

楽しいこともあったはずなのに。それを聞いた
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母親は、行事で子どもの休みを奪わないでくれ、

そこまでして行く必要があるのかと言って来る。

3 )この仕事でうれしさを感じたとき・こと

-子ども達が退所しでも遊びに来て、成長した姿

を見ると嬉しい。

・お母さん達から「ありがとう」といってもらえ

ると嬉しい。

-子どもから「ありがとうJとおネしを言われた時0

・子どもから、子どもの自身のことについての相

談を受けたとき(時にはお母さんと接する時も

ある)。そして、お母さんから感謝されたとき 0

・お母さんの仕事が決まった時(自立の第一歩)0

・すと、もが成長して、いい状態で退所したとき 0

・自分は、毎日子どもの気づいたことを書き留め

ている(個人的に)。それを振り返ってみると、

「子どもはすごいなあJと思う O

-子ども達とうち解けたとき(うちは少年指導

員がお母さんと直接面接することはない。)

-子ども達がまとわりつく。

・お母さんが、世間話とか仕事の愚痴とか子ども

の話等をしてくれたり、子どもと遊んでいると

きは楽しい。

と少年指導員の仕事について:お

母さん遠の行事は母子指導員の仕事。学習室の

担当は少年指導員。お母さんが少年指導員にも

椙談にくるし、そんなに少年指導員、母子指導

員だからという、[R別はない。)

.二乙どもの成長が見えること。

・すと、もたちに自分の名前を覚えてもらって、一

緒にいてよかったと思う。

-自分違を頼りにしてくれて、自立に向けて、お

母さんから「先生いてくれて助かる」と言われ

たとき。

・いろいろなタイプの人に、出会える O →自分も

成長できる、学べる O

-入所者が、将来の見通しがついて、自立して退

所していく時に感じると思うが、まだ経験はな

L 、。

-人闘相手の仕事が好き。

-どう自立していくか、母親と意見が一致し、

際に自立していく人を見たとき。

• J護所後に様子を知らせる葉蓄を受け取った時0

・子どもの病気(精神的なものを含む)や色々な

問題に改善が見られたとき O 自分も関わってき

たのだとやりがいを感じるO

・櫨雑な問題を抱えている母親の気持ちが落ち

き、心を開いてくれたとき。

-母親が精神的に自立して、資格を身につけるな

どして意欲的になって、母子生活支援施設を出

て行った時。

(若い時は、母子指導員が母親を担当し、少年

指導員が子どもを担当すると思っていて、母と

関わることは少なく、子どもをみてきた。ここ

10年間で、母親をみることも大切だと思うよ

うになった。自分の年齢もあって、アドバイス

できるようになった。)

・クリスマス会、法人内での交流会、福祉会等の

行事で、子ども逮が、踊りや歌、器楽漬奏をす

る場合、最初はできるかどうかという不安を抱

えるが、やってのけると、頑張ったなぁと嬉し

くなる。子ども連のほうが度鞠があって、こっ

ちが緊張していても当の本人達は「先生、まだあ

(出番) ?Jと笑顔安見せる。数をこなしてい

る分、子ども遠のほうが強くなっていると思う O

・具体的にはない。入所者は正誼に話さない。本

人の話しと実際とは違うなと感じるO

. I先生と話してちょっと楽になったJと言われ

たことが嬉しかった。自分が必要とされている

と感じた持、嬉しさを感じる O ここ 10年間ぐ

らいでこのような嬉しさを感じるようになった。

今の若い職員は母親への対応は上手だと思う 0

・毎日楽しい。やりがいがある。

・子どもの成長を見たとき O

・口下手な母親が、子どもへの愛情を表現した時0

・保育閣とは異なり、子どもの様子が毎日違う O

・何日も前から、みんなで準備をしてきた行事が

終わって、子どもの笑顔がみれたり、「楽しかっ

たよー」の一言が聞けることが嬉しい。

(行事の準備は少年指導員、母子指導員とも特
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にIZ別無く一緒に行うが、母親の菌接等は少年

指導員が直接行うことはない。)

・子どもが成長したなと感じるとき、嬉しい0

・子ども達の家庭訪問(学校の先生による)の時

に、入所者のお母さんが子どもの損任の先生に、

「事務所で一番信頼している先生です 1Jと告

分を紹介してくれたときは嬉しかった。

-母の日に子どもから特別にプレゼントをもらっ

たり、修学旅行のお土産をもらったりすると嬉

しし、0

・母と子を含めて、自立して幸せになると嬉しい。

また、自分遠の言っている事が伝わると良かっ

たと感じる。

・子どもから「先生、好き」と言われたり、母親

から「ありがとうjと感謝された時。

・お母さん達に「ありがとうJと言われたときO

4)母子生活支擾漉設の職員として大切なこと

(1むがけていること)

・思いやり O 棺手の立場に立って考えてやる

いろんな人生を否定しないで、受け入れてやる

こと。多少のことではもう驚かなくなっている。

小説よりすごい人生の方もいる。

・その時々のお母さんや子ども達に対する気配り。

お母さんや子どもも人間だから、いくら向

つでも受け取り方が違う O どういうときに

ったら受け取ってもらえるかが難しし、。

・信頼関係(する、される)。こういう気持ちが

ないと相手も何も言ってくれない。

(最初は、お母さんと話をしなかった。)

・とりあえず、みんな平等に。子どもに対しでも、

必要かどうかを見極める。かまってもらいたい

子ばかり寄ってくるのでO

-母親との信頼関係。保つのはどうしたらいいの

か。

-説得力。どのように伝わっていくか。伝えていっ

fこらL、いか。

・生保受給のお母さんに対して、少しでも自立に

向けて、稼働に向けて援助0

・資格がないので、専門家ではないが、儲人のプ

ライノてシー しつつ、自分の子育ての経験

を生かして、若い母親に対して指導や手助けが

出来たらと思っている。

-母親の生育麿を重視してあげられれば良いと思

う(生育麿を見て援助してあげたいと思っても、

本人の行動をみるとその気が、かき消させる感

じもある)。

-入ってる方の気持ちを理解(共感する。利用者

側にたった理解)しての言葉がけが大事。もち

ろん、共感ばかりでは支援の上でダメなので共

感しつつ、こちらの考えを伝えるよう働きかけ

る必要がある。

・l.liHこ、「モット -Jとかでは無いけど、 4月で6年

自になる。その関で思いやりを持って接しない

と相手は心を開いてくれないということを学ん

だ。自分が笑えなくなったら終わり O 子ども達

は自分のちょっとした変化をも見逃さない。寝

てなくて自が腫れていれば「先生どうしたの?J、

時計一つでも普段と違う物をすれば「いつもと

うよ、何かあるの?J、報装や化粧が違えば、

時に幼児においては「誰だろ ?Jということに

なる。敏感な子ども逮は、自分がムッとしてい

れば「先生、怒ってる。Jと思うだろう。笑顔

を大切に、笑顔を絶やさぬようにするようここ

ろがけている。

・その人によっていろいろな事情があり、悩みを

開いてもその人に合った対応与を考えていくこと

が大切。

・害Ijり切った援助が大切(実母と母親、母親と子

の関係安親子として系統付けて見るのではなく、

あくまで、母は母、子は子という一人の人間と

してのとらえ方)だと患う。

・お母さんと接する中で、親身になって話したり、

相手の立場になって考える。

・仕事や人間関係について相談された時、自分の

と周聞の意見をすりあわせて、自分の意見

を押し付けずに、お母さん自身へ投げかけてい

く。

・笑顔を心がける

・信頼関係(昨年くらいから)。お母さんに対し
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ても子どもに対しでも。

(以前に、子どもを病院に送るために、実習生

に部麗をみていてもらったことがあり、お母さ

んから注意を受けた。一度信頼関係が崩れると

難しい。)

. I人を理解する。」ことは、難しし、。自分の観念

でしない様にと心がけている。

・一人一人の関壊に耳を傾け、各母親がどう自

していきたいのかを開き、心理的サポートを合

め支援してし、く O

・自分の考えだけでなく、他の社会資掠を十分活

用する。

・精神的にパタパタの状懇で入ってくるので、そ

こから立ち誼るのには、このようにしたらと

う、具体的なアプローチが必要。

-施設が狭いので、母子が毎日鍵壊的に暮らせる

ように配麗している。

-母親と信頼関係を築くこと。信頼関係が出来る

と、こちらからの提案を受け入れてくれるO

-母親は入居時、精神的なダメージが大きい(ボ

ロボロ)ので、気持ちの面で寄り添うことが必

要だと患う O 次に環境作り、生活の基盤作りが

必要。

-社会の中で、その人らしく H 生活できるように、

本人の個性を大切にして援助すること O

・勉強不足って思っている。

-社会'情勢の中で社会福祉がどう変化しているの

か把握する必要性

・入所者をどう受け止めるか大切では? →問題

解決のためにどこと関係を持ったらいいか、敏

速に行動できるか。ネットワーク作りが難しL、0

・「常に学ばせてもらうJという姿勢。母親にア

ドバイスをする時も、上からではなく、学ばせ

てもらっているという態度で接する事が大切だ

と思う。

・一←どもが見てちゃんと手本になれるようにする

こと O

-人に対して下品な態度は良くないなと思う。

・お母さん違が信じて生活できる環境を私達が作っ

て、お母さん達が安心して仕事に行ける施設を

私達が作っていく O 子ども達が自分の家にいる

感じで{保育されるようにするO

・ここでなくてもそうだけど、信頼関係は大切だ

と思う O 母と子であれ、職員と母であれ、職員

同士であれ、信頼関誌がないとやってけない!

信頼関係を作り上げるため、小さな報告(子ど

もが'怪我した等)をするようにしている O

・保母になる時、友達(男性)から、「自分は小

さい頃、『先生』と名の付く人にすごく影響を

けた。自分にはできない。あんた連は2年間

の学習で人に教える立場に立ててすごいね !J

と言われた。この言葉を常に忘れないようにし

ている。

-心と心のつながり O 偽りなく、愛情号をもって接

しないと杷手に伝わらないと思う O

向けた厳しい対応

・ここに入所している母子世帯と地域の母子世帯

が輿なるとは思わないが、ここの入所者に対し

ては、自立を考えてもう少し厳しい対誌が必要

だと思う。母子生活支援施設を無料アパートと

考えていたり、都合のいい部分だけ利用してい

る人がいる O

5 )職員の研修

①施設外研修

施設外の研接では、大部分の施設において、

「全選母子生活支援協議会研修セミナ-J • I北海
-東北フ守口ック母子生活支援施設研究協議会」・

「全国母子生活支援施設職員研修会J・「全国母子

生活支援施設協議会研究大会J• I札幌市母子生活
支援施設連合会職員研修会や施設見学J(札i鹿市

の場合)などを中心に、施設内で職員が交代で出

席しているO 他に、一部の職員から施設外研修と

してあげられていたものには、以下のものがある。

-全国職員研修で、実際のケースについて、クツレー

プでディスカッションしたことは、{也の施設の

人とも知り合えたこともあって、役立った0

.全国施設長研修会

・全国母子連の研修会
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-全国直接処遇職員研修

・私保連の研修でロールプレイなどに参加

・札幌市の研修会で必要なもの(救急、公衆衛生、

ど)0

・社協主催の研修で必要なもの

・市社説による「横浜市交換研修生(2泊3日)J

は施設負担)

・連合会による東京ひまわり関(太田区)の研接

・森田ユリの「子どもの虐待J(ローjレプレイ有

りO 実践的でよかった。)

・社会指祉施設で主催している「広報」の研究会

(札幌)←自分は施設内新聞の担当をしている

ため。

-救急救命セミナー(1回)

・札幌市の子どものケースワークの研接。リフレッ

シュできた。

・早期療育

・アメリカ研修

・シンガポール(企業の主催で、春休みに子ども

を引率していったことがある)

-新任保育士研修(道)

・市の職員研鋒(母子に関わる職員は全員出席)0

・子どもの海外体験の旅(入って一年自の時、

どもを引率してー逓間くらいシンガポールとイ

ンドネシアへ)

・援助センターの講漬会

・道社協プランの職員聞の旅行、その地域の母子

生活支援施設・施設を見学する(沖縄へ行った)。

しかし一方で少数ではあるが、「施設外研修は

出たことがない」あるいは、「施設外研接には施

設長が参加しているJといった声もあり、路設問

での偏りがあった。

②擁設内研修

施設外の研修に多くの職員が参加しているのに

上七べて、施設内研修では、大部分の施設が「特に

なし」と答えていた。少数ではあったが、施設内・

法人内の研修を行っているところの内容は以下の

通りである。

-月 1回、心理士 (MSW経験者)を講師に学習

会を今年より実施。目的は、職員の気分の解放、

支援方法や援助技術の学習。職員は当直以外は

全員参加。法人で予算をつけている O

・法人内研修(年 2~3 回、全員参加)0 (菌児は

延長保育に漬ける。)

・パソコンの講習会(ホームページの作り方)

・法人内研修(年3回、全員参加、講師には弁護

-歯医者・病院の院長等)

・交流会(3施設・保育器 2)。

・薬の飲ませ方など必要に応じて勉強会安行う 0

・法人内研修で「子どもの風邪や病気になったと

きのサイン」という内容の講演があり、それは

役に立った。熱が出ただけで母親は、病院に行

きたがるけど、そんなとき具体的に対応できる

ようになった。

・法人で年1間の研修(講、演会、理事会との会食)

・年1問、同系列での見学研修 (4年目まで必修)

・アメリカ研修の報告会(2時間)

また、「特別に設けておらず、必要に応じて、

各自が独自に勉強している」という方法で、ある

いは、 i{可人かで本を読んだり、自分が行ってき

た研修会のことを話したりする」という形で学習

を積み重ねている回答もあった。そこには、「延

長勤務になり、自分から積極的に働きかけないと、

時間的に難しいjといった声もあった。

これらの施設内研修の少なさを補うべく行われ

る「ケース会議(処遇会議・事例検討)Jといっ

たものについては、「月に一度、全員参加、報告

+疑問についての話し合い」や「繍設内では処遇

会議の中で事例検討を最低でも丹に 1回、後は必

要に芯じて行っている。今後はより頻繁に事例検

討会が実施されると思う。連格簿を作成して、

員で情報を共有していく努力をしている。」といっ

た定期的に設定されているものから「ケース検討

は必要に応じて行う。担当の先生の意見に対して

他の先生から劫言する。J、「定期的iこは行ってい

ないJといった必要に応じて行っているところ、

さらに「ケース会議は最近はない。」という回答



90 

もあった。

また、その内容にしても、「ケース会議は(必

要に応じて)連絡伝達程度J、「職員会議の時」、

「ケース会議:イ可かあれば逐一話している。連絡

的なもの」、「個人的なアドバイスは有る O 情報交

換も有る」、「何かあると職員で集まって、まめに

話し合いしている。連絡を密にしてないと職員に

よって対応が違うということになってしまうので」、

「毎日たえず入所者のことをスタップで話し合っ

ているJ、「ケース会議はしないが、何かあれば、

いる職員悶士で諜子を把握しあっている」、

的なケース検討はやらないけど、毎日の打ち合わ

せはする」といった職員会議あるいは情報交換を

もってケースの検討の時間としている施設も少な

からず存在した。

③偶人的に参加している研修

職員が倒人的に参加している研修についても、

「なし」という回答が多かった。それは、どこで、

どのような研修が行われているのかを知らないと

いった情報をしらない間いことと、「今のところ

は余格が無いので新たに研修を探す予定も無いJ

という声にあるように日常の余裕のなさから、そ

こまでは手が自らないという現状もある。

少数ではあったが、これまでに参加した

ことがある研修については、以下の通りである。

-北屋大(出身者)の研穆会(少年犯罪など)

・児童虐待訪止協会の例会、グループワーク研鑑、

レクリエーションの研修

・自分の所属している宗教での研修会:教育相談

(カウンセリング、積庭、パウムテスト)の研

諺(適に 1回通ってた)。

-救急、講習

・かんだゅうこさん(心理学)主催の研修会に通っ

ていた。途中で辞めたが、「自分を高めるJと

いう内容の研修会であった。

・カウンセリングセンターの l級の講鹿

・社会福祉主事の資格取得(全社協)

・グループワークの講鹿(市のグループワーク講

康の l期生)

・子どもの学校の父兄を対象とした講演会など。

③今後の研修への要望

施設内外であっても、また個人的にでも、今後

受けてみたい研修の内容についての要望について

は、「母親への対応の仕方Jを中心に、様々

見が出ていた。

-他の施設の職員さんと話せる場があれば色々勉

強出来ると思う。

・母親への対応。子どもの学童心理、どういうこ

とを考えているのか、なぜ嘘をつくのか。

・少年指導員向けに、子どもに対する接し方、遊

び方0

・これって言うのはないが、全選とかに行っても

DV等の話ばかりなので、自分の専門(子ども)

をテーマにした研修会のほうが、自分には有利

だと思う。

う所で問じ仕事をしている人と話をして、お

母さんと話す時のことを開きたい(自分が若く、

お母さんたちは年上なので、話しにくい)。

・ネレクト関係の勉強をしたい。関係機関(学校

など)とどのように連携をとればよいか、どこ

まで介入できるのか(市や児童相談所でも母子

生活支援施設について知らない人がいる)。

・カウンセラーに、人の話しを聞く上で、相手の

考えを引き出す方法について(今の方法でいい

のかどうか?)。

・市の施設研修で、子どもとの接し方の講習会に

出たい。子ども同士のけんかへの対応。

・ク、、ループワークについて:子どもたちを自分と

しでは、まとめているつもりなのに、まとめら

れていない。高学年の子どもには「まとめなさ

い、力ずくでとJと言ってしまっている。

・実践的な話をもっと開きたい。事例研究も必要

だと思う。

・今のところは希望する研修も無し。

・その時代で問題になっていることについて学び

たい。自分も考えていきたい。



母子生活支援施設の評価とソーシャルワークに関する研究 91 

(例えば、農待について、行政としての対応、

施設内での対応など)

・教育基本法の見直しについて

・法律的なこと(破産宣告、債務整理など)につ

いて勉強したL、。

(以前家裁に向行したことがある。生活保護に

しなくても債務整理をして、少しずつ返済して

いく方法があると聞いたので、勉強したい)

・電話の受け答えに困るので、言葉使い等、そう

いうのをききたい。

・色々聞きたい

・たまには仕事を離れて「ああ、そういう世界も

あるんだなjと思えるような、そういう軽い話

を開きたい。

-相手の気持ちを考えながらの対応の仕方。母親

、自分の気持ちの伝え方。

どもとの接し方はうまくできるが、母親への

接し方は難しい。

・自分にも子どもがいるので、今の時代の子育て

に関しての講演は開きたい。

-母親との接し方 iこういうときに、こういう

対応をじという呉体的な内容(ロールフ。レイ

を含む)の講習に行きたい。

( 3) 母子世帯への援助の実際

1)様々な援劫

ここでは、インタどュー全体に渡って話の中に

出てきた、日頃の援助の実践について、ケースの

プライパシーに抵触しない限りで紹介していく。

そこには、職員の先生方の日々の「がんばりJが

みられると同時に、援助の実際場面におけるお母

さんや子どもへの対応の「ヒント」のようなもの

も読みとることができる回答もある O

-どうしでもそりが合わないお母さんとはどうす

るの?→伺でも話しかけていく O くだらないこ

とでもはなしかける O 私の考えがわかってもら

えなければ何度でも話す。

・そのケースの担当として、(自分は)本人

めるタイプ。その人と向き合おうとする。

-ここに居る間はあなたと一緒だと伝えるO

-入所者に、一人で悩んでないで、働くことが大

切だと言い続ける。

・知的障害のお母さんへも、もっとほめてのばす

ようにしている。

-朝番の職員が子どもを起こして、保育調へ送る

(お母さんは仕事で 5: 30に出て行くため。そ

のときは、自動ロック時間を平めてある)。

-昔は、夜勤の看護婦も踊設内にいて、夜間の対

応もしていたけ入学童の子どもを泊りの職員

が見回りしていた)。

・お母さんは、社会に出ることが、評{髄を得たり、

考えたりする機会になる。

-仕事が長続きしない人もいるが、その人は、別

の仕事は合うかもしれないと思っている。だか

ら、腫用状態が悪く、すぐに首になってしまう

ケースも追求しなし、。他で仕事を探せば良いと

って、前向きの指導をしていく。

-母親に対して:前夫の関係もあって、母親は不

安定で、子どもにもさつい事を言っしまう。

どもに対して、すぐにあたってしまうとこを仲

介してあげて、謂節しながら対応している。

「寂しかったら電話してね !Jと、施設長や職

員の携帯番号を教え、いつでも話が出きるよう

にした。翌日の朝すぐお母さんのところへ行っ

て、もうー匝話を聞いてあげる等の工夫もした!

・母親に、 iC自分は)あなたの問題を一緒に考え

る人jという立場を伝える。

-子どものおばあさん的存哀だということもアピー

ルする。

・就労先の確保をしようと、ハローワーク(ここ

では、いい人と悪い人がいる)や、就業指導員

(もとハローワークの人)から情報を得て援助

する。

-子どもに対して:子どもも(親と同様に)人と

接することが苦手で、学習室でも隅っこに一人

でぽつんと居るような子だったが、学習室活動

を通して、友達と仲良くなったり自己主張でき

るようになった。基本的学習習慣(-E3の流れ:

帰ったら手を洗って、勉強して、等)を身につ
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けさせるよう支援した。

・相手が「嫌だJといえる間柄にする O 監視され

ているという関係にしない。

-私は人事異動があるが、母親はここから逃れら

れない、母親にとって必要な場所であることを

忘れない0

・子どもに対して:アトピーがどんどんひどくなっ

ていく(曲がにじむくらい)ので、薬を預かつ

て面倒を見た。初めは、母親を求め「ママ、マ

マJと泣いたし、職員に対して「来るなJとも

言われたが、時間をかけて対応し、職員は頑張っ

て薬を塗り、アトピーを治した。お医者さんが

「こんなにきれいになったよ!Jと励ましてく

れたこともあって、本人もそれを励みに頑張っ

た。「先生ありがとうJと言ってくれた。

・母親にとって母子生活支援センターは家でもあ

るということを忘れなし、。

-母親が母子生活支援施設に帰ってこなくなった

ため、施設長が子どもを一時保護というかたち

で児相へ送り、養護施設へ。その人の賠室は、

小ハエが飛んでいるような部屋で、どこに何が

あるのかもわからない状態だった。職員総出で

子どもに持たせてやる物を探した。

・この母親は子どもにちゃんと自が届いておらず、

どものエプロンがつんっくてんだったり、お

しぼりにカビが生えていたりといった状況であっ

た。これに対して、どんなに(子どもに)知的

に遅れがあろうと幼かろうと「新しい物」や

「お母さんが用意してくれた物」をちゃんとわ

かっていて、嬉しそうにする子ども遠の姿を知っ

ている先生の立場から、当然、「子どもの成長

に合わせて物を準備するのは親の役告である」

ということをこの母親に伝えようという取り組

みにでる。かといって、説教じみた言い方をし

てしまえば、こちらの想いを受け取ってもらえ

ない可能性の方が高いため、あくまで「子ども

が部らないように用意して欲しいんです、協力

して欲しいんです。Jというアプローチで母親

に関わるo ~患の方でもエプロン等を用意するよ

うにしたが、これに関しては、押しつけになら

ないよう母親には報告していない。

・自分自身を客観視してL、かなければならない0

・相談を受ける時、自分の考えは言うが、決める

のは本人(母親)だと伝える。

・長女の育児をすることで母親の負担を軽くする O

生活援助(畏い物等)も行う。長男に鑓膜炎

(生後7-8ヶ月の時)の後遺症が残ったため、

障害児訓練施設に通わせる。その送り迎えを職

も手伝う O パス利用が可能になる前までは、

母親がタクシーで連れて行ったり、職員が連れ

て行き詰iI練が終わるまでそこで待っていたが、

パスが痩えるようになるとバス停までの送り迎

えを、母親または職員が行った。

・ここの施設を選んだのだからやってみなさいと

うO 母親がやってみたいと，患っている時には、

チャレンジしなさいと言う。

-保育士だけでなく、様々な職種の人が必要だと

つ。

-子どもに対して:育児支援。アトピーがひどく、

薬の種類が多いため、職員が保育罷へ薬を塗り

に出向いて行く。薬が少なくなったら母親に声

をかける。子ども中心lこ援助。

・現在行っている支援(母親が働いているため)

入浴ケア(時賠が決まっている。母親の帰りが

運いため)、朝食対応(母親が朝起きられなかっ

たり、食べさせられなかったりするため)、休

日保育(何年か前までは基本的に休日保育はやっ

ていなかったが、母親が何度も交渉を続け、施

設慨がそれを受け入れる形となった)。

・母親の目的が職員と一致したので、それに向け

ての計画作りを一緒にした。

-母親に対して:夫が間じ市内にいたので、早く

逃げる必要があった。外出もできず、賢い物は

職員が行った。うまくいって、夫と会わずに他

市へ逃れる事ができた。母子が逃れた後に、

夫が保護持と共に訪ねてきた。

・ある母親は頼る家族もおらず、いつも泣き顔

(もともとの顔の作りもあるとは思うが)のよ

うな方だったので、ゆったりとした気分になれ

るよう、声かけをしたり、話を潤いたりしてあ
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げた0

・生活保護費の遣い方について、主任より、クレ

ジットカードを処分するように注意。生活保護

を打ち切る事を目標にして、路設で積み立て

(寮費を大自に納めて、差額を貯金、児童扶養

の貯金)をするなど職員が支援。母親との

話し合いの中で決定していった。

・延長保育の時間もお母さんが安心出来る保脊を

提供した。テレどを見せるだけとかではなく、

して子どもと一緒に母親の帰りを待った0

・母親は必要な援助を積極的に利用し、職員に対

しても対等に話しをした。

・ここへ来た当初は、 DVケースを前夫から守る

ため、職員が代行で役所に行ってあげたり、ま

た区の役所が誤ってここの住所を前夫に言って

しまったとのことで、いろんな機関(区役所、

警察等の関連機関全部)と連講をとり対応した0

・職員が、生保受給はいつまでも継続できないと

伝える。母親の親が児童扶養手当を貯金してい

てくれていた。これを元手にして職員と生保ワー

カーが連携して生保受給を打ち切り、自立へと

導いた0

・子どもが病気になったときは母親の代わりに病

院に連れて行った。

-母親が不在中の保育

-子どもの母親に対する訴えを聞くようにした。

加えて、子どもの岩場所作り。「お母さん、鬼

だ」と子どもは言っていた。子どもに告げ口を

させることにならないように気を遣った。

-掃酪の援助:部屋の片づけが苦手(ベッドの下

にゴミがあるなど)な母親。沫で食事するなど、

生活習壊もできていない。母親は職員の入室は

拒まないが、部屋は片付けない。一度、職員が

総出で掃除に入ったが、その時はすぐに元通り

になってしまった。→2年後、声かけして、

任と用務員が揖除に入ることを母親は認めた。

その後、職員が点検に入るようになった。→今

度は部麗のきれいさが維持できた。部躍がきれ

いだと、友人を招く事ができ、(母親も)その

楽しさを知って清潔さが{保持されるようになっ

た0

.こにどもに対して:正しい生活習壌が身について

いなかったので、注意するなどの声かけをした

床で食事するなど、生活習慣が出来ていない。

2) r自立J援助への成功率例~その理部
ここで、は、施設職員自身が f自立Jへの援助が

うまくいったと思う事併をあげてもらう中で、

「なぜ、その事例がうまくいったと思う(考えた)

のか。」についての回答を列挙していく。

-この母親が、職員を受け入れてくれたから。

・お母さん自身に自立しようという気持ちがあっ

た。実家の後押しがあった。こことの信頼関係

ができていた。頼ってくれていた。信頼関係が

築けたのは、夜でも拒否せず、「淋しいねj と

か、「大変だね」等とと話をきいてあげたから 0

.こちらの働きかけをお母さん自体がとても受け

入れてくれていた。それは、なにげない言葉か

らも感じられた。行事参加においても、妻子意的

態度だった。他の母親遠からの(嫉妬などの)

苦槽もなかった。

(どうしてこの母親はこうした援助を受けてく

れたのか?→休日保育の希望を施設側が受け入

れたこともあるだろうし、なにより、この母親

は、こちらが介入していかないと生活が成り立

たない感じだったので、「頼るとこは頼って行

かなきゃなJということを母親自身で認知して

いたとお思う。)

・心の援助と母親のニーズが合致したと思う。

(職員が伺かすごいことをしたからと言うので

はなく……職員はそんなに、力があるわけでは

ない。)

・お母さんの姿勢がいい口前向き。お母さんとし

ては大変だと思うが、正職への見通しもあって

うまくいっfこO

-母親自身が母子生活支援センターに入所する臣

的をしっかりともっていた。

・技術(看護士)があり、それにより高い収入を

f辱ることができた。
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・母親の目的がハッキリしていたので、必要な援

助について母親自身も主張し、一緒に考えるな

ど、母親からの積極的な参加があった。

・母親の要求とこちらの援助がマッチした。

-母親が自分を持っている人などで、こちらから

あまり言い過ぎないようにした。

(例:部僅の掠除をしない人だったがうるさく

ないようにした)

・母親から「子どもが病気の時、入院した特に先

生方が助けてくれたので、不安が無く頑張れたJ

と言われた。

・最初に頑張ることができれば、その後もやって

いけると思!う。この母親は今後も頑張っていけ

ると思う。

・どっちにしても子どもを預けるなら、ここで。

お金をかけて託児所に預けるより、ここで預かっ

た方がよいと思い、職員で勤務体制を変えてこ

のお母さんに援助した。今思うと自分をほめて

やりたい。毎日自分がするのは辛いかも知れな

いが、一週間に一回くらいであれば大変だと感

じなかった0

・他のケースとの違いは、母親の気持ちの問題。

自分を見つめた事が大きかった。

・子どもの為に頑張る気持ちが大きく、それが過

去には短大に落ちたのに、公立の看護学校に合

格したことにつながった。母親の殺も喜び、親

戚中に報告した(職員はきかっけを作っただけ

に過ぎない)。

・たまに訪問する生保のワーカーでは生活支援は

難しし、。訪問頻度が多くないと難しい。自立の

きっかけを作っていくのが職員の仕事。母親に

伝えるべき事は言いつづける事が必要。母親自

身が精神的に幼くても成長していく。いつか分

かつてくれると思う O

・うまくいく人といかない人との違いは、成育過

程での「いいモデルJの存在。この率的の母親

の母は、あたたかい人。その影響だと盟、うが、

この母親は食事をきちんと作る。食生活の習慣

は(一般的に母親の親の)大きな影響があると

うO また、母親が親としてのそデjレを持って

いない時は、母親としてどう振舞ったらいいの

かが分からないので、職員が教えたり、一緒に

やる中で学んでし、く。

(別の生保受給ケースの例で、掃除ができない

母親に対して、職員が掃除を手伝ったところ、

母親がきれいな部麗の居心地の良さを知り、整

理整頓を心がけるようになった。)

・職員が総出で揖除した事などがきっかけで、自

立に向けて母親が大きく前進した。声かけだけ

では無理だったと思う。

-子どもも母離のしつけができていなかったので、

生活が乱れていたが、声かけして指導すれば、理

解して実行できる子どもたちであった。親に生

活習慣について教えられていなかっただけだった0

・母親がこちらのアドバイスを開き、すぐに行動

した(アドバイスしでも行動に移せない人もい

るが……)。

3) r自立J援助の失敢事例~その理由
前項と同様に、援助が失敗したと思う事例につ

いて「どうして、その事例がうまく L、かなかった

と思う(考えた)のか。」あるいは、「そのケース

が心残りと思う理由jについての回答を列挙して

いく。

. r失敗」はやりすぎの時。甘えを知ると眼度が
なし、0

・どれが成功か、失敗か、見極めが分からない0

・個人的な感情のぶつかり O 喧嘩をして出ていっ

fこ。

-本人は素直な性格で、先生の言うことは反発せ

ずに良く開いてくれた。もっと長い自で見てあ

げられれば良かったかと思う。

・アルコール依存の母親① もっと早い段賠で、

治療できなかったかと心残り。母親は長期の入

院で親戚との関係なし。子どもは母子生活支援

施設で面倒みた。

・アルコール依存の母親②一入院させてあげたら

良かったかな。ひとりで静かに飲むタイプの母

親。
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-何が失敗なんだろう? 失敗とかはお母さんが

決めることだと盟、う。

・コミュニケーションを取る前に注意ばっかりし

てしまっていたから(夜遅くなったり、当番を

さぼると他の使用者とトラブルになるので)、

「なんで、こんなに周りは自分のことを子渉す

るの!!Jと取ってしまいダメだったのかもしれ

なし、。

-母親は破産宣告になったとたん仕事を辞め、仕

事に条件をつけ(長い時間はだめ、朝E手仕事は

いやなど)短時間の仕事でも長続きしなくなっ

fこ0

・トラウマから逃れきれず、男性を頼ってしまっ

たのではないか。

-同情しすぎ、就労指導などができなかった。

-入所当時から落ち着いて生活ができなかったか

ら、どうしたら落ち着いて生活できたかなって

思う。割と早くから「無断外泊Jをしていた。

もしかしたら、この施設を利吊していたのかも

知れない。ここにいれば、生活保護もうけられ、

どもを引き取ったから手当金がもらえ、

もかからない、おまけに実家ともうまくいって

なかったから……。全部わかててやったのかも。

友達に生保を受けている人がいたから、全く生

保に関して無知で、はなかった。

-母子生活支援施設に居る時は頑張っていたが、

社会に戻った時、男性の援助(生活)が必要だっ

たのか。母子生活支援センターに入所中も男性

とデートすることがあり、どう対応すればよい

か難しかった。

-経済的に自立していても、気持ちの自立ができ

ていなかったのでは(職員も援助したが)。

-入所当時は親の家に行けないと言っていたが、

生活保護になったとたん、親の家に入り浸るよ

うになった。親や兄弟が病気で審病しなければ

ならない、本人は足が痛いということで、仕事

をしなくなった。

・同じ状況の他の入所者は頑張っていたのに、本

人は甘えすぎだったと思う。

・やらなければならない事から逃げていた(働か

ず母子生活支援施設にいたが、トイレ掃除など

をしない等他の入所者から苦情があった)。

-自分はほとんど子どもと関わっており、母との

かかわりが少なかった。子どもの進路に関する

アドバイスを失敗した。情緒樟筈に関する知識

が欠如していた。母とは話はできたが、生活に

関わる話が出てくると、自分は担当も他の職員

へ引き継いでしまい、逃げていたところがあっ

た。

-保育醸の時は3歳児を相手にしていたので、今

のように思いが伝わらない難しさはなかった。

今の方が母親の問題も関わってくるので、難し

L 、。

-自分の力不足もあったし、入所してまもなかっ

たのでコミュニケーションが十分でなかったこ

ともある。事務所の体制も整ってなかった(もっ

と住み込みの職員に協力してもらえば良かった、

シフト表を作って職員で対応していけば良かっ

た)。

・もっと別の援助が無かったかという患い。

.こにどもがどうしているか心配。できることとし

ては、児謹家躍相談員安通しての児童虐待のチェッ

クなどが考えられる O

-手をあげる必要の感じられないことで、幼L

どもに手をあげていたり、襟首を摘んでいる場

面に出くわしたが、黙ってみていた。今思うと、

アドバイスをする必要があった。入所している

利点は、いい意味で人目がある点であるO 人の

家庭に口を出すというのではなく、アドバイス

することが大切。母親には自分に口を挟ませな

いような迫力がある。

・ーいどもを母親にアドバイスすることで体罰から

ってあげればよかった(この施設から、

相談所への児童虐待の通報例はない)。

・お母さんとの生活の中でアトピーが良くなって

いけば良かったのに、結局施設に戻されてしまっ

てホントに胸が痛いなって患った。この母親は

f母より女性でいたかったjのだと思う(この

子が少し大きくなってから会うチャンスがあっ

た。結属、母親と一緒に暮らすことはできなかっ
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たが、きれいな顔をして、いい所(児童養護錨

設)に行けて、大事にしてもらえて良かったと

った)。他の子どものことだが「俺はここに

居られないのか! ここにおいてくれ !Jとい

う子どもを母穀が帰ってこないために養護施設

に入れざるを得なかったケースを思い出す。

もとしっかりつながり合うことが出来なかっ

たとき(うち解けあえなかったとき)に自分で

も「あーあJと思う。「つながり合うJという

のは、一対ーでいるときに(集団のなかだった

ら他にも子ども違がいるからワイワイやってる

けど)、はたしてその子が自分に対してどのく

らい自分をさらけ出してくれるかで感じ取れる O

4)骨子世幣の指導や支援にとって必要なこと

ここでは、母子世帯への指導や支援について酷

いていったが、なかでも、就労支援の必要性が言

われていることから、「①就労のための職業訓練J、

「②就労探しの問題j、「③就労中の子どもの保育J

についての意見と、また、母親たちのプライパシー

や個人の子育て観との絡みで指導や介入を鶴錯す

る i@しつけ、家庭生活等の問題Jについての意

見を列挙する。

①就労のための職業訓練

・本人の向き不向きを考えながら仕事を勧めるが、

難しい面もある(長い自で見るとホームヘルパー

など良い仕事だと思うが、アドバイスしでも向

き不向きもある)。

-本当に自分のやりたい資格(母親がやりたい、

取りたしつであれば、仕事につながる(なんと

なく取るでは、つながらない)。

-母親どうしの影響(施設の他のお母さんが働い

ている)、』椿報交換、資格が就労につながる。

・学校に行っているお母さんがいる(技術専門学

校・精密機械科)→資格取れる

・専業主婦の場合は、母子寡婦の講習会へ自ら行

く(すぐ、就職に結び、っく訳ではないが)。

・ホームヘルパー 2級寂って、デイサービスで働

いている母親も。

-ひとり親家庭に対する職業訓練の機会が限られ

ている O もっと活用しやすくして欲しし、きめ

の細かい対応が必要:料金(低額で)、時間

(事業主からの時間制限がある場合は事業主の

理解が必要)、保育(受講とセットで)、様々な

種類宅を選べる(選ぶのは母親)

・調理師、ヘルパ一、ワープロ、パソコンの講習

会は広報誌に出ている。

・看護師が4人いる。看護の資格は強いのか、仕

しに苦労なかった。

.00商業の夜間(2年)簿記1級に費用も自分

で行っている人がいる(通信制の高校に行って

いる母親もいる)。

・職員も確実に仕事につながる資格は何なのか、

勉強する必要がある。閣も考えて欲しい。

・母親自身が自信を持てる援助が必要→資格を持っ

ていても仕事につながらないと役に立たない。

→お金が稼げ、長く (60歳ぐらいまで)続け

られ饗格が良い(運転免許、大型の免許、

師など)0

・資格の取得の講習会を受ける関は、生活費の援

助が必要。ハローワークの 6ヵ月間の講習はお

金が出るが、希望者が多くなかなか受からない。

母子世帯には犠遇して欲しい。

・お母さんたちは、元主婦なので、何の資格も無

い事が多い。(最低でも運転免許があれば仕事

は探し易し、。さらに言えば、パソコンなどの事

務の資格も欲しい)。

・訓練を受ける制度が必要

・給料をもらいながら、パソコン講習が受講でき

る制度がある。以前、受講して就職した人がい

た。現在は、母親達の意欲がなく、受講しなし、。

生活保護受給や病気がち、子どもが小さいなど

といった理由で受講しなし、。

・希望があるならば、職業体験実習があってもい

いと思う。

・資格が無い事に劣等感を持つ母親は多い。小さ

な資格でも取得できれば自信につながるので、

そのためにも職業訓練は重要。実際に資格が活

用されなくても、自需につながり、自立へのきっ
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かけになる 0

・母親のやりたい仕事につながる資格が取得でき

る環境は必要。母親がやりたい方向が見えてい

なければ、漠然と資格を取得しでも意味が無い0

・家庭生活の建て醸し:職業訓練の前に、生活リ

ズムの篠立、食生活の改善(自炊の習慣)など

が子どもにとって大切である。しかし、今の母

親は子育てを苦痛に感じる人が多いので、母親

が子育ての楽しさを感じられるように支擾をす

ることが、子どもへの支援(虐待の防止など)

につながっていく O

-手に資格があれば。パソコン(事務)など、時

代にあった何か。また今後のことを考え

師さんなど、0

・母子世帯のワープロ講習など有効だと思う O そ

れを活用したい「人Jの問題。

・資格がどうこうにまで、及ばなL、。お母さんの

「やる気JI緊猿感jの問題。たとえば、母親が、

調理師の免許を持っていて、こちらがそれをい

かそうとしても母親自身がそれをいかそうとし

ない(足が悪いから立ち仕事はやだという)。

・取らせればいいってもんでもないと思う。

は本人のやる気!

・施設の中で一人、総合福祉センターの「パソコ

ン教室jの通っていた(資格を取って違う職場

へと思っていた)が、その間に他の仕事を見つ

け、その仕事の関係で今はもう行っていない0

・入ってきた当初は資格を取りたい(介護の職に

就きたLっと言う人も結構いるけど、そこまで

にいたってない。今、介護を取ろうと思って介

護の職場で鋤いている人もいる。

-職業訓練は大切だと思う O

・手lこ職を持っている方が仕事につきやすい。

・パソコンをやりたいというお母さんがいるが、

施設では無理(設備面で)。

・雇用保険ある人は資格取るのに捕助制度がある

けど、そうでない人の補助がないから、受けた

い人に受けれる制度にして欲しい。

・ここの市の母子職業訓練制度援助は見つからな

かっfこ。

-今の時代、資格を持っていた方がいし、。仕事に

就くにも有利。

・資格必要(詣祉、ホームヘノレパ一等)、そのた

めの講座を。

・毒事務的な仕事につくにはパソコン等が使えない

と難しい。市が行う無料の講習会に出るように

勧めている(人数制眼がある)。

-介護、ホームへjレパ一等の資格をとることもよ

いと思う(お金の蓄えがあれば)。

②就労探しの問題

・アドバイスをしても行動する人としない人がい

るので、本人しだいだと思う。

どもにとって母親が働く仕事はどんなものが

良いのか考える。

・そこそこ就職はあるが、ここのお母さんが働く

には、その会社によって、どれだけ、そのお母

さんの事情に対して気を配ってくれるか(配躍

してくれるか)によって違う。

・時間が安定していて、子どもとの時賠がちゃん

ととれて、保険とかきちんと入ってくれるとこ

ろがし、い。

・入所持より、生活保護受給が前提の人が多い0

・施設としては、ハローワークの求人票の紹介な

ど、情報提供のみを行っているO

・情報提供によって母親の選択肢が広がる。現在

は、ハローワークから FAXされてくる求人票

を掲示するにとどまっている。

・今は一緒に新顔見たりして探している。ここの

お母さんたちは、仕事をやめても結講すぐに新

しい仕事が見つかる。職員も本人も必死で探し

ているせいもあるだろうし、やめると、 f也のお

さんたち働いている中で、自分が家にいるこ

とを子どもに責められる。

-就職の情報提供をしたら、母親から「ありがた

いと思っているけど、これをやれっていわれて

いるみたいだJと言われた。自分は「そんなわ

けではなくて、ただ紙(情報)を持ってきただ

けだよO 気を懇くしないで」と寄った。

・仕事を選り貯みする母親もいる(接客業以外の
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仕事は嫌だと言う人がいた)。

-年齢が上がってくると難しし、。 45歳までの求

人が多い。

-厳しいと思う。母親遠の出す条件だと、見つけ

るのが大変(時間的に)。

-決める人はすぐ見つけてくる。

・パート、アルバイトなら就ける。正職は難しい

(なかなか就けない)。

・就職先の鮎りだしは、あまり効果なし。母親達

は他人から、アドバイスを言われるのが嫌。

・お母さんが相談に来たら対応。お母さんがどー

しても仕事が無くて鴎ったら、お母さんの方か

ら言ってくるので、こちらから先だってどうこ

うはない。新鶴で見ていいのがあったら、切り

取って「どうですか?Jって言ったり、 100

にムムの掲示あったよ!Jとか教えてあげる 0

.就労意欲の問題

・就労意欲があまりない。意欲を出してもらうた

めに、施設内の掲示板にハローワークの'情報を

張り出す。しかし、母親遠からはハローワーク

の回し者かと言われた。希望があればハローワー

クに一緒について行くこともあったが、多くの

母親は一緒に行く事を嫌がる。

・やろうとおもえばあると思う。

日職探しに行くお母さんがいる一方で、

受けてダメだと、「もういいJとあきらめる人

も。不出をいいことにずるさもあるのかも。

-子どもが小さいと掃除やレジうちなどのパート

の仕事しかない。

・ここの市は勤務先がなL、。

・たくさんの求人があった方が、いろいろな種類

があったほうがいし、と思う。

・あまり資格のいらない求人が必要。

・本人にやる気がなければ、いくら槽報を与えて

もダメ (1私、ダメだから」とか言って来る)。

それは自分にも言えることだ(大変な仕事だけ

どやる気があるからやってこれた)。こっちが

いくら声をかけても、本人の意欲がなければ無

理なのかなと思う。これは子ども達にも言える

ことで、何かやるときも「やる気」が無ければ

始まらない。習字(気持ちを落ち着けるといい

作品が出来る)をやらせて、集中力をつけよう

とするが子ども達は習字セットの準備がめんど

うだったりとあまり乗り気ではない。子どもが

嫌がるのもわかるが、「みんな、頑張れば~級

になれるよ!J、「今こんなに書けるのなら~段

になれるよ!Jとか、おだてて進めると子ども

も乗ってくるO

・パートはあるが、正職はない。(お母さんの話

から)特に母子だと、難しいらしい。

・就職先からの歩み寄りは必要なし、。「お金、休

み、場所Jがいいところを探し求めているお母

さんもいれば、いつまでも見つけられないお母

さんもいる。結問、自分がどこ号をとって仕事を

選ぶか次第。条件(立ち仕事が嫌だから、事務

がいい等)をつけていると仕事なんて無い。

・こちらで就職先の斡旋はしない。就職活動中の

どもを預かったりする。ここのなかの仕事な

ら進める。

・日・祝日も働かないと、パートすらない→臼・

祝日に保育を実施する必要がある。

・ハローワークに毎ヨ送っていくが、難しい0

・お母さんに一緒に探しに行こうかつてことにな

り、行ったら監損されているっていうふうにと

られた。自分の中に「引け自Jがあるから、

「最視されるJって取っちゃうんだと患う。自

分が一生懸命だったら、人からどうおもわれよ

うと影響しないのでは。

(例として、職員が「お帰り~、早かったね!J 

と声かけすると、母親は「就職活動が少ないっ

て言われているみたい。Jと言う。→受け叡り

方の問題)

・ここの市にはパートしかない!

-資格を取っても、すぐに使えない0

・経験ある人、若い人優先0

・ここの市の求人は、年齢が上がってくると少な

い。 45歳までとか 50歳になるとあんまり

なし、0

・ハローワークへは、まだ自分も行ったことがな

いので、どんな様子かわからない。
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-選択の問題

・母親の提示する条件によって厳しくなっている

(パルコのマネキンをしたいなど)。母子世帯だ

からといって特別視されて厳しくなっているわ

けではない0

・母子であるということで、雇ってもらえないこ

とがある(子どもがいると嫌がる O はっきり

つ もいる。)。

-母子生活支援施設にいるということを伏せてい

る人もいるため、その母親へ電話をする時など

気を使う。

・ホームヘルパーの資格が取れる所があり、そこ

との関係を国めている。そこでは就職先の確保

もしているが、求められる人材を送れない現状

があるO

.100ヶ所、面接を受けても落ちる母親もいる。

身だしなみが問題。

-生活保護のワーカーに促されて、就職の面接に

行くが形式的。

-見つける人は職を見つけるので、職を選ぶか否

かによるのではないかと思う O

-面接において、特に母子世帯は、弱者や条件が

悪い者として見られる O 子どもが小さい等、環

境で判断される。資格があると助かる。

・母子世帯のお母さんの一番の不安は「お金が無

いことJである 0

・選択の問題:給与の高いところを望むなど、仕

事を選ぶ事で就職が厳しくなる人がいた。職員

は、「人間関係がよくて、長続きする方がいいJ、

食費の助けにもなるので「食事関係がいいよJ

とアドバイスしたら、就職(調理補助)を決め

てきた。

・職員は、本人の発想を転換するためのちょっと

したきっかけを作ってあげることが大切。

③就労中の子どもの保育

-制度化していないが、日曜Bに日勤で出ている

母親の子どもを、月 Iくらいでみている。

・就労中の子どもの保育は大事だと思う O 母親の

仕事中、責任を持って子どもを韻かることが、

安心して仕事ができることになると思うO 毎臼、

お母さんの帰りが遅くなると子どもがかわいそ

うだ(ストレスたまったりする)けど、「いた

しかたないjと思う。

・日曜日の保育。一方で、子どもと過ごす時間も

必要。子ども連が学校休みである日曜日に、

どもに向き合えるように。

-母子生活支援施設では夜間・休B・病児保育が

あるので充実している。地域で暮らす母子にも

必要だと患、う。必要とされているなら、提供す

べきだと思う O

・市営住宅の冊子を配布したり、喪問、日祝日保

育を実施している保青留の紹介もしている。

どものケア(土曜gの保育。日曜日は、子ど

もといてあげて欲しい。子どもに負組がかかっ

ているので)

・就労していく時にお母さんが負担と思うことを

どれだけ援助していくかつて事が必要。

・就労中のこどもの保育は必要。

・日曜の夜に、職員がいないので子ども一人にな

ることが多いので、そうならない環境を。

• B曜日に働いて欲しい職場が多いみたいで、で

もここは臼曜日休みなので円、いとこがあった

んだけど、日曜もでなきゃなんないみたいでどさ。」

とお母さん遠から言われる(土日も出ないと仕

事がない)。

・一生懸命働けば、経済的には安定する!でも一

方で、実際、子どもをどうするかという問題が

出てくる。実際、ここにいる 10ヶ月の子ども

は、母親が経済的安定を手に入れるために正職

に着いたために、めんどうを十分にみてもらえ

ず、入退院を繰り返している状態である O

・乳幼児で熱を出したりすると、 1週間ぐらい休

まなければならず、首になるケースもある。面

接で小さい子どもがいると断られるケースもあ

る。

-病児保育の充実:子どもが病気の時、子どもを

預かつてくれる人が必要。母親が休むと仕事に

影響がでる。安心して預けられる人がいると母

親は頑張れる(ここの母子生活支援施設でも以
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前は韻かったが今の勤務体制では難しい)。

-夜間・休日保育:併設した保育所で実施。でき

る限り、受け入れて継続していきたい。施設職

も代替ではなく、 B常的に休日保育を担当。

そのため、平日業務への影響がみられる(マン

パワーの不足)。

・保青の充実:日、祝日はあるが、夜間保育が無

いので広がると良い。

・日、祝日に仕事に出られないだけで、間る母親

もいる O

-うちでは、夜7:00過ぎの時は、お母さんどう

しで子どもをみている O

・保育については、子どもと一緒に居られない母

親がいる O 何かあればすぐに事務所に連れてく

る母親。生保はそのためにあると思う。子ども

と向き合える時間が作れる。

④しつけ、家健生活等の問題

-子ども会中心に考えるのであれば、言うべきこ

とを言うべき O でもお母さんを中心に考えたと

きはお母さんを悪化させる事態になるかも知れ

ない。どこまで言って良いのかが難しく、そこ

がジレンマ(自分自身が母親に直接話に行く

にではなく、母子指導員に伝える)。

・生活面(掃除等)の指導はする。基本的なこと

(普通は指導しなくても知っているようなこと)

が欠けている。民間のアパートへ行くともっと

大変になると思う O →こちらの言うことに耳を

かさない母親もいるし、また、母親の方から相

談してくることは少なし、

・緊急時以外は部長室に入らない。入ったときはちゃ

んと報告する。入ると「なんだこれ?Jと思う

ことがあっても、施設長から母親にもっときれ

いにするようにと強制するようなことはない0

.学習指導が必要

.本人からの申し出で塾からのボランティアをう

けられる。

-部屋の片付け、本人了解のもと職員も一緒にや

る。

-しつけ・子育ての問題では、個人の問題として

だけではなく、ここは施設であるし、職員もい

るので、母親に、言うべきことは言っていくべき 0

・母親は、忙しくて疲れていて、そう(きちんと)

できないと思う。口母親の立場を理解するとい

うことは、ここで培われた0

・生活する力をつけていってほしい(まず、自分

でやってごらんO できなければ教えてあげるの

方法で)。

どもに支障がきたす部分では、改善してもら

うO ←児童虐待の領域。程度問題。

・入室に関しては、部屋を貸している状態なので、

入らざるを得ない。

どもを保脊でみてやる形ではなく、母親自身

の問題(育児等)に援助した開としては、母親

(軽い知的障害っぽし、。理解に時間がかかる。)

が子どもと一緒に喧嘩をしてしまう(ゲームに

けた等で)。喧嘩をしたら母親自身が事務所

に助けを求めに来るので、子どもと母親を離し

て、両方の話を開いてやることで対応。他のお

母さんが部震の様子を見てくれたりもする。母

と子どもの立場は対等だと患っているから「お

母さんはそんなことしちゃいけないいんだよJっ

てことをトラブルがあるたびに教えている。こ

の母親は、のみこみが懇いため外で働けず、母

子生活支援施設内の掃除で生活している O

・学習面としては、帰宅後に職員が学習指導もす

るけど、最終的にお母さんと子どもとで縫認す

る時間を持ってもらう。

・一日一回居室点検(午前日時から)。母親が嫌

がる気持ちもわかるが、ガスストーブ付けっぱ

なし、ガスの元栓あきっぱなし、電気付けっぱ

なしとか、実際にある 0

・部屋は汚い。これ以上踏み込めない。

-生活リズムが昼夜逆転しているケース。→子ど

もの不登校

-ノfチンコ :勝負の生活。儲かったときはい

い。そうでないときはどん成。

どもいるので衛生管理。部屋が汚い(今まで

で2件くらい)。若いお母さんで、誰が来ても

寝ている人がいた。
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-小学生や中学生の家庭教師として学生ボランティ

アを頼んでいるが、助かっている。お兄さんや

お姉さんと接する機会が少ないので、

(スキーなど)を一緒にしてくれるボランティ

アが嚢重。

・やっぱり、部長室が汚いのは忙しかったり体調が

、からだったりするので、まずは事情を把握

して、お母さんの状態によって子どもにご飯を

食べさせたり、子どもが輪の中に入って行ける

ように工夫をしたりする O

・しつけの援助等は、これと言って援劫する必要

ない。しすぎも母親が退所したくない条件にな

るO

-しつけなどの必要性:母親が良いと言えば、料

理教室など苦手な人をまとめて教えたいと思う O

以前、若い母親と一緒に掃除をしようとしたが、

母親に断られたことがある。子どもが病気にな

るなどしたら、介入するが、そうでなければ、

自をつぶる。

-男性とのかかわりが少ないので、男子学生のボ

ランティアを受け入れいてる O また、中学生の

家庭教師として学生ボランティアを頼んでいる。

については、幼児のお昼寝や、小学生が風

邪をひいた時に部患に入る。

・あまりにも汚くてどこで寝ているんだろうって

いう部屋を見ると、捕除したいなって思う。で

も施設長から「きれいにしなよ !Jっていう

をかけられると使用者は気に障るので、職員が

掃除することはない。

・施設だからって部屋が持いとか、あれこれしな

さいと職員が言うのは、「どうなんだろう ?J

と最近思うようになった。「子どものことを思

えば……」ってずっと思っていたけど、すごく

汚い家で脊った子どもが、上の子も下に子も優

秀な成績を修めていたというケースを経験して

から、考えが変わった。「家の中が汚くても

どもは育つ !J。あるお母さんは、外見は、な

よなょっとしたチャーミングなお母さんで、部

あそこまですごいとは思わなかった。この

あいだ、ハエがとんだので、捕除するようにと

うと、蝿取り紙を2枚ほど買って部屋につる

したという O 掃除をすることでハエが飛ばない

生活空間にしてほしいとの職員側の意向は、こ

のお母さんの発想のユニークさによって、うち

砕かれた。とにかく、ウジさえ湧かなければ良

しと考えるようになった。

・簡単な 1品料理を作るクッキングスクールを開

いて、家庭に普及させたい。

・(職業訓練も含め)母親の自信につながる事を

していきたい。

-譲触する頻度を多くする 母親との信頼関

係ができる、部崖の片づけを援助して成功した

ケースもあった。部屋がきれいになったことで、

友達を呼べるなど生活に変化がみられ、部麗の

掃除をきちんと行うようになった。

・しつけ・子育てでは、「汚Lリなどの度合いが

判断が難しい。それぞれの価値観の違い。子ど

もが居るべきでない状態であれば……

・母親と子どもで遊べない親子がいる。

、母親であれば、母親どうしの助け合いもで

きる。

は、むだには入室していなし、。火災訓練や

業者が月に一度くらいはいるO その時に部濯の

状態がひどい時は母親へ言う O 言うとやってく

れる O

(4) 母子世帯への援助に関する意識

1)生活保護受給者への意識

①生活保護受給の母子世帯と受給していない母子

世帯

(施設内の生活保護受給の母子世帯と受給して

いない母子世帯との差があるかどうか。あるとす

ればどんなことか。)

【葦があるという意見】

・かなり差がある。生活保護受給……ギャンブ、ル

をしたり、外食、外出が多い。部合していない・・

生活を切り詰めている(食事は手作りなど)。

・ある。受給者は、タクシー利用、公共料金の滞

納(何回も止められるケースが 1-2件)。お



102 

金の使い方が悪い。お金管理について、施設で

は今はしていなL、。母親が最初は OKだった

のに、後で不満が出てきたことあり O

-生活に対する魚機感が違う。例)体調惑い→生

保もらっているお母さんは、すぐ仕事を休む。

生保を受けていないお母さんは、多少体調が悪

かろうが仕事に行く O 子どもが呉合悪くても向

じ(病状にもよるが)。

・仕事の仕方に差がある。生活保護受給している

人:ちょっとしたことでも休む。受給していな

い:生活がかかっているので休めない。

・金銭的に違う(全てではないが棺対的に)。生

保受給者は金銭感覚が無い。貯めるという感じ

がない。鷲沢。買い物もお金が入るとすごい。

お金が無いと寝ている。手作りしない。買い食

いが多い。

・差があると思う O 融き方が、生保を受けていな

い母親のほうがよく働く(子ども韻けてでも)。

子どもに対しでも、簡単に学校を休ませるので

はなく、ちょっとくらいの熱なら学校に行かせ

る。生保を受けている母親は子どもがちょっと

頭痛いといえば学校を休ませ、自分も休む。し

かも、当の子どもに開くと「頭が痛いjなどと

っていないことが発覚する場合もある。

・学習室の使い方がちがう。学習室は、学校から

帰ったら、まず学習室に来ることになっている。

ただし、母親が部屋にいる場合は来なくてもい

い。すると、フルタイムで働いている母親の子

は、いつも嫌でも学童に出なきゃならないとい

う事態が発生する。生保を受けている家族は、

遅くまで仕事をする必要もないから母親が早く

帰ってくる、子どもも学叢に行かなくていい、

これだと生保を受けている家族のいいとこどり

だ。母親の帰りが仕事で遅いがために、やりた

くないことをやらされるのであれば、子どもの

生き方に影響がでる可能性がある。また、この

決まりがあるため、子どもが連絡なしに学叢に

らずに遊びに出れば、職員から「どこに行っ

ていたの?Jということをたずねられることに

なる(職員も聞かざるを得ない)。

-差はあると思う。生活保護受給は精神的なゆと

りがある。受給していない母親は精神的にゆと

りがなし、。→子どもの対応に影響があり。

・差はあると思う O

仕事に関して:生活保護受給者は、すぐに休む。

働く時間が短い。職員に言われて仕事を探す。

生活保護者同士で情報を交換しているらしし、。

受給していないは、体識が悪くても、薬を飲ん

で仕事に行く。

子どもに対して:生活保護受給者は、時間はあっ

ても子どもに向き合わなし、。受給していない人

は、短い時間でも愛情を住ごうとする(絵本を

読むなど)。

物に対して:生活保護受給者は物を大切にしな

い(新しい家具を翼つでも、大切にしない)。

物をすぐに箆ってくる O 子どもの服もブランド

う。受給していない人は、洋服や物を大

切に使う O

休みの臼について:生活保護受給者はダラーと

している O 家事の手抜きをする O 受給していな

い人は集中して家事に取り組む。

-生きる真剣さが違う。生活保護受給者は、すぐ

に人に頼り、人のせいにしようとする。受給し

ていないは、自分で自分の生活をやっていこう

とする。回りの人に極端に甘えない。ルールを

る。社会の厳しさを知っているので、自分に

対しでも蔵しい。仕事を休むと収入が減るので、

必要な時は一生懸命に頼みにくる。

・お金に関してちがう。生活保護受給者は、お金

に関してルーズ。お酒を飲んだり、色々なこと

に償う。外食が多い。受給していない人は、お

金を大切に使う。手作りのおかずを作ったり工

夫する。

・受給者と非受給者との差はある。

鍵康:生保受給者は、すぐに病院に行き、薬を

たくさんもらう O 非受給者は、医療費がかかる

ので健康に留意する。

預金:生保受給者は、どこで生活保護を切るの

かなど、今後の生活設計が漠然としている O あ

るだけ使ってしまう。自らも生活保護家庭で脊っ
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た人もいる 0

・生活保護の受給を停止する人と継続する人の差

は?受給を停止する人は、①生活保護を受給し

ていた自分の親を皮語教舗として、必死になる。

②どのように生きていくかを常に意識している

人は、自分を変えていける。③自分の方向性を

見つけていける人。このように変わっていった

人が 1名いた。 DVでひどい生活を送っていた

母親だったが、ゴミ収集会社に入社してから、

以前は病気に逃げがちだった態度が変わった。

資格を取得し、子どもと生活していかないとい

けないと言って頑張った。町内ともコンタクト

をとるようになり、給食の仕事で生計を立てて、

退所する。自立に関して、母子生活支援施設の

母向けに講漬を行い、好評だった0

・受給者と非受給者との差はある。受給者は、保

護費が青見に使われていない。やりくりができ

ていない。非受給者は、必死に頑張っている 0

.生保受給世帯の方がお金の遣い方が荒い。

・受給者と非受給者との差は生活レベル。生保受

給世帯の方が、就労によって生計を立てている

世帯よりも生活レベルが高いと盟、われる。

・生活保護が全給だとハングリーではなし、!甘え・

依存をしちゃっている。してもらって当たり前

にになっている。一部受給だと働いているので

いいと患う。それまでは一生懸命働いていたけ

ど生保をもらってから、経済的に安心しちゃっ

て、とたんに仕事探しをやめてしまったケース

もある。

・生保なしのお母さんは、日々審問しているなぁ

と自に映る。生保受けているお母さんは、のん

びり(良い意味でも、患い意味でも)している

なあっていう場面もなきにしもあらずって感じ。

子どもとのんびりしている時間が多い(各家庭

のその時も状態によって生保受けていたほうが

良い場合もあるし、そればっかりに頼っちゃい

けないというときもある)。

・融こうという意欲、仕事を頑張らないとという

気持ちが違う。もらってない人は必死。ちょっ

と風邪をひいても頑張って行く。もらっている

人はよく休む0

・あるO 生活保護の金額が他の働いている母親に

比べ高く、さらに様々な特権(町内会からのお

祝い金、水道料免験、霞療費無料など)がある。

【差がないという意見1

・受給していない母子も大変だが、生保の母親も

大変。差があると思わない。

-生保安受給していないお母さんからは「絶対、

仕事は休まない !Jという頑張りが伝わってく

るO かといって、もらっているお母さんが頑張っ

ていないと

・なL、。

なし、。

・貝い物とかをしているとこを見ていると、他の

お母さん遠と差があるようには見えない。お金

の面で農があるのはわかっているが、生保を受

けているからといって費沢しているようにはみ

えない。

-あまり感じない。生活保護を受けていても自分

なりにパートなどで頑張っている人もいる。子

どもが小さなうちは B中働けないのでしかた

がない。

・見た目で差があるとは感じていなし、。どの家庭

が受けているかはわかるけど、それを伺に使っ

ているかはわからない。生活保護を受け、さら

に、ここの踊設のお金の貸し付け(2万円まで。

返さないと次は借りられない)を頻繁に措りに

来る人は、必要最低限の物(子どものおしぼり

等)がそろってない人。

【その他の意見]

-生活保護受給者の中でも、全額保護を受けてい

る人と、パートをしながら一部保護を受けてい

る人では違う O

・受給家躍は、多少働かなくてもお金が入る。生

保の方がいいのかなと思うが、自由に使えるお

金がない。

-生活保護自体もお金会与えるだけではなく、何

か別の方法(食事券、貸付制度など)がもっと

慣われるといい。
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-生活保護制度自体は、お母さんをだらけさすと

かそんなふうには思わない。

②貧困の原因

(貧困は個人的な原因(怠け、病気、アル中な

ど)で起こると患うか、それとも社会的なこと

(失業など)で起こると盟、うか、あるいは両方で

起こると思うか。また、生まれ育った家族の影響

は大きいか)

【傭人的な原国という意見】

・錨人的な原因が多い。本人と相手(夫)の要四

がほとんど。

・怠け……やろうと思えば、世の中いろいろある。

やる気など、そうゅうもののせい。

-病気……本人には何もできないと思う←励まし

てくれる人の必要性。

・儲人的な原因の方が強いかな。

・生まれ育った家族の影響は、母親の母親も母子

生活支援施設に入っていたとか開くので、関係

があるのかな。一方で母親の母親が来ても普通

の場合もあるから、個人差があると思う O

-不況だから仕事に就けないというお母さんはい

ないと思う。(高望みしなければ……)。

・怠け、病気、アル中などは、原困までし、かなく

ても、これがあってリストラにつながるという、

きっかけだと思う。何らかの関わりがあること

は認める。また、生まれ脊った家族の影響は多

少なりともあると思う O 親から愛情を全くうけ

でない人と普通に育った人とでは接し方が違っ

てくる。一番は「人間関係から、貧困にJ至る

と思う O 人間関係で仕事を辞めてしまう方は結

構多い。ここでの生活は普通のアパート暮らし

とは違う(トイレや風呂が共同)。この人間関

係のなかで敏感になってしまう人は多い。職場

でも敏感になってしまい、相談が多い。

・生まれ育った家族の影響は、関係しないと思う O

頑張れば大きくなれる。でも頭張ったって蹟張

りきれない人がいることもわかる。

-個人的な原閣が大きいかなと思うO 何かと理由

をつけて働かない母親もいる(怠けとはぎわな

いが)。貧困が社会的なこと(失業など)で起

こるとは思わなL、。見つけてくる人はちゃんと

見つけてくる O 生まれ脊った家族の影響もない

と思う。本人の頑張り、やる気だと患、う。

. {由人的な原困は、働かないとかだらしないとか0

・性格的なものもあると思うけど、一生懸命働い

ている人は、なんかあった時にみてもらわなきゃ

なんない、ここで生活してL、かなきゃなんない

から、より職員といい関係で生活したいと思っ

ている。だから、行事に出たり(しょうがなく

ても、ちゃんとでる)、子ども達へに関わり

い方も違う 0

・地道に働いていれば、そこそこの校入はあるO

-家族の影響よりも、簡人的な原閣でおこると思

うO 病気は問。鶴きたくても働けないアクシデ

ントはある。

も、一生懸命働く母親は、ちゃんと見つけ

てくる。合わないと言う母親は見つからなし、。

していこうとする人は、生保使わずにやろ

うとする。自立しようとしない人は、使えるも

のはなんでも使うタイプ。

・身にあった生活をしようとしないから貧困につ

ながるんだと思う O 夫婦でいたときは、 7000

円の米を食べていたのかもしれないが、ここへ

来たら 2000円の米にして、浮いたお金でおか

ずを買うというくらいの気持ち らしてもら

わないと……。どーも、ここのお母さん達はプ

ライドがあってそうはし、かなし、。お母さん連か

ば、「先生は厳しい !Jということになっ

ているが、それは違うと思う。身にあった生活

というものを自分で知っていかなければならな

いと思う O

・生活保護になる嬰因のひとつは怠け、公共料金

など全く払えなし、。電気止められた。それが何

故かはわからないが… o

【社会的な開国という意見】

・社会的な事だと思う。個人的なことだとは一概

なL、。生まれ育った家族の影響は「な
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い!Jと言ったら嘘になると思う(自分だって

頑張れたんだから、君たちももっと頑強れって

思う時はある)。

・その人が過ごしてきた、閥題の環境の違い(友

人・親戚)0

・社会的なことが大きし、かなと思う O

・以前は社会問題としてとらえていた。また、社

会現象も変化し、多種多様化している。だから、

として一定の層がいる。

-失業でなる場合もある。不況で、企業はパート

をいいように使う。入所者で正職員は一人だけ。

あとはパートで時給 630~700 丹くらし、。長時

間使ってくれない。

・今の社会で働くのは難しい(失業している人も

いる中、子どもを抱えての就職は……)。

【儲人的・社会的な原因という意見】

・貧閣は、どっちで起こる場合もあると思う。

まれ育った家族の影響は多少はあると患うけど、

そういう家庭に生まれたとしても自分次第だと

患う。どんな状況にあろうが、

-両方あると思う O 生まれ育った家族の影響はあ

る。「お母さん、休んだらダメだ! お金ない

んでしょ、うち。Jと言っている子もいれば、

「市役所からお金もらうからいいんだあJと治っ

ている子もいる O 子どもに、働かなくてもいい

んだと思われたら閤る O 子どもは母の背中を見

て育つんだから一生態命な姿を見せなきゃ。

(ちゃんとしているお母さん達に嫌な思いをさ

せないようにやることはやって欲しL、。また、

今まで織かなかった人が友達の影響をうけて働

くようになったケースもある。仲良くなったお

母さんが働きにいく姿与を見て、自分も働きにで

た。ピアカウンセ 1)ング的なものが良いのかも。

職員から言われると威圧になっちゃってかえっ

てダメになっちゃうこともある。ここは、ここ

の居室が館別で建っているから長居意識も

える。)

・両方で起こると思う。だけど、不況とか寄って

いるけど自分には実感がなし、。

-両方0

・両方で起こる。鶴人的な原因が大方だとは思う

が、今は不景気なので社会的要因もあると思う 0

.うちの寮では、両方もあり。

-半々。自分の努力も。

・育ち、社会的影響、家族・親族の影響。両方で

起こるO

-貧困に至る原留は色々あっ L 、うことは

できない。経済感覚の悪さ、病気などケースパ

イケースだと，宮、う O

【家族の影響について】

-親の影響は、そうゅう親でこうゅう親になった

というのはある 0

・生育壌は大きい。生保の人は、その親も生保。

(生保の子ども(中 3)が「うち、生保なので、

法療ただでいける。Jと言っていた。親密体、

生保の大変さを子どもに伝えていない)

・家族の影響は多少あると思う O 育ってきた環境

については、親をみて育つので、。

・生育理境については、本人は気づいてないかも

しれないが影響はあると思う O 親としてのモデ

ルが自分の親しかないので、そのモデル以外は

知らないで生育することになる O 親戚との付き

合いがあれば、(自分の親とは異なる親として

のモデルの)選択肢は増えるが、親戚関係が希

薄であれば、親以外のモデルを知らないで親に

なり、自分の親と関じ道を進む事になると思う 0

・家族の影響も大きい。ここに入所している人で、

両親(親族)の援助がある人はいない。退所し

ていく人は親族の援助ではなく、生活保護を受

け民間のアパートに出て行く人が多い。

-生育環境。教えられないと、周圏にそういう流

れ(就職に役立つ資格を取得するなど)に乗せ

てくれる人がいないと、パートでしか働けなく

なってしまうと思う。

-家族の影響も大きい。代々(祖母、母、本人)

生活保護の家庭だと、生活保護を受けるのを侍

とも思わない。けれど、親がだめでも、どこか

でキーパーソンに出会うことによって、生活能
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力や習慣を身につけることができる。←けれど

これも、ある程度の年齢で身に付けないと、年

齢がいってからでは、親としてのプライド等が

あり、難しい。養護施設出身者で、身の回りの

こと(ご飯作りなど)が全くできない人がいた。

清潔等についても、大きくなってからでは身に

つかなし、。若い時に言うのが大切。

-生育環境。殺の姿勢を見て育つので、影響は大き

し、。

-生まれ育った家族の影響は大きL、!親が倍金を

抱えていたり、浪費癖があると、小さい頃から

それを見ている子どももそういうふうになって

しまうのかなと思う O 一方で、親がそうだから

自分はそうならない、という生き方もあると

う。結局は自分自身だと思う。

・お母さんの脊ってきた家庭の影響もあると思う。

「今、ダメでも、そのうちどうにかなる。Jっと

っし替らしてきた人って言うのは、のんき!!

サラリーマンの家で、今月はこのお金で暮らし

ていこうという給料のやりくりのなかで育って

きた人はきちっとしている。

【その他の意見1

・みんな貧間じゃなく思える。

・はじめから、なまけるために生保を受ける人は

いない。いったん受けてしまうと甘えてしまう

のかも。これに対して、「生保のワーカー何を

しているんだ!Jというふうには思ったことが

ないけれど……。

・一生懸命働いていても貧乏になる人もいるし、

怠J情な生活をしていてもお金がある人もいる。

入所中の母親は、子どもが幼いと働く事が難し

い。また、資格の無い人も多く、パート

懇命働いても、お金が少ない0

・貧国は個人的要閣、社会的な嬰国とは考えにく

し、。

-生活保護の受給世帯で失業をした人を見ると、

性格的な問題で社会に不適応。また、生脊家庭二

世代関連鎖の影響も。母親も人間関体が難しく

失業。母とその祖母の関係もうまくいっていな

い。祖母も働いていない。

③生活保護受給者の生活水準

(生活保護受給世帯の生活水準を、施設内の受

給していない地の世帯と比較して、どのくらいと

うか。また、世間一般との比較ではどうか。)

【施設内での比較】

碗設内での比較においては、その比較を、日

らしぶりで判断している回答と、収入金額と

して比較している回答と、その両方によって回答

しているものとがあった。意見としては、生保受

給の世帯と働いている世帯とが「同じ」あるいは、

「差がないjという回答と、「生活保護受給世帯の

方が高いjという回答に、大きく二分した。反対

に、「生活保護受給の世帯の方が低い」という回

は、最後に載せてある 1名だけであった。

-臨設内での比較は変わらず、同じくらい。(全

く同じ内容の回答が、イ由に 4名あり)

・施設では差は無い。生活保護を受けている、い

ないではなく、鶴人の差が大きい(生活保護で、

生活を切り詰めている人もいれば、生活が派手

な人もいる)。

-施設内では、暮らしぶりはほぼ変わらない。

・施設内では、生活保護世帯と受給してない世帯

で生活水準に差はなく、生活水準は中くらし、。

表面上の生活水準は同じだが、生活保護世帯は

将来を見通したお金の能い方をしていない(ブ

ランドの子ども醸の購入、光熱費に未払い、な

ど)0

・施設内での生活水準に差は特にない。生保受給

者の 1世帯のみが賢沢をしている。子ども

る物は、生保受給世帯の方が恵まれている O

が無いのは、生活保護の人は食事を作らないの

で、食費にお金を使っているのでは?

・施設内では、生保の母親が特にブランド乞員っ

ているわけでもなく、新しい服を買った様子も

見られないから、差は感じないが、もらってい

るお金は他より高いと思う。

-施設内では、同じくらいかちょっと高い。生保
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をもらってる人は子ども 2人以上だから、金額

も多くもらっている。

-施設内の比較では、生保の方が、働いているよ

り高L、。見た目は変わらず。

-生活水準ついては、施設内では、生活保護受給

世帯の方が上。(全く閉じ内容の回答が地に 3

名あり)

・施設内では、生保の方が、動いている人より

い。収入は数値を見ても、高いと思う 0

・施設内では、たぶん高い方だと思う O フルタイ

ムで働いていてボーナスもあるお母さんも 3人

いるけど、その人達より多い収入(生保)の人

もいる。

-施設内では、生活保護受給者の方が生活水準は

い(もらえる金額が生活保護受給者の方が多

・描設内比較では、高い方。持っている物、買い

物の仕方が違う O 生保が入ると一気に買ってく

る。何も考えずに。

-施設内では、生保受給の世帯の方が、働いてい

る世帯より上。生活保護を受けている家庭は、

以前よりは派手でない。けれどこれが、計画的

に使っているかどうかは、わからない(躍、して

しまう)。お母さんの方針が見えにく L、
・生活保護受給者の方が低い。生活保護の基準は

最低生活の基準(豊かではない)をお金で換算

していると思っているから。色々なことががん

じがらめ(制約)の制度で、生活保護の母親も

本来は利用したくないと患っていると思う O

活保護の人だって一生懸命やっている。生活保

は受けたければ、受ければ良いと思う。

【世間一殻との比較1

世間一般との比較では、その施設が霞かれてい

る地域の経済状況によっても、判断に差が出てく

ると思われるが、大部分が「中くらい・差がないJ

と回答していた。しかし、その「同等jとイメー

ジするときの職種では、「保育士」がある一方で

「銀行員Jもあげられており、「中くらいjのイメー

ジに差があると思われる。

-世間一般との比較では、中くらい0

・世間一般では、中くらい。職種では保育士程度0

・世間一般とでは、中くらい(そのために受給し

ているはず)。

-世間一般では、中くらいだと思うけれど、生保

で丹に入ってくる金額安みると「高い!Jって

思う O

-世間一般では中くらい。工場で働く人と陪じく

らい(ここの市の所得水準は低い。なかなか正

社員になれない。生保の人は家賃が出るけれど、

生保をもらってない人は、ここの市は家賃が高

い(家主が個人の持ち家の人が多い)から大変

だと患う)。

-世間一般との比較では、低い方ではない0

・世間一般では、中くらい。銀行員くらい。

-世間では、中くらL、。 OLさんよりいいかも 0

・世間一殻との差も特に無い。母親の意識も変わっ

ており、以前に比べて「自分は生活保護を受け

ているから」と言う人は減少した。

また、生活保護受給者の方が「中の下j、あ

るいは、世間一殻の世帯よりは低いであろうと

いう意見は、以下の通りである 0

・世間一般では、中の下くらい。工員ぐらい。

-世間一般でも低くはないと思うO 中の下くらい。

仕事では、工場で働いているサラリーマンぐら

いかな(現在、この市の給料はそんなに高くな

いので)。

-世間については、「むずかしい費問ですが、い

ろんな事情を含んだ上ではなく、イメージとし

ては中の下」。

-世間については、ここの市の公務員の方が、施

設内の生保もらっている人より上。中小企業の

人も、施設内の生保もらっている人よりは上。

自分自身が、かつて生保で暮らしていたので一

般家庭の水準がわからない。

-世間一般との差は、生保受給世帯は、中の下。

よりちょっと下ぐらい。

-世間一殻との比較では、生活保護受給者は中の

下。(全く同様の回答が他に l名あり)
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. t世間一般との比較では、中の下。ここの市は中
小企業が多く、給料も良くなし、。

-世間一殻では、イメージ的にはお父さんがいた

方がお金がありそう。

反対に、世間一鍛の中でも「生活保護受給者

の方が上jであるという意見は、以下の 2名で

ある 0

・世間一殻との差でも、生活保護受給世帯の方が

上。生活保護受給世帯の母親は、自分の為にお

金を使っている。

-世間一般との差は、生保受給世帯の方がお金の

使い方が派手(ブランド品、携帯篭話、外食な

ど)。表面的には生活レベルが世間一般の世帯

よりも高く見える。実際は貯金も無く、また自

も含めた将来設計もない。生活保護を受給し

ていない世帯では、家計の管理はきちんとでき

ていて、計画的に貯金をしている人が多い。

【その他の意見1

・経済感覚の悪い母親は、親や親戚との関係が希

薄であることが多い。親の影響が大きく、お金

の使い方安学習できていなし、。職員はプライパ

シーの問題などもあってお金の使い方の指導は

できない。生保受給世帯の母親は、お金があっ

た方がいいので生保を打ち切ろうとは思わない0

・擁設内では、難しくてわからなL、。

④職員自身の生活水準

職員が自分自身の生活水準は、どの程度と思う

かと言う間いに対しては、「中くらい」あるいは

「ふつう」と回答が16名と多かったが、生活保護

受給家庭に近いかそれ以下というニュアンスもあっ

た。

・実家にいるので中くらL、。独り暮らしをするこ

とを考えると低い方かもしれない。給料だけを

考えると、生活保護世帯の人とはお金の使い方

が異なる(生活保護世帯の人は、買い物にタク

シーを利用、自転車を通勤用と買い物用の2台

購入するなど遣い方が派手)。

-中くらい(ふつう、本当は低いかも)0

・中くらい。生保コ之島分。

・中くらし、。自分と施設の母子を比べると、独身

という事もあり、自分の方が高いと思うが、

活保護の人と比べると、どうだろうと思う O

• 7 (中くらい。それなりの水準)

さらに、「中の下Jあるいは「生活保護受給家

族よりも自分が低しリと回答した人は、 5名であっ

fこ0

・自分では抵いかなって思う 0

.自分の家庭……低い方。

・生活保護受給世帯よりも低いと思う。入寮中の

生活保護受給世帯の母親からブランド品の子ど

も服のおさがりをもらった事もある。

-生活保護の人の方が上だと盟、う。

他には、「わからないJという回答や、「中くら

いJと回答したうえで、生保受給者よりは自分が

と回答したものが、それぞれ一名ずつあった。

2 )職員から見た母子世帯の「自立j

-母親の自立:こちらが提供するばかりではなく、

母親もこちらの援助に応えてくれるといったギ

ブアンドテイクの関係だと思う。ここに入所し

ている母親達は、職員に頼ることが多く、退所

したら適用しない(頼るだけでは生きていけな

い)0Iしてもらって当たり前Jという態度がな

くなるようになってほしい。

母子生活支援施設にいると自立はできないか7:

知的な障害がある場合は、jJ3所することは自立

ではない。また、経済的な状況も障害になる。

これらの障害がなければ、子どもの成長に合わ

せて、退所する時が自立。

生活保護を受けての自立はあるか7:この寮に

いての自立は無い。

・自立とは:経済的にもゆったりできて、生き方

として「家族で頑張っていこう!Jという前向

きな姿勢であれたら。

生保受けての自立はある 7:ある!精神的なこ
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とや、病気もあるから、生保を受けていてもい

いと思う。昔は嫌だなあって思っていたけど、

世の中仕方ないこともある。

ここの施設にいての自立つでありえる?:ある O

一部生保をもらっている(甲状腺の病気をもっ

ている)けどちゃんと食事も作っていて、

もしている。子どもが高校生になったら、出て

いく予定。)

・生保受けての自立はありえるか?:ここの市の

方針も、生保すべてではダメ O 引っ越し代くら

いは自分で用意して、市営住宅へ。

ここにいての自立はありえるか?:ありうる。

経済的、精神的にも自分でやっていける。

・自立とは:母と子がコミュニケーションが眠れ

て、生活できれば自立。

母子生活支援施設と自立:若い母親は小さL

どもの育て方わからない。これを手助けしてい

くのが、私達。子育てのわからないお母さんが、

どこかへ引越してしまうのは、かえって心配0

・何を自立と見なすかは、「ん~?J (むずかししウ

.自立とは?:家族で普通に生活できれば。

通jの意味は、兇童扶養手当をもらっている時

点では自立しているが、生保をもらっている時

点では岳立してなし、。また、施設に居るという

自体も自立してない。

・自立とは?:経済的にはもちろんだけど、ここ

にいると職員に頼りすぎてしまうので、「外に

出ても子どもとやっていくぞ !Jという意気込

みカまあること O

ここの中にいるかぎり自立はできない?:それ

にむけて頑張っているお母さんもいるので「で

きない!Jとい言い切ることはできない。ここ

では、ほとんどのお母さんが髄いて帰ってきて

家族団らんしている。自立できるんじゃなL、か

と思うけど、外に出たら、まだ無理なのかなあ…・ '0

・自立とは:社会の中で子どもを育てながら生き

ていこうと決心がついた時。自分で稼いで、子

どもと生きていこうと決心がついた持。

母子生活支援施設と自立:ここに入所していて

も、自立はあるO 経、済的、精神的に自立してい

ても、子どもの状態に応じ援助が必要な時もあ

る(保育関の病児保育がまだ充実していないの

で)。

生活保護と自立:生活保護を受けている間は、

自立とは思えない。病気などで生活保護を受け

ている人で、やれることは自分でやり、自立し

ている人はいるかもしれないが、まだそう思え

る人に出会っていない。

とは?:母子生活支援施設にいても。自分

のしたいこと(将来の夢など)を見つけて、前

進していれば、自立していると思うが。できれ

ば就職して、または、小さい子どものいる母な

ら、育児に目を向けて欲しい。

・母子世帯の自立のイメージは:母子で生活して

いけるくらい安定した経済がないと出ていけな

い。身近に手伝ってくれる人がいなければ保育

閣の時間もあるし難しL、。

ここにいて岳立はありえる?:難しいですかね。

お母さん自身が、芯のある人なら、できると思

うけど、ずっと生活をしていくなかで、甘えて

しまうことも出てくる。

生保をもらっての自立はありえるか?:イメー

ジとしては、自立していない。

-自立:お母さん自身に余揚が出てきて、子ども

と、ここでない場所で新しくスタートを切って

いくことができることが自立だと思う。「ここ

に来たことが自立の一歩」だということもよく

わかる。なるべく自分でやろうとしていること

がよく伝わる。母親が「頑張ろうjと思、ったと

きが自立のはじまりだと思う。

ここに長くいることは?:お母さんが病気であ

ればここにいたほうがいいけど、そうでないな

ら、ずっとここにいるのは子どもにとってよく

ないと思う。間かなくて良いことまで開いてし

まうから。また、子どもが中学生のうちにここ

を出ていくと自分が働いているときにアパート

でたむろっちゃうから、もう少し(高校生くら

L 、かな)ここに居させてもらうと言う方もいる0

.自立:退所した後にしっかり生活できるように

なれば「自立には成功」と言う形で考える。生
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活の基盤も親子の関係も自分で作っていける。

ここにいて自立はありえる7:意識の持ち方次

第。人によってうまくいく場合もある。

生保をもらっての自立はありえるか7:一機に

は言えなし、。生保受けている状況でも、自分で

何とかしようという気持ちがあれば、まだまだ

「自立していこうJという意欲の芽生えはある

と思う。

(意欲のないお母さんを見たことはある?→ま

だ極端なものは無い。「してもらうことが当た

り前」で生活されちゃうと難しい。

そうしたお母さんを自分が援助するなら?→

ん~っ 77)
・ここにいての自立はありえるか7:はし、。

生保での自立は7:あり得ると思う O

・母子の自立とは7:自分でもよくわからなし、

母子生活支援施設と自立:いる時点では、自立

していない。出たからといってイコール自立で

はないが。地域のお母さんは、独力でやってい

ること、お母さん自身でできることも頼んでい

たり、やりすぎだと思う面もある。ここにいる

と、全部してもらえる。

・自立:ここを出ていこうという気持ち、とりあ

えず自分の力で生活していこうという気もちが

あると、自立につながると思う O 生保を受けた

状態で、仕事をしていても、自立と考える O こ

こにいての呂立は無い。

-自立とは:母子生活支援施設を出て、自分たち

で地域の中で生活していけるようになったら自

立。

母子生活支援施設に留ながらの自立:子どもを

保育所に預け、仕事につき、蓄えができる人は

自立といえるのではないか。一日のサイクルが

きちんとしている人は自立に向かっていると

える。

生活保護と自立:生活保護を受けていても、ノ~­

トをやりながらきちんと生活している人は自

と言えると思う(子どもが小さなうちは生活保

護を受けるのもしかたがない)。

生活保護を受けながら、遊び歩いている人は自

立できているとは言えない。

-自立について:生活保護を受けている、いない

にかかわらず、親子関係がきちんとしていて、

生活がしっかりとできていれば告立。母子関係

が生活の基本になる(親がちゃんとしていない

と子どももダメになる)。ここを退所すること

も自立のひとつ。

-母親たちはここに入所すれば生活保護を受けら

れると思っている(そういった構報を得てくる

人が多い)。→入所後、生活保護を取って、民

間のアパートに退所する人が多い。

・自立のイメージ:最初は暗い感じで悩みがいっ

ぱい。出る時は、明るく出て行く。

母子生活支援施設と自立は、有り得る。生保と

自立も、有り得る 0

・自立:母親が仕事を見つけて部麗を措りるO

生活しながら自立は:母親で、給食の仕事やめ

て「看護学校に行きたい。Jと言い、その間だ

け生保。けれど、一度もらうと υ

母子生活支援施設にいての自立:有り得る。親

子関係充実が大切。ここ(母子生活支援施設)

のお金の面だけで、他は自立できていることは

ありうる。

3 )母子世帯への指導・支援における盟難さ

・素直に開いてくれる人と開いてくれない人がい

る。その人の受け取り方の違い。←これは、職

うからだろうか?

・プライパシーにかかわることなので、立ち入っ

て、その人の生活価値観までかえることになる。

その辺が難しい。言いたくないこともあるし、

その人をひいきすることもできないし。

・精神病を患っている方や、岳分より年上のお母

さんへの対応。

・やる気の問題。

どもの問題については経験を生かして相談に

のれると思うが、前夫との関係や金銭トラブ‘lレ

については難しいと思う。

-母親とのコミュニケーションが取れないケース

が、難しい。
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-利用したい部分だけ利用したい、関わり持ちた

くない、拒苔する母親への対応困る。

・金銭的問題(金銭商に余裕があると気持ちにも

余裕が出てくると思う)。

-年輩の母殺は様々な経験をしており、老練(海

千山千)なので対応が難 L~、。

・若い母親には「子どもを産んで、いないあなたに

侍が分かるのJと言われたことがある。

-母親が障害を持っていたり、主主が関こえない母

親の対応筆談してもわかっているかどうか0

.母親自身の精神病の問題が難しい。

-子どもに対する擾助で、子どもの中には、父親

に面会している子がいる。その子は父親の話す

る。他の子ども(父親が死んでいる場合や父親

の行方不明など)に、父親の話をしづらい。

どもに「先生の離は?Jと聞かれて、父親のと

は答えにくい。

-母親に対する援助では、一人の人格として完成

している。直してもらはなければならないとこ

ろは、言っていかなければならないが、変える

のは難しい。

-関わったことはないけど、「負債jを抱えてい

る場合は難しいと思う。

-子どもに問題がある場合は、報告が難しい(子

ども関士の喧嘩等)。

-母親自身が問題を抱えている場合については、

「母親の精神状態は子どもに影響するoJと思う。

なお母さんは、「なんでなの!日!Jってガ

ンって言われると何にも言えなくなる。経験だ

と盟、うので、。

-母親自身への援助が一番難しい。こちらの考え

が怯わらず、やってもらえないと事態が侭にも

変わらない。

・前夫との関係:関わりがあると、饗lこ頼る前に

元の旦那へ相談に行く。こちらの言うことは輯

かない。子どもはケロッとしているO

-母親の人間性:日によって気分が違う。何を考

えているのかわからない(精神樟害者ではない)0

・はずかしい話だが、人間として妻子きでない人は

難しし、。やっぱり、相性というか…

-ナど、もをどなりつける母親。それがその家庭の

様。スタッフ持もできず。そのままでいいのか?

・信頼関係がつきにくい母親は難しい。相手が心

を開いてくれるのを待つより仕方が無い。無理

に入ろうとしても、関係が壊れるだけ。

-各部屋の見回り:本当はプライパシーの問題が

あると思うが、以前火事になりそうになったこ

とがあったので、行っている。入った時も最低

眼のチェックをして、鹿ぐに出てくる。母親達

は様々な経験をしているので、自分の経験では

対誌できない。アドバイスをしても「今更、持

ってんの。」と言われると、自信がない訳で

はないが臨惑する。人間は素直がいいと思う。

人の意見を一度は受ける事が大切。アドバイス

しでも把否されることがあるが、その人がその

気になるような、その人の思いを引き出せるよ

うになればいいかなと思う。

・施設入所していることで、施設職員がいろいろ

を世話を焼いてくれるので、すぐにクレームを

出す。周間への依存があると思われる。母が自

発的に活動する姿勢が望まれる O

・退所したら生活できないのでは?と思うことが

ある。夕方など家寵で過ごす時間なのに、他者

が家にいたり、技でも廊下で子どもが話してい

たりする。子どもに注意すると母親からクレー

ムが出るので難しい。母親のしつけが問題。

・お母さん自身に問題がある場合(悩みがあった

り、機嫌が悪かったり)が難しい。子どものこ

とを言うにも言葉一つで使い方を間違っていた

ら、こっちがこう思っていても、そう伝わって

なかったりする。雰閤気が怖いお母さんもいる0

・どうしても受け入れられない人が、 20人れば

l人はいる。相手もわかっていると思う。どっ

から話していけば良いのか、どうしても理解で

きない人がいる O 今現在も申し訳ないが1世帯

いる。それっていうのは、もしかしたら、自分

と般てて、似ているから気に韓るのかもしれな

L 、。あんまり好き嫌いのないほうだと自分では

思っているけれど、好きになるには時間がかか

りそう O
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-ケースノイイケースだと，思う。

・(母子の)抱えている課題の深さ

{開:子どもが多い家鹿で、生活保護を受給して

いた母親がいた。別問中の夫は働かずに母子の

生活保護をあてにして、金を要求し、母親は渡

していた。生活保護が切れたことで母親は夫に

お金を渡さなくなった。その後、復縁したが、

現在も夫は働いていない。

・職員の伝え方の難しさ

-職員の言葉の遣い方がうまくいかず、伝えたい

事が相手に理解されない時は、最も国難を感じ

る。

-現在、入所している母親は全員、困難なケース

である。

-子どもには援助できるが、母親に対しでは自分

が子育ての経験が無いのでアドバイスなど援助

することができない。母親と接するためにも自

分に知識と情報が欲しい。

(5) 母子生活支援施設の今後

1)報告書についての感想、・意見

・お母さん達のアンケートを見て、いろんな事を

思っているんだなあと思った。他の施設の所は

読んでいない。

・お母さん達は言いたいことを言っている。私達

の身になってよ。

. {患の所も似たり寄ったり O

・お母さん遠の意見を開けたことは良かった。

・お互いに色々思っていることがあるのだと思っ

fこO

-自分たちも改善しなければならない臨もある。

勉強させられた。

-部屋の見田りは火について行うだけだが、入ら

れるのが嫌な人はいる(火の元の確認、子ども

の手の届くところにライターがあるときは片付

け、住意するなど)。

-結構わがままだなあと思った。

-職員は結果を吟味して受け止めていく必要があ

る。

@他施設についてはこんなものかなと患った。

(民間の施設を見に行く機会がない。外に出ら

れなL、。)

・調査はどんどん実行して、調査結果を行政に対

してぶつけて欲しし、。

-生活保護を受けている母親は優遇されていると

思う。

・父子家庭や老人の方が大変だと思う(病院へ行

くのも 2ヶ月に 1度にしているなど)。

・あれ?カチン!予想した感じ。

. {也の施設について は、「ここの施設だけ

ではなかったんだパ

. {也の施設は、すごいな。一概に言えない0

・そう患う人もいるのか←思わせないようにする

ことも大切。

れるのは、それなりに問題あると思う O

・職員制としては、 10を知ってから(の方がい

いと考えて)援助した人や、 1~ 2韓度で(の

方がいいと考えて)援助した人がいたが、母親

には伝わっていない。

-母親の立場に立って援助したつもりだったが、

け取られ方が違った。

-母親たちが直接、間接的(アンケート)に意見

ることが大切だと思う。

・ドキッとした。

・他の施設の情報は入ってこない(ので、勉強に

なった)。

・もっと母親たちが何を求めているのかストレー

トに言って欲しいし、知りたい0

・自分は直接言われたことがある(サンダルの音

がうるさい。部麗はノックして、一呼吸置いて

から開けて欲しいなど)。

・当然だと思う。お母さんの立場としては当たり

前と思う。気をつけてあげられるところは吸い

上げていく(理解してあげられる気持ちがあれ

ば・・・・・・)0

・f患の路設の部分を見ても、どこも同じだなと思

つO

-読んで、怒ったところもあるが、立場が違えば

告分もそう思うかもしれない。

・お母さん遠の不満、色々あるんだなと患ったが、



母子生活支援施設の評価とソーシャルワークに関する研究 113 

ある程度予想できる範囲での調査結果だった。

他の施設も閥じようにお母さん達、不満あるん

だなあと思った。

・プライパシーどうこう言う人は、確かにきちっ

としてる人。でも他のお母さんは、ボイラーつ

けっぱなしとか。ここは共同だから、ひとつで

も危ないところがあれば全部見回りしなきゃな

らなL、0
・他の施設で、ちょっとどこ行くのか開いただけ

で監視しているっていわれてて、難しいなと思っ

一ド~O
-建物のこと言われでもどうしようもないなと思

つ。

-職員の支援援助については、こういうふうに

(利用者が)考えているんだったら、(私たちも)

考えていかなきゃなって思った。

・受け手の拡張解釈があるから、 きちんと

選んでその人に伝えないと誤解されるんだと盟、っ

fこ0

・自分遠の支援が伝わっていない。

・プロに徹していかなければと思う。

・せっかく接していても、誤解されると残念。伝

え方の問題や信頼関係も関わってくる。

-母親の を聴けた事はよかった。日頃から、

って欲しいと母親に伝えているが、

えない母親もいるので、アンケートを通し

見が聴けた事は良かった。

・調査結果見て、どこも大変なんだなって思った。

ある程度、どう言われるかはわかっていた。

・まあ、勝手に言ってくれ!

-他施設についてもびっくりするほどではない0

・部崖点検について:自分が点検されたら嫌なゃ

なこと!理解できるが、嫌なら出ていってもら

うしかない。

-母親、職員、両方から光を当てて欲しい0

.正直な意見だと思う O

・わかる部分、すごくある O でもそれはできない。

ホテルみたいに、サービスが足りないみたいに

っている

-全ての施設を見た(研修で)私としては、ここ

で不満あるのかな?

・痛いところをついている O 痛かった(部屋の

こと、子どものこと)。

• 20 世帯に向じサービスできていなL、。(閉じ寮

に住んでいるが……。)

・積撮的な母親や子どもには、サービスも届きゃ

すい0

・他の施設については、患った以上にプライパシー

の問題がある。うちの寮は恵まれているが、そ

れなのに不満が出ている。

2 )施設利用者に向けて

・ここに関しては、共同で使う部分を各部麗で使

えるようにしたい(当番制でトラフゃルも起きる、

トラブル起きないように母親同士で調整できれ

ば一番いいけど)。一関なのでせめてもう一つ

部屋があればいい。

-市でやっている所は少ないが、民間とは違うこ

とができるのではないかと思う。

・施設が古いので時代のニーズに合っていない

(若い人には耐えられない)。

・若い人が離婚し乳児を抱え、母子生活支援施設

を希望する人も多くなっている。こういった施

設は必要だ、と思う O

-道立の女性センターのようなものが、この市に

も市立でできれば良いと思う(市の上層部は母

子生活支援施設に見学にも来ない)。

・もう少し各家庭で独立できればいいと思う(各

部屋にトイレもお風呂もついて)。共向の部分

があるだけでトラフソレになる。うちはまだ全部

をかえることはできないので、「少しず、つJと

思っている。ウォシュレットをつけたことで、

生理の時や便秘気味の人にいい評判をもらって

いるO

-一番は本人のやる気。職員にできることは、仕

事に対する不満を開いたり、愚痴を開き、

をすること。また仕事の無いときは一緒にさが

すこと。私達はお手伝い的なことをしていくし

かない。

・ここのウリは、お母さん同士でコミュニケーショ
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ンがとれているところにあるO

・毎日間じ操り返しの中で、仕事で面白くないこ

とこともあるだろうし、そのストレスを私達に

してくれればいい。人間関係で仕事をやめちゃ

う人もいるから。

-母子支援施設はあった方がいし、。集団生活なの

で、心強し、。悶じ立場の母親が一人じゃないっ

て思える O 特に、若い母親で親成ネットワーク

がいない人。

-今後、施設は若い母親には絶対必要。子ども小

さいし。若い母親は、親類の援助もない。話し

相手も必要。

-閣書を地域に開放してあげたい。 いそろえ

た物がたくさんある。

-擁設の今後の形としては、地境型と住宅型の両

方のがあっていいと思う。

-最初、自分はここで働いていて良いのかとおっ

た。自分は男だから。でも、一歩外に出れば男

の人もたくさんいるO 母子生活支援施設だからっ

て女性ばかりのところで暮らしていることが必

ずしも良いとは限らない。

-母親との関係を密にする。母親が何でも相談で

きる状況を!

・個人面談をすればよい。

・援助の統一。東京と札i幌の差0

・ハード面(建物)の改善。

・擁設長の面接をきちんとアセスメントして行っ

てほしし、。

・もっと仕事の面で、幅広い支援を(ただハロー

ワークいってらしゃいではなく)。

-母子は、お金の酷で大変。家賃かからず、こう

ゅう施設は大切。

-母親の就労中に、保育に関しては、ナイトケア

とか病児保膏とかを行っていて、過ごしやすい

とは盟、う。

. rここはこうして欲しい(風呂の時間、保育の
こと等) ! Jと言われたら、その都度、対応し

てきた。

・職員が少ないから職員を増やしたい。

・ベビーシッターや、清掃員等ちょっと大変なと

きに来てくれるような制度があれば良いなと思

う(そういう予算がつけばいいな)。器時で職

つでも正職員が入れば辞めもらわなけれ

ばならなくなるO 老人ならへルパーを出せるみ

たいなので、母子にもヘルパー出せるようにし

て欲しL、
・自立への援助:母親の意識を自立へ向けるため

に、どのように援助したらいいか考えていく必

要がある。

・ニーズに合わせて、母子生活支援センターも変

化していくべきである。

-母子生活支援施設ではない方法で対応すべき。

=お金の無い人は市営住宅に入りやすくする。

保育園の病見教曹を充実させる。 DVなどで逃

げてくる人のシェルター充実。→母子生活支援

施設というより、5}IJに全てのスタッフがそろっ

た施設を作ったらよい。

ただ、母子生活支援施設で対応したらいい事例

としては、 10代、 20代で家事等のダメな人に

は、そばで教えてくれる人が必要。

-母親達は、子育てをしたくない。子どもよりも

自分が一番。「何、寄ってるの!Jと思う反面、

母が一人になれる時間、ボーっとできる空間が

必要だと思う。

・施設舟に就労の場があるといい。外で働くまで

のつなぎとしての役割を果たし、収入があると

し、L、。

-退所後も心配なケースも有り、フォローアップ

が必要だと思うが時間確保が難しい。本当

話で様子を侍うといいと思、う。今年は退所者か

らの連絡が多い。

-子どもに対して:子どもが飽々な経験ができれ

ばいいなと思う。いろんなところに連れて行っ

ているお母さんもいるけど、中には忙しくて連

れていけないお母さんもいる。子どもが自分に

経験がなければ友達と同じ話題が無くなる。話

題一つ多いだけで、そこから友達が増えるかも

しれない。もっと子どもが色々な経験を積めれ

ばいいと思う。

・もっと、施設職員が、プロにならなきゃダメだ
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と思う O

・こっちから、何でも援助するのではなく、相談

を重ね、理解しながらその人を見守り、向こう

が援助を求めてきた時に、いつでもすぐに対応

できるようにしていければいい。

・どっちかというと、今のところは、おせっかい、

「こちらがやってあげてる」という気質がある 0

・プロとしての意識、技術を全員が持っていれば、

もっともっと入居者と職員の関係が明確になる

と思う。今は人情タイプの仕事をしている方だ

と思う。人情が絡むと先が見えなくなることも

あるから割り切るとこは割り切ることも必要0

.保脊支援の必要性。

の中で保育支援は必要。親としての役割

の教育も 子どものモデルは親であること

を伝え、少しでもそのことに気づいて欲しL、0

・子育て支援:母親にとって一番つらいのは、就

労よりも子育てであると思う。仕事は辞められ

るが、母親はやめられないし、子どもも親を選

べない。一時的に子どもを看てくれるくれる人

がいることで、母親が精神的に安定する。

(例:子どもの宿題の指導は母子生活支援施設

でできるO それによって母親には子どもと楽し

い話をする余裕が生まれる。)

-母子生活支援施設の必要性については、必要性

を感じていない。

・トイレ、嵐呂が共同だと何かとトラブjレが発生

する。一つひとつの部屋にトイレ・風呂をつけ

ることで今までの苦情が減る。 6畳一間だった

り、 8畳一関という狭い空間の中で子どもと一

緒に暮らすのは窮屈。最低隈2詞は欲しい(子

どももいるから)。中には工夫している母親も

いて、カーテンで仕切って子どものスペースを

作ってあげているo ["部屋って大切なものだな。J

と感じる。

・この施設で、若い母親だと子どもが小さく(幼

児、乳児)お風呂がないのは不便。最低でも湯

沸器は必要。

-地域センタ一方式も良いが、 DVや器金で追わ

れてくる人もいるので、緊急避難場所、保護す

るところ(入居の施設)も必要だと思う。

-母子生活支援施設は、今後、増えていっても良

いが、どこまで援助するのかの基準があるなら

OK。母子は、児童扶養手当などで援助されて

いる。父母子世帯でも大変な家躍はある。

・長期入所者もいるので、常に自立安保す。新た

な入居者を受け入れて、循環させていく必要性

を感じるO 母子生活支援施設が必要な人が多い

と思うので。

-寮という形態については、もう少しプライパシー

が守られる造りだといL、。門限を廃止するなど

人間的な扱いをされるべきだと思う。グループ

ホームや職員が家庭訪問するなどといった形態

が望ましい。ピアカウンセリング的な要素もあ

るので、寮という形態がいいという母親もいる 0

・行事については、昔は行事が多く、特に食事を

伴う行事を実擁していたが、多すぎると不評で

やめた。今は月に 1問、子どものおやつ作り教

室を実施している。

3 )地域の母子世帯に向けて

-地域のお母さんから突然電話が来ることは今の

ところ無い。

-地域の母子も利用できるようにしたい。

-夜間職員が賠ないことが心配。何か電話があれ

ば(職員が)とんで行くし、心配な時は警察も

やfけているけど。

-学章や病児の保育の必要性は、地域のセンタ一

方式などで、もっとたくさんの人に保育提供で

きる方がいいのでは。母子世帯であるというこ

とは、ハンディキャップにならないのではない

かと思う。

・ここの擁設の存在Eは、ここの市でもよく知られ

ていないと思う。しかも下手に知らせられない0

.この中で生活しているお母さんがもっと、個人

的であっても、地域とつながりをむすんでいっ

たほうが良い。自分は、保育所に子どもを行か

せていないお母さん達と O 歳~6 歳までの子が

一緒に来る場面で月に 2回ボランティアをして

し、fこ。
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-母子の生活を支援してるっていう意味では、こ

ういう施設はいいかなって思う。自分自身、小

さい領こういう施設を利用していたが覚えてい

なし、

-母子生活支援施設を増やす。

-地域にオープンにしていくことで、母子生活支

援施設に入っていることの嬬見を無くして欲し

い。母子生活支援施設:生保と思われている O

・地域センタ一方式:親密感が無くなる。事務的

になるのでは? 主旨が見えない。

-地域に暮らす人たちは、母子生活支援施設につ

いて知らないと思う。プライバシーを強調し、

保護しすぎてはいけないと思う O

-今(一つ屋根の下)のメリットは、緊急の場合

くして、動けない時等)にすぐ見に行

ける 0

・地域で暮らす母子世講への援助は、余裕がない。

学童保育を行っており、外部には喜ばれている

が…・..

・内部で一緒にいると「干渉レベルjで取られて

しまうから、地域にサーピスを展開していった

方がいいのでは?

・センタ一方式にすると、本当に菌りもののお母

さんって来ない気がする O

-佑でやっているように、地域の児輩会館のよう

に寮外の学童を!子どもにとっても、寮内だけ

だと我が道安行く感じになってしまう。

-地域センタ一方式:ょいと思う。理想。段階

(施設→センター→地域)があるといい。

・ここは母子支援施設だけど、周囲からはここが

施設と感じられていないと思う O

・アピー jレしたら、 DVの人が守れなし、。けれど

一方で、、子どもが自由に出入りできるいいな0

.トイレ、嵐呂共同は、思った以上にフ。ライパシー

の問題。

• 4月からのトワイライトステイをどんどん志げ

ていったらいいと思う O

-昨年試しにやった地域サービスは、施設外から

来た人にも受け入れられていた様子だった。寮

内のお母さん遠の中には、寮内の人達のことを

くして欲しいという気持ちがあったようで、

職員もそこに気を付けるようにしている。

.24時間体制で保育できるように。

-地域のシングルマザーとの交流については、寮

内のお母さん達は寮内のことを知られるのを拒

否する O 外部のお母さん達との交流はあえて持

たなくてもいいと思う O

(地域の母子世帯とか)の人からも相

談を受けている。

・もっと気軽に棺談されるような、いろんな事を

、やすい擁設になればいい。

-地域に関かれる方がいし、。現在は施設で行事が

催されでも、近所の子ども(入所している

と同じ学校に通っている子どもでもある)の参

加は許可していない。

・退所していった人に対しでは、いつでも遊びに

来て欲しいし、来られるような環境作りや、母

が相談できるような環境作りが必要。

-地域のシンク、、ルマザーとの交流は、ない方がい

いのでは。母親たちが嫌がるのでは。

・地域で暮らす中のお母さんの悶意が得づらい

(いし、迷惑かも)。反対に、ここにいることを隠し

ている母親もいる。トラブルが多くなるかも…

-公立の施設は、行政としてセンター(女性援助

センター)化して欲しい。そこでは、様々な専

門家をそろえる(メンタルヘルス、職業棺談員

など)。広く市内の母親の相談を受けられるセ

ンターとする。 24時間体制など、行政として

責任をもってやって欲しい。母親の代弁機能

(母親が何をなぜ闘っているのか代弁してし、か

なければならなしつ o f也の専門機関との連携

(職員も勉強していく)。

-母子生活支援センターの入居者だけが霞遇され

るのはおかしい。地域の母親も同じサービスが

受けれらた方が良い。

-地域の母親と接することで、入居者も学ぶこと

が多い。施設の中だけだと、「もっとやって欲

しいJと要求だけになりがちだが、地域の人た

ちの「そんなこともやってもらえるの!!Jと

う反応を、ここの母親たちが開き考え
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-母子生活支援施設の家族は、自分違は母子世帯

であると意識する事があるが、地域で生活して

いる母子世帯の人たちはどうなのか、交流でき

るといいと思う O

・退所した人と入所者の交流があるといい。

・トワイライトなど。今新しい一年生が2人来て

いる。いまは人数が少なし、から対応できている

が人数が増えたら「なんでこんなことしてるい

んだろうJって思うかも。世間にもっとアピー

ルしたいけど自分の仕事が増えると思うと……。

でも、やっぱり、もっと母子生活支援施設を知っ

て欲しい。どこにも頼るとこが無い時こういう

とこがある、「行くとこがある」ってことを知っ

て欲しい。助けてくれる人がいることを知って

欲しい。世間に自分の仕事が知られていないの

も……(自分の仕事、少年指導員の話をしたら

「少年院で(働いているの ?Jと勘違いされた)0

.母子・寡婦の会は地域生活の支えにはなってい

なし、。

-もっと地域に出て、関わる方がいし、。退所した

人とのコンタクトは必要。アウトリーチが必要

であり、大切。地域支援センター的なものになっ

て、活動したし、0

・母子生活支援施設自体が少ないので、地域の理

解や認知を詰めていきたL、。学校で周盟からの

偏見を感じる母親もいる。

・地域に住んでいるお母さんの子は、誰もいない

家にカギを持って一人で帰ることになる。

保育が増えればいいと思う。ここにも 3~4 人

は地域の子が来るし、夏になれば、寵が広いの

でけっこうたくさん遊びに連れてくる O

-地域に開けていくのは良いことだけど、もしそ

の子の親が外の人だったら、ここの職員は夜7

時までの勤務だから、それから地域に子どもを

帰すのは疫も遅いし……。ここの親の場合は、

家は2階だし、隣の家とも仲がいいから、そこ

に子どもがいることもできる。

・ここの母子生活支援施設に入居している世帯は

まれていると思う。地域のシングルマザーも

気軽に利用できるといい。

-うちのお母さん逮は地域のお母さん遠が入って

くることに抵抗する。見せ物ではないという

識がある 0

・生活保護を受けながら、地域のアパートで生活

している人もいるので、ここの人は甘えの部分

もあるのでは。

• DVとか色々あるから、そこを考えて地域に開

かれていけるようにしなければ。

-今現在、地域に施設を開放している。

・畏閤ならば、 24時間で指導も援助もできるが、

ここではやってやりたりたいと患ってもできな

もあるO

-擁設を集会所として梗ってもらえるといいとも

う。特別行事を用意するのではなく、おばあ

さんが孫も連れてきて良いような。そうして、

自然にここと科用者の家族が結び、ついて行けれ

ばいいと思う。

-施設長は将来的にはセンタ一方式で地域に支擾

していく形も考えている。

・むこうが望むサーピスだけを提供する施設であ

れば、ここはいらなL、。ここが必要だからここ

にいる人たちがいる。センタ一方式をやるなら、

誰がどの職員につくのか等の問題も出てくる 0

・退所者に対して、電話や本人の来所で近況を確

認する必要がある。行事のある時は、こちらか

ら電話連絡して話すこともあるO もっと連絡の

機会を増やす方がいい。地域で生活している

もあるので、通所のセンターも必要。

・シングルマザーの増加にともなって、地域のシ

ンクツレマザーが気軽に利用できる母子生活支援

施設の在り方が必要。

・アウトリーチの必要性:施設にアクセスするこ

とが難しい母親には、アウトリーチが必要。そ

のためにはマンパワーの充実が望まれる。

・実際に地域から来る人は、いないが、電話がく

ることはある。

・入所者の、外部の母親の受け入れはとても良好

である。緊急入所した人が、母子生活支援施設

の児童室を見ることで、自分と悶じ問題を抱え

た母子が生き生きと生活しているのを知り、自
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分の未来が明るくなる。「勇気をもらった」と

って退所していく母親は何人もいるO 反対に、

入所者が緊急で入所した母親を援助してくれる

場合もある。

(6 ) その他

・ワーカーとして mあきらめないH

.ワーカーは元気を与える人

-福祉が好き、人間が好き。

-人聞はいつまでも色々な人から学べるO

-人間は捨てたものではない。

・こちらが裏切らなL、。捨てない。

・ワーカーとしての役割・立場(自分は何のため

にここに居るのか)を母親が納得しなければな

らなL、。そのために、タイミングよく援助する

(自分の役割)。母親の様子を良く見る。

. r少年指導員Jという仕事自体に「何なのか?J
と思う O とにかく聞き役で、見たこととかをサ

ラッと言う感じ。母子指導員は見てて格好いい

なと思う。すごくかかわっていたり、まかされ

ていたり信頼してもらって、その仕事ゃれてう

らやましく思う。やりがいをもってやれている

んじゃないかと思う。自分がやめたときに「阜

分はそこに必要だったのかJrどういう仕事を
してきて、どういうことをしたかったのか」っ

てことを言えないかも知れない。

・よけいな言葉をかけるのではなく、効果的な言

葉は何かを考える。

・まだ信頼関係が築けていないので、ちょっとし

た愚痴でもお母さん達が気軽に言ってくれるよ

うな職員になりたい。

-親子ともに、たくましく生きてほしい。がんばっ

て、たくましく O

-お母さんに言ってあげたことは、言い合える友

人ができれば、強くなれるよO

・ヮーカーは自分自身へのサポートが必要

-職員関保は大切。以前は職員同士がぶつかるこ

とがあり、本音を言えない人間関係だった。職

員の意思統一ができず、対応もバラバラで、結

果的に母親達との信頼ができにくかった。

-賓の向上を図りたい。

-もうやめたくなることもある!

・他の施設の職員と支援方法について話し合った

りする。すっきりする。

5 外から見た母子生活支援施設

(1) 地域に暮らす母子からみた母子生活支援施

設

あらかじめ、この第5章lで用いるデータ(地

域の保育盟・幼稚爵に子どもを通わせている 15

名)の基本的属性について述べる。家族講成は

「母十子Jが10名、「母十子+裡父・母Jが3名、

「母+子÷樫・父母十その他の家族員J2名であっ

た。さらに、「母十子」の家族構成のうち、「両親

や親戚が市内に住んでいる」者が6名、「日帰り

で行けるところに住んでいるj者が2名、「もっ

と遠いところに住んでいる」が2名であった。

1)母子生活支援施設の認知と今後の利用

「母子生活支援施設 (1日・母子寮)Jについて、

「名前も開いたことがないJ者は 4名 (26.7%)、

「名前だけ額いたことがあるJ者は 8名 (53.3%)、

「名前も施設の内容も知っているJ者は 3名

(20.0%)であり、施設の内容も伴った認知度は

かなり低い。

また、そのイメージについて百日してもらったと

ころ、以下のような回答が得られた。

-名前だけ聞いたことあるだけで、どんなところ

でどんなことをしているのかわからない。

・なんとなく差別されているみたいで嫌だ。

・イメージとしてれかわいそうな家庭H の集合0

・必要最低限度の設備しかない。

-知らないので、わかりませんが、母子家庭だけ

の寮ってことですか?

-母親同士が協力して働くことを支え合っていく

コミュニケーションがとれるというイメージ0

・一部の施設を見学したことがある。雰囲気的に

よほどのことがない限り住みたし¥利用したい

とは思わなかった。共同生活嵐?としても、
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(見学する前は)もう少しきれいなイメージが

あったのに……。

-つ

-ヰ寺になし

・孤立しているイメージがあります。

・よくわからない。利用してみたいと思ったこと

はあるが。実状は件数が少なくなかなか入居で

きないと間いた。

・かけこみ寺のようなイメージを持っています。

なにか、人目をさけて暮らしていくような惑じ

を持っています。

・限られた場所にしかない、数が少ない。家賃は

安いが、子ども l人と母親が住むfよさ。

-母子家庭の生活が安定するまで住居等を提供し

てくれる施設。

-母と子だけで本当に生活するのが大変な人達が、

身を寄せ合っ らしているイメージがある。

さらに、今後の利用についての希望をたずねる

と、「利用してみたL、Jが2名 03.3%)、「利用

したいとは盟、わないJが6名付0.0%)、「わから

ないjが7名 (46.7%)であった。それらの理由

としては、まず「利用したいと思わない」母親た

ちの回答では、

、た(母子生活支援施設のイメージ)理

由と同じ

-門限もあるようなことを聞いた。

・今のところ近くに友人や親(両親)、姉妹がい

るので、利用はしなくてもやっていけるかなー

と思っています0

・関上(母子生活支援施設のイメージ)でお話し

したように、自分の生活の事だけで、いっぱいで、

他人の気をつかってまで生活していく精神はな

いと思うから。視野が狭くなる気もするし……。

母子でも他の人とかわらない生活をしていきた

いと思ってます。

しく調べなかったが区役所で闇いた際、 3人

の子どもでは狭すぎる O

した地域ではない(祖父母の近く)。かな

り造りが吉い。

・規則が較しいと開いたことがあるので、。

といった、母子生活支援施設全体へのイメージの

悪さとともに、建物の古さや狭さという設備語、

あるいは門限といった規則への抵抗感をあげてい

た。

さらに、「わからない」と回答した母親たちは、

7人中5人が「その施設が、どのようなものかわ

からないので」、「どんな所か知らないから」とい

うように施設について知らないことを理由として

あげていた。

一方、「利用してみたいj母親の理由は、

-家賃が安いと聞いた。

-今は利用しなくても良い状況なので、考えては

いませんが、何らかの原田で住むところがなく

なることがあれば、心強いし利用したいと思い

ます。

というように、母子生活支援錨設における、まさ

に「支援」の内容を把撞している上での回答であっ

た。間みに、「利用してみたいJとう 2名の基本

E毒性で言えば、 2名ともに保育所を利用している

母親であり、家旗構成は「母+子」であり、親族

との距離では、 1名が市内、もうー名がB帰りで

行けるところに住んでいた。

2)地域に暮らすことの菌難さと

母子生活支援施設を利用せずに、地域で母子世

帯が暮らしていくときの関難さにはどのようなも

のがあり、また、社会資源のひとつとしての母子

生活支援施設は、何を期待されているのだろうか。

以下には、地域母子世帯の国難さ、地域母子世帯

に対して行ってほしい母子生活支援施設のサービ

ス、社会一般に対しての要望について列挙する O

①地域母子世帯の困難さ

.今のところなし

・夫と別居の状態では、何の支護も受けられない

こと(市が変わった も夫でないと受
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けられない)。

-特にありませんが、これからはどうか?と心配

です。

・空巣に入られたり、ストーカーにあったりした。

子どもと母親だけで暮らす厳しさを痛感した0

・ょく意味がわかりませんが、mっていると言う
より現状維持で精一杯です。

-賛沢かと思いますが、保育時間がもう少し長け

れば・ o

・学誌内に児童会館がない0

.仕事が無いこと O

-まだ閤ったことがない。

-特にはありませんが、子どもが保育所に通って

いる内はいいのですが、小学校に入ってから放

課後に安心してあずける施設がない。あっても

お金がかかったり、施設が不衛生だという話を

聞いたりして、母子家庭以外の家庭でも図って

いる人達がたくさんいます。

・特にありません0

・ちょっと、あまくみられているかな?何か相談

する事があっても、まわりにそういう(相談す

る)人がいないこと。

・仕事が決まるまですごく大変だった。住宅の家

L 、。
-今のところ回ったことはありません。

-今は実の親と一緒に暮らしているのであまり不

自由はないけれど、自分の仕事が夜6持30分

~7 時くらいまでなので保育盟の延長のお迎え

に間に合わないので、自分でお迎えができない

ことが因る。

②母子生活支援施設に行ってほしいサービス

-安価での託児サービス(自宅にで)。幼稚圏で

は長期休み期間の保育がないので仕事の時間が

撮られる。

・わかりませんO

・色々とこみいった事情や追われる(?1)イメー

ジがあるので、オープンな感じがないので、他

施設のようなサービスを求めるっていうのはで

きない(イメージがどうしてもできなLつです。

-寸ーと、もの保育。

-母子生活支援施設でどんなサーどスをしている

かわからないから、

せん。

けばいいかわかりま

・どこに母子生活支援施設があるのか、まずわか

りませんO ヶ所中央区にあるのは知ってい

るが……)あまり考えたことがないので、今の

ところサービスについては思いつきませんO

どもが病気の時あずけられる、又は介護人の

派遣(仕事が休めない)。

・持か用事ができたときなど、子どもを預かつて

くれる場所が欲しい!!(手続きが面簡なのはダ

メ)すぐ対応してくれるところ。

・デイサービスがもっと近くにほしい!!

-住宅(ある程度の広さ、設構のあるもの)

・臼曜、祝日も子どもをみてくれる施設や、保育

園を増やして欲しいです。

どもが病気になっても仕事を休めないときに

預かつてもらえるサービスがあるととても助か

る。

③社会一般に対して

・働いていて、子どもの学校や体の具合が悪く

社を休まざるをえないとき、嫌な顔号をせずに休

ませてほしい。

・仕事をしても、収入は十分とはいえない状態な

ので助成制度を広げてほしい(期間、金額とも

に)0

・離婚していなくても、別々に生活している場合

の助成があるといい(離婚調停中など)。

-母子家庭でもいろいろあるけど、子どもが小さ

い、体が弱いで、仕事がなかなかない!! 採用

されない!きついですネ!

-働く条件が厳しい。子どもがいることで働き先

が限られてしまう。

-安心して子どもを預けられる所。また保育所

(認可閤)をもっと便利にして欲しい。時間の

延長、日曜祝日の保育など。もっともっと増や

して欲しい。(でないと、働きたくても思うよ

うに働けず、、イコーjレ収入、自立、安定です。)
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-自立するまで支えになるものがあるといい。

例)生保の見直し:身近でもなかなか生保を受

けられず、その日暮らしの仕事をして、将来へ

の不安を抱えている人が多い。「一時、何かを

収得するまで……Jと。

-特になし

・今、自分遠の生活を考えるだけで精一杯で、あ

まり考えたことがありませんが、遊闘地などの

施設の入園料が高くて子ども達を連れて行くこ

とがあまりできないのが残念です。

-母子生活支援施設入居者数を増やす(入りたく

ても入れないのが現状)。児童扶養手当の引き

上げ(限慶枠が少なすぎる)。病気の子どもの

預け先を市内全域に増す(現在は市内の 2つの

監の病院のみで、利用したくてもできない)。

母子家寵の母の医療費を無料にしてほしい(他

の政令指定都市と同じく)。

・やはり生活菌で、仕事がスムーズにできること

だと思います。生活するのに必要なお金が稼げ

れば構神的にも安定できる(母親のストレスも

解消)。

-同じ母子世帯でも、生活保護世帯との差が大き

い。生保の人の方が生活にゆとりがあると思う

(病気の人ではない人)。

・一生懸命働いている「母親Jの罷療費もかから

ないようにしてほしい(生保の人は無料と聞い

ています)。自分が異合悪い場合でも、なかな

か病院にかかれない!!

・就業に対する援助。住宅の確保(離婚の場合す

ぐ住むところが必要)。子ども

援助

に対する

・難しい事ですが、差別意識が少なくなると良い

と思います。片親だから、しつけが悪いと

れたりすること。私は心の成長も大切にしたい

のに、片親だから仕方ないみたいに言われる

がありました0

・今の仕事では、子どもを脊てていくのはとても

大変なので、子どもがいても融通のきく

変えなければいけないといつも思っている。人

にばかりたよっているのも嫌なので、なんとか

はしfこL、。

3 )地域に暮らす母子世帯の「自立j

母子生活支援施設を利用せずに地域で暮らして

いる母子世帯にとっての「自立Jは、どのように

考えられているのだろうか。経済的な自立を中心

に以下のような回答が出ていた。

-普通の家庭並みに生活ができ貯金ができること

・仕事を持ち、子どもを育てていけるだけの収入

を得る。しかし、母子だけの世帯だと、子ども

の育児に対する援助はそれなりに必要だと思う

(特に小さい子の場合)。

・一般的に普通に生活していくこと。

・経済的に臨からの援助なくして生活してゆける

-子どもがいても「按げるJことではないでしょ

うか。手に職をつけてもまともに働けないのな

ら一生島立は無理だと思う。

・母親が、社会的・経済的に自立し、心身共にゆ

とりをもって子どもと生活できる。

・できれば、お父さんがいたほうが良い0

・? (わからない)

していることだと思います。パート

で働いている人が多いのでは? (うちもそうで

すが、パート収入と両親と一緒の家にいるとい

うだけで、児童扶養手当の手続きがとても面倒)。

正社員で働きたいです。やっぱりお金がないと

親とかに協力してもらわなくてはならないです

し、精神的に嫌ですね(老いた親に申し訳ない)0

・金銭的にー殻的なレベルを維持。働いて子ども

に食べさせるO

-父母がそろっている家庭のように、間じ境遇で

らしていけること。

・母親の仕事+親子(母子)のきずなを深める。

精一杯努力して生きるO

-誰にも迷惑をかけないで生活していけることだ

と思いますが、私は暦閤の人に支えられている

ので自立がどこまでなのか、わかりません0

・今は親と一緒に暮らしているが、いずれは子ど
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もと 2人で部屋を倍りて自立したいと思ってい

るが、男性と違い給料も安く生計を立てるのが

とても難しいので自立するためにはそれなりの

給料がなくてはとても無理だと思うO

(2) 利用者と退所者の比較からみる母子生活支

援施設の評価

ここでは、 A市における母子生活支援施設利

と同施設退所者の比較を還して、施設評価を

考える。

1)施設利用者の評価と要望

最初に、今現在、施設を利吊している母親の声

を拾っていくと、これらは第2章でふれたように、

出ている道内全体の施設利用者の評価や

と重なる部分が多し、。 A市において肯定的

な評舗がされている点は以下の通りである。

-いつも守られている感じがして、安心して暮ら

せる 0

・家賃がかからず、水道代と電気代だけなので金

銭的に助かる(同様の内容で全世帯)。

• f也の子どもや職員がいるので、子どもが淋しい
思いをしない。安心して働くことができるO

どもの面倒を見てくれる。子どもが小さいの

でなにかと手がかかるが、ちょっと手を操りた

いときに助けてもらえるので助かる。

・相談に乗ってもらえる。職員が親身になって棺

談に乗ってくれるのがよし、。相談できる人がそ

ばにいるのは、とても心強い。

一方で不満や要望は、規出・子どもの保育・設

備面・職員の対応など、多岐に渡って多くの意見

が出ていた。

-ハローワークのような仕事の紹介があればよい。

どもを抱えての就業はもちろん、理解のある

職場を探すのはとても国難。

• F守F良をもう少し遅くして欲しい。大人なのだか
ら、門限は必要ないと思う。

-子ども l人でも部濯に入れるようにして欲しい。

親が帰るまで学習室にいると、子どもの自分の

時間がなくなってしまう。自分で予定を立てて

行動することができないように育ってしまう

がする 0

・延長保育・休日の保育を充実容せて欲しい。残

業や休日出勤ができないと就業が圏難だし、職

場で肩身が狭い0

・部患を広くして欲しい。一部長室だけだと辛い。

異性の子どもが成長したとき、生活していけな

いと思う O

・麗呂、トイレは各居室に設置して欲しい。小さ

い子どもがいると共同ではとても不使。入裕時

間が制限されたり、朝の忙しい時間にトイレに

並んだり、とても大変0

・プライパシーの確保。いない間に、部屋を見回

るのはやめて欲しい。

・当番を減らす。嵐呂やトイレの掃除当番、ゴミ

当番、鍵当番など、当番が多すぎる。時間が決

まっているものが多いのも大変。

・{閏別対誌の必要性。子どものしつけに関して、

母親の育て方を尊重して鶴別に対応して欲しい0

・行事の強制参加をやめる。子どもを遊びに連れ

て行ってくれるのはよいが、休みの日は必ず行

事があったり、強制参加だったりするのは困る。

用意のためにお金が必要になるときもあるので

大変。

・ボランティアの充実。子どもに普い事をさせる

余裕がないので、ボランティアでどアノや英会

話などを教えてくれると助かる。

-団体生活がもっと円滑に行えるよう配薦。利用

者向士が仲良く生活できるように職員が閣に入っ

たり、規制・マナーを守らせたりするなど配藤

して欲しし、。

・職員の資質向上。若い職員だけでなく、経験豊

富な年輩の職員がいると相談しやすい。利用者

の心理的なサポートができるように、勉強して

欲しい。女性ばかりなので男性の職員もいると

よい。子どもの父親代わりとして、また、男の

子の相談相手として必要だと思う。
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-子育て』情報の提供。子育てに役立つ情報を提供

してくれると劫かる。

2)退所してからみる母子生活支擾施設

では、施設生活を経験し地域で暮らしている母

子世帯にとって、母子生活支援施設は、どのよう

に評錨されるのであろうか。

-家賃がかからないので金銭的に闘った人には必

要なところ。施設にいたときにある程度貯金が

できたので、地域で暮らすことができた。

.DVなどで逃げている人にはとても大切なとこ

ろO

・地域にいる母子家族とも交流があればよい。

-自立のためのステップになるO 離婚して、いき

なりアパートを借りたりして地境で暮らすより

も、母子生活支援施設を利用して、お金を貯め

たり、仕事を安定させたり、生活リズムそ身に

つけたりして生活力をつけた方がよい。地域で

らす上で、施設での生活は役立っている。

・小さい子どもがいるときは家族代わりになって

よいが、大きくなると設備的にも環境的にもあ

まりよくないと思う。

、仕事の紹介など地域にいる母子家族

さえておかなければならない。その上で、両者を

比較してみると、踊設利用者からは肯定的な評価

よりも嬰望や不満が多くあげられたことに比べ、

退所した母親からは主に常定的評価の自答があげ

られていた。退所母子世帯は、今現在は施設で生

活をしていないということから客観的に、あるい

は総体的に施設を評価しており、そのことは「施

設にいた頃はいろいろ不満もあったが、今はとて

もよかったと思っている。」という自答からも

みとることができる O

さらに詳しくみていくと、施設利用者の評価で、

ほぼ全員からあげられたのは、「家賃がかからな

いので金銭的な負担が軽い。」という経済的な商

での評価である。その他の評価は、主に職員が近

くにいることで得られる子育ての援助や相談、安

心感などである。しかし、「良いJという評価で

はあるが、さらなる改善の要望があげられること

も多く、現状に満足している印象はない。また、

施設手IJ培者の要望は大きく「生活環境を向上させ

るための要望Jと「今後の自立のための要望」と

の2種類に分けることができる O

一つ告は、今の「生活環境を向上させるための

嬰望」である。部麗の広さや数、風呂・トイレの

ど施設の設備、すなわち設備面に対

が利用できるサービスが充実するとよL、。子ど する要望がある。さらに、職員の対応や、当番制

もの学校が終わってからが心配で、安心して仕

事ができないので遅くまで子どもを見てくれる

ところが欲しし、。情報器供もしていれば助かる 0

・母子生活支援施設は必要だとは患うが、違う形

態の方が良いのではないか。母子世帯専用のア

ノfートなどで、地域で生活しているのと同じよ

うな状況になればよいと思う O

3)比較を通してみえる施設の評価

調者の意見を比較するに先だって、ここでの

「施設退所の母子世帯Jが、今でも施設からの調

査の協力に応諾できる関係にある母子世帯、すな

わち、施設にいる間にはトラブルがあったにせよ

なかったにせよ、今は、施設との一定の良好な関

係を維持しているというバイアスがあることを押

度、行事などのプログラムなど、ソフト閣に対す

る要望も含まれている。設備聞に対する要望は、

利用者の被調査者全員からあがっていた。確かに

8畳一間では、親子が生活するには狭く、子ども

の人数や性別・年齢などによって、さらに国難に

なるであろう O 風呂・トイレに関しでも、風呂は

タ金後・就寝前、トイレは出勤・登校前など利用

する時間が集中しやすいことから、各居室

することが望まれる。小さい子どもがいる場合に

は特に、共同では不便さを感じると思われる。

ソフト面に関する不満・要望では、問機の事柄

について、一方では「良い」という意見もあり、

簡単に是非が替えるものではない。例えば当番制

度に関しては「集闇生活なので仕方のないこと、

あたりまえのことだと患っている。Jという回答



124 

もあれば、「風呂・トイレが各居室に設置されれ

ば、当番から解放される。Jという回答もある。

どのプログラムに関しても、同一被調査者

から良いという評価と悶時に不満・要望の回答が

あがる場合もあり、「行事自体は嬉しいが……j

回数や参加の強制、行事に係る金銭的負担に関す

る不満があげられているO

二つ目は、「今後の自立のための要望」である。

仕事の紹介や保育の充実に関する要望がこれに当

てはまる O 仕事に就き収入を得ることは生活を支

える上で重要で、あるし、安心して仕事を行うため

にも延長保育や休日の保育は必要であるO このこ

とは母子世帯に限らず、共働き世帯などにも必要

なことであるが、施設利用者は経済的な問題から、

外の延長保育や休日保育といったサーどスを購入

することができず、それを錨設に求めるのは当然

の流れであろう。

退所母子世帯の意見は、施設利用者に比べ、

「自立のためjの視点に立った回答が多いようで

ある。母子生活支援摘設の利用を、地域で生活を

蛤める前のひとつのステップとしてとらえている

母親もおり、施設利用時に地域での生活のために

貯蓄をしていたという母親が多い。また現在地域

で生活しているという立場から、地域の母子世帯

も利用できるサービスを充実させて欲しいという

あげられていた。特に、学童保育を中心と

する保育サービスを求めるものが多かった。就業

に伴って通常の保育に加えて延長保育や休日保青

を必要とする場合、また就学後も小学校低・中学

年までは一人で家に残すのは心配で、あるというこ

とから学童保育を必要とする場合がある。しかし、

そのようなサーどスを利用するとなると、金銭的

にかなりの負強となる O そのため、無料または低

額な料金でサービスを充実させて欲しいという要

望が多くあげられていた。

さらには、母子生活支援施設自体が、もっとプ

ライパシーを保護し、それぞれの家族の生活を尊

るために、母子世帯専用のアパートなど、地

域で生活しているのと間報の形態になればよいと

いう回答もあげられた。

6 まとめと考察

(1) 施設利用者への調査後振り退って

母子生活支援施設の施設長や施設職員が、利用

者である母親たちの声を受けて、どのような感想

を抱いたのかについては、施設長・職員ともに、

多少の反発をもって受け止めてしまうものから

撃に受け止めるものまで、かなりの個人差が見ら

れた。さらに、それを今後に向けて、どのように

皮映していくかという点においては、施設によっ

て「取り組めるところからひとつずつ」といった

震関であるが、なかでも公立においては、予算の

制約からか明快な回答はできにくい状況であった。

今日、様々な領域において、「第三者Jによる

髄を受け自らの実践を吟味していくなかにあって、

「母子生活支援措設Jも当然その流れを受けるも

のであるし、受けるべきものであろう。特に、後

述の調査結果からも明らかなように、「何をして

いる施設かわからないjという認知度の低い施設

の特性からしでも、こうした「外Jからの声を開

く機会を積極的に取り入れ、反対に外に発信して

いく必要がある。今回の一連の調査は、単発的に、

調査の結果を受けて施設の設備面や対人援助を改

していくといったものに留まらず、母子生活支

援施設が外に向けて、自らの存在価値を発信して

いく契機となることも間われているのである O

ところで、この公立と私立という対比は、施設

職員の対人援劫に関する意識や態度においては一

概には当てはまらない。私立施設における職員が、

その意識と技指にかなりの混震差があるのと同様

に、公立であっても譲助に対する高い意識と技術

を有している者から、その対棋に位聾している者

も存荘している。

そもそも、職員の就職の時の感想にあるように、

多くの職員が、母子生活支援施設に就職する持点

では、「母子生活支護施設とは何か?Jについて

ほとんど知らずに就職しているのである。それは、

多くの母子生活支援施設が保育所を併設している

ことから、保育所の延長や何かの関連施設という

押さえで就職し、子どもに対する擾助は想犠でき
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ても、母親への援助については十分に理解せずに

仕事をスタートさせている現状がある。

そのためか、就職してからの援助の大変さとし

てあげられているものには「母親への対応jとい

う回答が多く、さらに言えば、母親との簡に生じ

る「信頼関係Jや「共感」や「相手の立場の理解J

といったものに難しさを感じているのである O こ

れらはまた、職員の日々の仕事での爵難さである

と問時に、母子生活支援施設での職員として大切

なこと・心がけていることとしても回答されてい

る内容である。一般に、ソーシャルワーカーに求

められる要因として、「価値・倫理、知識、技術J

が言われているが、今回の調査においては、この

三要素の中でも、施設職員の「価値観Jが間われ

る回答が多かった。利用者である母親の価値観や

行動が、援助者である職員の価値観に照らし合わ

せたときに、矛盾や疑問、さらには反感となって

じている様子が浮き彫りとなり、そこで援助者

としての職員は苦悩しているのである。

(2) 母子生活支援施設で働くということ

施設職員の価値観に関わって、回答に差が見ら

れたものは、「就職の支援Jや「生活保護受給者

の母子世帯」、あるいは「貧困の原国」といった

項目である。

母親への就職支援は、母子世帯の自立へ向けて

の支援策のひとつであり、母親自身のみならず職

員からも、祝祭日の保育を含めた融通性のある保

育対応の必要性が、多くの意見として述べられて

いた。その上で、具体的に母親を就職へ結び、つけ

ていくときの要因として、資格取得の問題があげ

られていた。すなわち、高学歴ではない母親たち

に何らかの資格を取らせることが、就職へと導く

支援という意見であるO 中には、「単に資格であ

ればいいというものではなく、確実に就職につな

がるような強い資格は何かを職員も調べて、母親

へアドパイスすべきjといった、確実で積極的な

回答もあった。

しかし一方で、就職へつながるか否かは、資格

云々の問題ではなく、母親の個人的資賀の問題で

あるという回答もあった。「資格はなくても、就

職する人は、すぐに就職を決めてくるふ「資格以

前の問題」というように、「母親のがんばりjに

よって就職へのアクセスが規定されているという

見方である。

同様の意見の対立は、施設内の生活保護受給の

母子世帯と就労している母子世帯との対比におい

ても見られる。両者における生活の「差jは、大

部分の職員が「あるJと回答し、それらは、勤勉

なワーキングマザーに対して、金銭感覚の鈍い

(金遣いが荒い)ルーズな生活保護受給の母親と

して描かれる。さらに、生活保護を利用するに査っ

た貧困の原因についても、「母親の生まれ育った

家族の影響」の大きさを認めつつも、貧困の原器

が「社会的要因」であるのか「個人的要国」であ

るのかに意見が分かれ、後者の意見を支持する回

答が多かった。そこにはやはり、翻人(母親自身)

のがんばりの欠如という視点が含まれているので

ある。

しかもこうした f利用者への厳しい視点Jとい

うものが、新人ワーカーの方に多い回答であると

は言えなかった。むしろ新人ワーカーの方が、素

朴な感想、から、 iCよりいいかもしれないので)資

格取得の必要性Jを述べていたり、 iCニュースな

どで失業の話を聞いたから)貧留が社会的な要国」、

「回っているから生活保護が当たり前j という発

も見られた。ソーシャルワーカーとして経験を

積んでいく中で、価値・知識・技術の面において、

研鏑を重ねて得ていくものがあるのと問時に、特

に「価鰻」の側面では、日々の実践をこなし、援

助の援にぶつかっていく中で、失われていくもの

もあるのであろう。すなわち、職員が一生懸命に

取り組めば掠り組むほど、利用者との準し蝶や裏切

りに会い、最後は母親偶人の問題にせざるを得な

いという、援助者の卒さが存在しているのである。

実際、こうしたある意味の「母子世帯への厳し

いJ価値観を抱きつつも、職員は様々なレベルの、

きめ細やかな実践を麗関している。そうした職員

の「がんばり」が、ソーシャルワーカーとしての

「やりがいJに結ひやついていかないことの穣み重
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ねが、上述のような、母親自身の「がんばり」度

で母親を評錨してしまうといった、利用者への厳

しい視点として生じてくるのである。そのことを

裏付けるように、反対に、仕事をしていく中でう

れしさを感じるときは、何気なく母親や子どもた

ちから感謝のことばをかけられたときや、母子世

帯が自立していくときなど、ワーカーとしてのや

りがいを感じるときのことを述べている回答が多

し、。

こうした職員の「やりがいJをいかに支えてい

くか、さらには、ソーシャルワーカーとしての力

いかにつけていくかという課題については、

様々な研修が答えていくのであろうが、そこにも

施設問で一定の農が生じていた。すなわち、施設

から派遣される形で参加する施設外研修には各施

設とも職員を願番に参加させていたが、施設内研

修については、施設(法人)内で定期的に研修会

を設けているところから、処遇会議(事例会議)

をもって研接会としているところ、さらには事例

会議自体も定期的にもたれていないという施設も

存在していた。その会議の内容にしても、様々な

職種や立場の職員が、自由に事例に対する見解を

述べることが保障されている会議から、単に上か

ら下への申し送りや、少年指導員から

への情報提供で終わってしまっているものもある。

は母親対応をするということから、母

は本来の「母子生活支援施設Jの仕事を

担っていて、少年指導員は後方支援のような印象

を抱かせていることについても、事例会議の持ち

方の開題や、少年指導員が少年指導員としての専

門性を確立できるような研接会がもたれていない

ためであると思われる。

たとえ施設として施設外研修に職員を出席させ

ていたとしても、施設外研修の関かれる頻度から

して、また、それに参加することができるのは、

施設内での瀬番に依っていることからしでも、職

員一人あたりが年に参加する研修の数は、かなり

限られたものとなり、やはり継続的な施設内ある

いは施設問の研修は必須のものであろう。

さらに、職員に対して研修の機会を増やしてい

くことは、職場の雰囲気を変えていくという上で

も重要である O 外からは何の問題のないように見

える施設にあっても、職員へのインタビューでは、

「職場の人間関係の気まずさから辞めたくなった

ことがある。j、「辛い」という回答が出ており、

施設長をはじめ施設を管理する者は、もっと、職

員の職場環境に配躍することが求められているの

である。それは、職員に対して「利用者を理解し

なさいJと言ったり、あるいは「利用者への共感

が必要Jといった力量を求めるのと同様に、施設

長に対して求められる感受性なのであるO

(3 ) 母子世帯にとっての f自立J とは?

ところで、母子生活支援施設の法的根拠でもあ

る先輩補祉法38条にも掲げてあるが、「自立jの

促進と言ったときの、母子世帯の「自立jとは、

いったいどのようにとらえられているのだろうか。

施設長・施設職員ともに、経済的な自立を多く

あげているのと同時に、精神的なものや親子関係

といった経済的な嬰間以外の生活の立て直しがで

きた時点で、「自立」としている回答が見られた。

しかしこれが、母子生活支援施設利用との関連

で、また、生活保護受給との関連で見たときには、

施設長・職員ともにかなり意見が分かれた。母子

生活支援施設に関わってみれば、擁設長は「施設

利用の自立はあり得る」と言う意見が比較的多い

のに比べて、擁設職員は、「擁設を利用しながら

の自立はあり簿ない」という回答と、 100がで

きていれば、Jというように他の用件がクリアで

きていれば、すなわち条件付きの岳立を述べてい

る回答とに意見が分かれた。

さらに、生活保護受給をしながらの自立では、

施設長が「あり得なしリという問答が多かったの

に比べ、職員では、「あり得ないjとIC生活保護
が)一部支給ならあり得る」と「あり得る」とに

分かれていた。

一方、施設長や職員から見ると「一定の自立J

をしていることとなる、地域に暮らす母子世帯か

らみると、どのような回答が得られるのであろう

か。保育園・幼稚閣の母子世帯へのアンケートで
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は、やはり経済的な自立を中心に、「普通のJ

般的なJr父母のいるJ生活をもって自立と見て
いる意見が多かった。

施設にいる関は、施設の外へ出ることが「自立J

へのステップであり、いざ旗設の外へ出てみると、

今度は父母子家庭に近づくことが「自立」へのス

テップととらえられているようである。

(4) 母子生活支援施設の今後

最後に、母子生活支援施設が今後どのように展

開していくべきかを考える際には、外から見た施

設の評価が参考になる。第4主主で見てきたように、

地域における母子生活支援施設の認知はきわめて

低い。母親たちは、訳のわからない施設だからこ

そ、施設に対しての要望をあげることもなく、そ

こは「特別な人に対する特別なところJというイ

メージでとらえられている。このことは、施設の

職員ですら就職するまでにその内容をほとんど知

らないという現状からしでも、十分に推測できる

結果である。

しかし少数ではあったが、地域で暮らしていて

も、一度、施設の援助の内容を知ったならば、あ

るいは母子生活支援施設というものを経験した

(現に入所している)という母親たちにとっては、

母子生活支援施設は多くの利用者・地域母子に必

要なところであると認識され、より良い施設設備

やサービスの改善という要望や、将来的な施設利

用を希望する回答も見られるO

母子生活支援施設の今後を考えていくには、ま

ず、この「施設を知ってもらう」という一歩から

歩み出さなければならない。ところで、周囲に対

してこの施設を知ってもらうときには、「どのよ

うな特色の」擁設として認知してもらう(広報し

ていく)こととなるのであろうか。

施設内の母親たちの要望からは、親子が暮らし

ていくための設備閣の改善や保育援助をはじめと

したサービスの展開、さらには対人援助としての

ソーシャルワークの力量が求められているが、そ

れらの向上は自明のこととして、将来的な施設の

方向性が間われているのである。すなわち、地域

らす母親たちのイメージや、「自立Jをめぐ

る意見にもあったように、母子生活支援措設が

「特別な人たちが自立前に利用する特別なところ」

として、自立に向けた短期・一時的な施設として

鹿関していくのか、あるいは、夫婦での子育ても

困難な時代にあって、ひとり親で子育てをしてい

る母親が援助を必要とすることはむしろ当然なこ

とであり、母親の必要があれば子どもを育て上げ

るまで援助が継続されてもいいのだという考え方

で罷関していくかである。

母子生活支援施設が行う援助金体としては、後

者の流れの中で地域支援も展開されて来ているが、

「施設内」に限ってみると、前者の特徴を有して

いるといえよう。

いずれにしても、こうした議論は、いまだ緒に

就いたばかりであり、第一線で母親とその問題に

向き合っているソーシャルワーカーとともに考え、

実践を積み上げながら新しい母子生活支援施設の

形態を模索していかなければならないだろう O ど

れが正しい・正しくないといった安易な判断では

なく、重要なことは利用者がサービスを選択でき

る選択肢がたくさんあること、そして、どの家族

にも子どもが健やかに育つ環墳が整えられている

ということである。そこにこそ、母子福祉施設で

はなく、児童播祉施設としての母子生活支援施設

のアイデンティティがあり、また、ソーシャノレワー

クの原点ともいうべき、「鶴人」ではなく「家族」

を対象としている母子生活支援施設のソーシャル

ワークのおもしろさと難しさが存在しているので

ある。

資料 1: r母子生活支援施設に対しての鵠葦(施

設長に対しての質問事項)J

1.施設のアウトライン(確認事項)

1.設立年はいつで‘すか

2.公立ですか私立ですか?

3.定員数(世帯数)と充足数(世帯と子ども

数)

4.職員について:各職員の職種と年齢・性別、

常勤・非常勤の別
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5. DV法対応について

6.実施している保育サービス:ナイトケア・

病児保育など

7. その{也、施設で行っているサービス

II.前回の調査を受けて

1.調査結果に対する感想

→なかでも、施設への要望についての感想は?

2. (個々の施設への不満や要望を提示して)

改善、あるいは変化のあった点

3.変化のない場合についての説明・回答など

4.今後へ向けて

→雄投内では?

→施設の外へ向けては?

盟. (一部の漉設長に対して)母子世帯の自立に

ついて

1.母子世帯の自立とは?

2.母子生活支援施設にいての自立はあり得る

か?

3.生活保護受給を品柄の自立はあり得るか?

資料2: r母子生活支援施設に対しての観査(職

員に対しての質問事項主任レベル・新

人各1名づっに)J

I.フェイスシート

1.性別

2.年齢

3. この施設での経麗年数

4.それまでの簡単な職歴

5.学歴

II.母子生活支援施設の職員となって

1.はじめでこの仕事に就いたときは、どう思っ

たか?

2. この仕事で大変だと感じたとき(こと)は?

3. この仕事でうれしさを感じたとき(こと)

は?

4. この施設の職員になってからの研修経験

→施設外研修

→施設内研修

→個人的に参加している研修

5.現在、母子生活支援施設の職員となって大

切なことは何だと思うか?

取.自立助長への成功例について

1.自分が関わったケースの中で「自立J援助

がうまく行ったと思う開を挙げてもらう。

(新人の場合には、自分が関わったケースで

なくとも、印象に残っているケースを挙げて

もらう。それも難しい場合には、自分が考え

る「成功J仔tlとは何かについて話してもらう。)

①家族構成

②母子世帯、および入所に去った経緯

③援助を必要とした課題と、それに向けての

援助内容

→母親に対して:

どもに対して:

→その他、親戚や関連機関などに対して

④事例の予後

⑤自分が「うまく行ったと思う」理El3

IV.自立助長への失敗例について

1.自分が関わったケースの中で「自立」援助

がうまく行かなかった(行かない)と思う例

を挙げてもらう。

(新人の場合には、自分が関わったケースで

なくとも、印象に残っているケースを挙げて

もらう。それも難しい場合には、自分が考え

る「失敗J例とは何かについて話してもらう。)

①家族構成

⑤母子世帯、および入所に至った経緯

③援助を必要とした諜題と、それに向けての

援助内容

→母親に対して:

どもに突すして:

→その{也、親戚や関連機関などに対して

③事例の予後

⑤自分が「うまく行かなかったと患う」理由

V.生活保護とそれ以外の母子家族に対する感じ

方と意見(一般論として〉

1.生活保護を受給している母子家族と、受給

していない母子家族との差はあると思います

か。あるとすればどんなことですか。

2.一般に、貧困は掘人的な原閤(例怠け、



母子生活支援施設の評価とソーシャルワークに関する研究 129 

病気、アル中など)で起こると思いますか、

社会的なこと(失業など)で起こると思いま

すか、あるいは両方で起こると思いますか。

また、生まれ育った家族の影響は大きいと思

いますか。

3.生活保護受給世帯の生活水準を、施設内の

受給していない他の世帯と比較して、どのく

らいと思いますか(高い方、中くらい、低い

方)。また、世間一殻との比較ではどう思わ

れますか(高い方、中くらい、低い方)。

4. ところで、あなたの家庭の生活水準をあな

たはどう思われますか(高い方、中くらい、

低い方)。

VI.ー殻的に、母子家族の指導や支援にとって伺

が必要だと考えますか。(特に、就労支援をめ

ぐって)

1.就労のための職業訓練

2.就労先の問題

3.就労中の子どもの保育

4. しつけ、家庭生活等

5.就労問題以外で、母子家族の指導・支援を

する上で、もっとも難しいと思われる諜題、

問題は何ですか(前夫との関係、負債を抱え

ている場合、子どもに問題がある場合、母親

自身が問題を抱えている場合など)。

Vll.母子生活支援施設の今後

1.母子生活支援施設は、今後どうあるべきだ

と思いますか。施設利舟者に対しての改善が

必要だと盟、われることを教えてください。

2.母子生活支援施設は、今後どうあるべきだ

と思いますか。地域で暮らす母子家族も含め

て施設の外へ向けての改善が必要だと思われ

ることを教えてくださ L、
資料3: r地域で暮らす母子世帯から毘た母子生

活支援施設に関するアンケートJ

質問紙工糞髄

1.あなたのご家族についておしえてくださL、
1.あなたのご家族は次のどれに近いですか。

①母+子 ②母十子十組父母 ③母+子十祖

父母十そのほかの家族員

③その他( ) 

2.開lで、①とお答えになった方におたずね

します。あなたのご両親や親戚は、近くにす

んでいらっしゃいますか。

①市内に住んでいる

②日帰りで行けるところに住んでいる

③もっと遠いところに住んでいる

日.母子生活支援路設についてご意見をお聞かせ

ください。

1. I母子生活支援施設 (1日・母子寮)Jをご存

じですか。

①名前も潤いたことがない

②名前だけ閤いたことがある

③名前も施設の内容も知っている

③以前に利用したことがある

2. I母子生活支援施設 (1日・母子寮)Jに対し

て、どのようなイメージや感想をもたれます

か。ご自由にお書きください。

3.今後、母子生活支援施設を利用したいと盟、

いますか。

①利用してみたい

②利用したいと思わない

③わからない

→それはなぜですか。

4. では、これまでに、地域で暮らしていくう

えで、何か困ったことがありますか。

5.地域に暮らしている母子世帯に対して、

子生活支援施設が行ってほしいサービスには、

どのようなものがありますか。

6. あなたにとって、母子世帯が「自立Jする

ということは、どのようなことだと思、います

か?

7.最後に、あなたは母子世帯の状況をよりよ

い方肉へと変える場合、どんなことをもっと

も変えたい・変えて欲しいと患いますか。あ

るいはこれまでの経験から、これだけはいい

たいということがありましたら、具体的に教

えてください。

(北海道医療大学看護福祉学部助教授)


